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「なんでみんなあんな恰かつ好こうしてるの？」

　コンスタンティンは素す直なおな疑問を口にした。

　十になったばかりのコンスタンティンは、教会の鐘しよう楼ろうの上から通りを眺ながめていた。

　階段を上って汗あせを搔かいた肌はだに、吹ふきつける風が気持ちいい。

　鐘楼は周囲の建物の中ではぐんと高かったから、東の山の手に聳そびえる石造りの城は勿もち論ろん、通り沿いに軒のきを連ねる小さな家々の屋根までよく見えた。隙すき間まもなくぴっちりと建つ家々は大たい抵ていが木造で、屋根に葺ふかれた灰色のスレートや上げられた鎧よろい戸どの金具、軒のき先さきに下がる業種を示す看板などが陽光にぴかぴか輝かがやいている。視線を南へ向ければ空と溶とけそうな、けれど空よりも鮮あざやかな青に染まる海も見える。

　また風が吹いてコンスタンティンの赤毛を優やさしく撫なでていく。汗ばんだ肌を冷やすこの季節の風と、鐘楼から見下ろす街並みが、コンスタンティンは好きだった。

　その街並みを、若い男女が練り歩いている。

　彼らは、常とは異なる服装をしていた。

「宗教行事だ」

　コンスタンティンの隣となりに立って同じものを見下ろすファーザー・アンガスはこの教会の司祭で、彼女の育ての親だった。コンスタンティンが男として名も変えられて彼に育てられ、もう六年になる。

　問いへの答えはあまりに短く、コンスタンティンは可愛かわいらしい顔をしかめて彼を振ふり返る。

「宗教行事ならなんでファーザーがこんなとこで油売ってんのさ」

「昔の宗教行事だ。伝道のために修道士たちがやってくる前の。教会は関係ない」

　アンガスはいつもむっつりとして、厳いかめしい顔をした老年の男だ。子どもたちからはげんこつを恐おそれられながらも、他ほかの大人たちとはちょっと違ちがう存在として信しん頼らいされ、親にも言えない悩なやみを相談されることもあった。大人たちも長く教区を見てきた彼の判断を尊重している。だからといって彼自身は出しゃばる人でもなかったので、その無ぶ愛あい想そうさから付き合いづらいなと思われても、しっかりと敬意を払はらわれていた。

「じゃあ、異教の行事なの？　なんでみんなキリスト教徒なのに異教の行事に参加するの？」

「昔から行われてきたものだからだ。教会でもそれを取り上げることはできない」

「僕もいつかああいう恰好して歩かないといけないの？」

　アンガスはそこでコンスタンティンを見やった。どんぐりのような円まるっこい目に見つめられ、コンスタンティンはなんとはなしに緊きん張ちようする。

「だって、あれじゃあ……」

「そうするのが適当だと思えばそうするといい」

　アンガスは曖あい昧まいなことを言った。

「だがおまえは教会で育てられた。宗教色は薄うすれたとはいえ元は異教のものだった行事に、無理に参加しろという者もいないだろう」

「……そうかな」

　コンスタンティンは自分のふくらみも何もない胸を見下ろした。

　これがふくらんで、林りん檎ごの実のように熟うれた頃ころ、自分があの恰好をするのは、たぶんきっと、すごくまずい。

　だが、同時に少しだけ憧あこがれもする。翻ひるがえる長い裾すそ、僅わずかな装そう飾しよく品が陽光に煌きらめいて。紅べにが鮮やかで。ああいう恰好をした自分はどんなふうだろうと想像する。あの眼下のにやけた男どものようにみっともないことになるだろうか。少しはマシになってくれるだろうか。マシであって欲しいものだ。

　想像にくすりと笑えみを漏もらし、胸の痛みに気付かないふりをして、コンスタンティンはアンガスを振り仰あおぐ。

　アンガスも彼女を見ていて、目が合うと何も言わず頭を撫でてくれたから、これ幸いと彼女も彼の腰こしに腕うでを回し、たるんだ腹に顔をこすりつけ、僧そう衣いの匂においを嗅かいだ。
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「いいか、野や郎ろうども」

　魚屋のジャックは教区の若い男衆を鋭するどい目つきで睨ねめ付けた。

　集まった男たちは皆みな一様に戦場へ向かう兵士のように緊張し、また猛たけ々だけしく目を光らせていた。それは男たちの前に立つジャックも同じで、彼はまるで士気を鼓こ舞ぶする隊長のように、拳こぶしを振り上げて演説した。

「俺たちは恰好良い」

　男どもが一いつ斉せいに頷うなずいて声を上げた。

「おう！」

「この街に俺たちほどのいい男がいるか!?」

「否いな！」

「そうだ、俺たちはこの街で一番だ。一番恰好良い。男気に溢あふれ、勇ゆう敢かんで、敗北を恐れない。稼かせぎや財産がなんだ、顔がなんだ。俺たちの恰好良さはそんなもんじゃ語れねえ。そんなものに騙だまされる女たちは可哀かわい想そうだ。なあ！」

「おお、可哀想なこった！」

　男たちはまた口々に叫さけんだ。

「確かに最初は女たちもそういった上っ面つらに騙されるかもしれん。だが、俺たちがその間ま違ちがいから彼女たちを解放してやるんだ。間違いに気付かせて、俺たちの魅み力りよくに気付かせてやるんだ」

「おう！」

「よし、俺たちは勝つ。俺たちは……俺たちは、今日こそ、」

　作った握にぎり拳を力強く振り上げ、ジャックは声を張り上げた。

「可愛い嫁よめさんを手に入れるんだー！」

「おう！」

　集まった男たちは一斉に声を張り上げ、拳を天に突つき上げた。

　コンスタンティンは教会の前に座り込み、狭せまい路地に集まった男たちをぼうっと眺めていた。

　新任司祭であるユリエルは彼女の後ろで、扉とびらを開けた姿勢のまま固まっている。男たちの迫はく力りよくに圧あつ倒とうされているのだ。ユリエルだけではない。その足あし下もとではいつも偉えらそうな態度を取る悪あく魔ま──まあ、今は猫ねこに変じているのだが──も全身の毛を逆立て、金色の目をまんまるに見開いて男たちを見ている。

　歴戦の悪あく魔ま祓ばらい師であるユリエルやこの悪魔を圧倒するほどの迫力を、男たちは放っていた。

　何しろ、彼らは、男性の象しよう徴ちようであるズボンを穿はいていなかった。

　代わりに姉や母や祖母のドレスを着ていた。体格の差から収まりきらない部分は紐ひもを結ばずに放っておいたり、人によってはそもそも自分の身体からだに合うようにある程度作り替かえてすらいた。ジャックに至っては肩かたが入らないからと、腰の辺りまででドレスを着るのを諦あきらめ、上半身を露ろ出しゆつさせている。さらに唇くちびると頰ほおには幼児が描えがいたような紅を入れ、頭にはかつら代わりの藁わらを載のせて紐で固定していた。他の男も似たり寄ったりだ。

　そこへ罵ば声せいが飛んだ。

「こらジャック！　今年もあたしのドレス勝手に！」

　そう声を張り上げたのは、魚屋の二階の窓から上半身を出して拳を振るう、若い女性だった。ジャックは舌打ちして男衆に声をかける。

「やべっ、姉ちゃんだ！　おい野郎ども、行くぞ、突とつ撃げきだ！」

「おおお！」

「こら！　待ちなさいよ！」

　罵声に背中を押されるように、男たちはジャックに率いられて路地から通りに飛び出した。コンスタンティンは角を曲がって消えていく彼らの姿をぼんやりと見送り、呟つぶやいた。

「今年もダメだな、ありゃ」

「あ、あのう」

　呆気あつけにとられているだけだったユリエルが、我に返ったのかおずおずと声をかけてきた。

　すみれ色の瞳ひとみと子どもの髪かみのように柔やわらかな金きん髪ぱつを持つユリエルは、端たん的てきに言ってかなりの美男子だ。むしろ顔立ちが整いすぎてちょっと冷たく感じられるくらいなのだが、浮うかべる表情によって印象は随ずい分ぶん和やわらぐ。困こん惑わくした様子で口を中ちゆう途と半はん端ぱに開いて路地の方を指さす彼からは、冷たいなんて印象は、勿もち論ろんこれっぽっちも感じられない。
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「あれは、いったいなんでしょう……？」

「宗教行事です」

　いつか先々代の司祭に言われたのと同じ答えを返し、コンスタンティンは立ち上がった。

「これは元々、キリスト教化以前に、この土地で崇あがめられていた異教の神々のお祭りなんです。勿論、今では異教色は薄まって、そもそもその神々のことも忘れられていますから、異教信しん仰こうとか、変な心配はいらないですけど。単に夏げ至しを祝うお祭り、ってところですね」

「はあ。でも、それでどうして男性が女装を……？」

「それは僕もよく知らないです。長老たちの言うことじゃ、男女が服を取り替えることで、互たがいの普ふ段だんとは違う面を発見してより深く知ることができるようになるんだとか……確か、元々嫁よめ取とりとか婿むこ取とりとかの行事だったのかな？　集団見合いみたいなもんじゃないですかね」

　コンスタンティンはそう言って肩を竦すくめた。コンスタンティン自身も詳くわしくは知らないのだ。

　その時──

「コンスタンティン！」

　名前を呼ばれて、コンスタンティンは息を吞のんで振ふり返った。

　通りからこの路地の方へやってくる人物があった。

　コンスタンティンの幼おさな馴な染じみの少女、エリカだ。

　だが、彼女はいつもの白い頭ず巾きんを被かぶらず、量の多い茶の髪を一つに結んで肩に垂らしていた。身に着けているのは明らかに大きすぎるシャツと胴どう着ぎで、それにやっぱり大きくてごわごわするズボンを穿いている。

　彼女はコンスタンティンの数歩手前で立ち止まると、ユリエルに丁てい寧ねいに挨あい拶さつをし、それからその黒い瞳をコンスタンティンに向けた。照れ臭くさそうな、けれど何かを期待した顔で、コンスタンティンを見つめる。

　最近ちょっときつい態度をエリカに取ったコンスタンティンは、どういう顔をしていいものやら困惑し、ただ彼女の姿を見ていた。

　エリカは急に口を開いた。

「あの、変かな？」

「え？」

　頰を染め、気まずそうに視線を外して彼女はまくし立てた。

「まあ、変なのはわかってるわ、男物の服だもの、当たり前よね。父さんの服借りたの。今年は私も十六でしょ、だから【練り歩き】に参加しようかなって。どうせ結けつ婚こん相手なんて父さんが選んじゃうんだろうって思ってたけど、でも、ほら、わかんないじゃない。私だって素す敵てきな人が現れて恋こいに落ちて父さんも許してくれて、結婚、しちゃうかも、しれない、でしょ……」

　話すうちにエリカの目が潤うるんでくる。彼女は震ふるえ始めたが、最後にはキッと顔を上げ、真っ正面からコンスタンティンを睨め付けた。

「だから、その時になって後こう悔かいしても遅おそいんだからね！」

　言い終えるなり、エリカは背を向けて走り出した。通りに出るとあっという間に人ひと混ごみに紛まぎれてしまう。

　コンスタンティンはしばらく呆ぼう然ぜんと彼女の後ろ姿を眺ながめていたが、ユリエルの視線に気付いて、咳せき払ばらいをした。

「ごほん。えーと……その、【練り歩き】ってのは、そのまんま、通りを練り歩くんです。あの恰かつ好こうでね。毎年それなりにカップルもできるみたいですよ。祭りで気分が盛り上がってるからでしょうね」

「……いいんですか？　その……」

　ユリエルは言葉を濁にごした。彼は男女関係には疎うといが、人の心の機き微びには敏びん感かんだ。エリカがコンスタンティンに異性としての好意を寄せているのは、もうわかっているだろう。

　勿論、教会法では聖職者の妻帯は禁じられている。そもそもコンスタンティンは女だ。誰だれにも言えないしアンガス亡なき今は誰も知らないが、身体は作り替えられない。

　エリカの思いは、どうしたって叶かなえられない。

「追いかけて何になるって言うんです」

　思わず強い調子で言い返してしまった。ユリエルが申し訳なさそうな顔をしたのに気付いて、彼に謝られる前に謝罪の言葉を口にする。

「ごめんなさい。でも、いいんです。だって僕は聖職者ですし、エリカもほんとはちゃんとわかってるんです。感情の整理ができないだけですよ」

　少し前、エリカには父親の許しがない限り司祭館に来るなと釘くぎを刺さしはしたものの、この聖ブリジット教会の教区民である以上完全に接せつ触しよくを断たつことはできない。それ以降も、ミサのたび、コンスタンティンは彼女の視線を感じた。一度だけその視線を追って彼女を見たことがあったが、彼女は潤んだ目をさっと伏ふせて、何食わぬ顔でユリエルの配る聖体を口に受けていた。ふくらし粉なしの平たいパンは儀ぎ式しきによってキリストの肉となったのに、それを受ける彼女の舌は生々しいまでに赤く、濡ぬれたそれが色のないパンを携たずさえしゅっと歯列の向こうへ収まるさまからは、ちっとも神聖な感じはしなかった。コンスタンティンは見ていられなくなって視線を逸そらし、それ以来目を合わせたのは今日が初めてだ。

　ユリエルは何か言いたげに口を開いたが、結局エリカの件についてはそれ以上何も言わなかった。代わりに、穏おだやかな笑えみを浮かべると、ぱんと手を打ち合わせた。

「午後は自由に過ごしていいですよ」

「え。でも、今日の午後はお遣つかいで施せ療りよう院に……」

「いつでもいい用事ですし、私が行ってもいいんです。せっかくのお祭りなんですし、見物してきてもいいですよ。異教のお祭りと言っても、今は宗教色も薄うすそうですし」

　せめて気晴らしを、という気き遣づかいだろう。ユリエルはコンスタンティンや教区民に対してはいつでも優やさしい。コンスタンティンは少し考え、その気遣いをありがたく受けることにした。

「ありがとうございます。でも、それならファーザーもご一いつ緒しよにいかがですか？　お嫌いやでなければ、僕が案内しますよ」

　ユリエルは瞬まばたきし、次の瞬しゆん間かん、ふわりと嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　元々色素の薄い金髪が、太陽の光を浴びていっそう色を飛ばされ、白っぽく輝かがやいて見える。一いつ瞬しゆんその眩まぶしさに目を細め、コンスタンティンも彼の優しさに笑みを返した。




　夏至と夏至に至る三日間、サクス市では夏至祭が執とり行われる。

　市いちが立ち、空き地という空き地にあちこちからやってきた商人たちの店が並ぶ。領主からの振る舞まい酒もあり、人々は日の高いうちから酔よっ払ぱらい、歌を歌い、ダンスをし、はたまた地区に分かれて力比べなどで競きそい合う。

　けれど何より重要なのは【練り歩き】だ。若い男女が服を取り替え、男は女装し、女は男装し、市内の要所を練り歩くのだ。この日ばかりは無礼講だが、こういう時こそ本ほん性しようが出るからと、年とし頃ごろの子どもを持つ親たちの中には、若者たちの動向に密ひそかに目を光らせ、嫁よめ探し・婿むこ探しに精を出す者もいる。

　だが、そういった浮かれ騒さわぎと教会は関係なく、一日の聖務は決められた時間にこなされなければならない。コンスタンティンが教会を出たのは、ユリエルとともに詩し篇へんを読み、昼の祈いのりを終えてからだった。

　聖ブリジット教会の正面扉とびらは狭せまい路地に面して、扉を開けると三段の石段があるのだが、その階段の下に、一人の見慣れない女性が立っていた。

「──？　こんにちは、教会にご用ですか？」

　一瞬、コンスタンティンは女性の姿に違い和わ感かんを覚えた。男装をしていたのだ。夏至祭の時期なら男装の女性も珍めずらしくはないが、練り歩きは若い未み婚こんの男女のためのものだ。目の前に立つ女性は二十代後半と思われる。練り歩きの参加者にしては、少々年を取りすぎている。

　女性は頰ほおにかかる一筋を残して長い銀ぎん髪ぱつを編み込み、それを後頭部に回して丸くまとめていた。毛織りのズボンと脚きや絆はん、濃こい緑に染めた膝ひざ丈たけのチュニックを身に着け、半円形のマントを肩かたのところでブローチ留めして背中へはね除のけている。衣装は彼女の身体からだにあつらえたようにぴたりと合って、練り歩きに参加する男女の、サイズの合わないちぐはぐな感じがしない。弓矢を携え拍はく車しやのついたブーツを履はけば、これから鷹たか狩がりに行く貴族の子息のように見えた。

　彼女はくすりと笑った。

「こんにちは、聖職者様。このような姿で教会の前に立っていることをお許しください」

　このような、というのは男装のことを言うのだろう。教会は、男性が女装し女性が男装するような『逆転』を、神が人類に与あたえた摂せつ理りを乱すものとして本来は罪に問う。

「今日はお祭りですから……この街にお住まいの方ですか？」

「家はあります。家業のために一年のうち短い期間しかいられないのですが。コンスタンティン助祭ですね？」

「──はい」

　名前を呼ばれ、コンスタンティンはあらためて女性の顔をしっかりと見つめた。美しいひとだ。ユリエルも美人だとは思うが、性別の違ちがいゆえか彼女の顔の造りはさらに繊せん細さいだった。狼おおかみのような透すき通とおった灰色の目は切れ長で理知を感じさせ、口角のつり上がった唇くちびるは皮肉げな印象がやや強いが、やはり魅み力りよく的だ。

「ファーザー・ユリエルとお話がしたくて参りました」

　穏やかで丁寧な物言いだが、態度からは有う無むを言わせぬ横おう柄へいさも感じさせる。

　コンスタンティンは頷うなずいて礼拝堂の方を振り返った。まだ出てこないユリエルに声をかけようと口を開く。

「ファー……」

「コンスタンティン助祭！」

　声をかける前に、ユリエルから飛び出してきた。

　彼はいきなりコンスタンティンの手を取ると、顔を紅潮させ、興奮した早口でまくしたてた。

「やっと！　やっとできたんです、できたんですよ！」

「は？」

「頭です！」

　ユリエルは嬉しげにぶんぶんとコンスタンティンの手を振って言った。

「頭を撫なでられたんです、猫ねこ君の！」

　コンスタンティンは、今の間にユリエルの顔にひっかき傷ができている理由を悟さとった。

　彼は悪あく魔まが変じているとも気付かず、隙すきあらばあの黒くろ猫ねこと親しくなろうと四苦八苦している。だいたいは猫に引っかかれて撤てつ退たいするか、コンスタンティンの手から餌えさをもらって幸せそうにしている猫を物もの陰かげから指をくわえて見ているのだが、今日はたまたまうまくいったらしい。

　あの悪魔もたるんでいるな、とコンスタンティンは思った。

「良かったですね、ファーザー。ところでこちらのご婦人がご用があるそうですよ」

「え」

　その時になって来客の存在に気付いたのか、ユリエルは女性の方を見た。

　彼女と目が合った直後、ユリエルの顔から笑みが消えた。その目は細められ、警けい戒かいの色が浮うかぶ。柔にゆう和わな印象をその一瞬で脱ぬぎ捨て、彼はコンスタンティンの手を離はなし、庇かばうように一歩前に出た。

「わざわざここまでご足労されるとは」

　ユリエルの言葉に、ふふ、と女性は含ふくみ笑いを漏もらす。

「祭りのついでに伺うかがっただけですよ。どこかでお話しできませんか？」

「礼拝堂は……」

「異教の祭りに参列するような姿で神様の前には立てません」

「では司祭館へ。……コンスタンティン助祭、申し訳ありませんが、来客ですので、お祭りは一人で行ってきてもらえますか？」

「あ、はい。大だい丈じよう夫ぶです」

　ユリエルは路地に降りて、女性を隣りん接せつする司祭館へ案内する。

　すると路地の曲がり角から、見慣れない男が現れて彼らに合流し、ともに司祭館の中へ入っていった。小こ柄がらな男で、地味なフード付きマントの下からちらりと剣けんの鞘さやが見えた。女性に付き従うような様子からすると、彼女の護衛か何かだろう。どうやら女性は貴人らしい。

　彼らが司祭館の中へ消えるまで見送って、コンスタンティンは礼拝堂の扉にもたれた。

「美女と密談か」

　下世話なことを口にしたのは、足あし下もとにすり寄ってきた猫だ。コンスタンティンはそちらを見もせずに言った。

「悪魔ってのはなんでも悪い方向に意味づけしようとするね。あの人のことだ、どうせ仕事絡がらみの話だろ」

「仕事とはなんだ。司祭としてのか？　それとも──」

　問う猫に、コンスタンティンは、ユリエルが見せた鋭するどい表情を思い出して答えた。

「僕らを捕つかまえる方の仕事、かもね」




　猫に変じた悪魔はコンスタンティンの『夫』だ。

　勿もち論ろんコンスタンティンは認めていないが、彼は彼女の指に地じ獄ごくの指輪をはめ、婚こん姻いん契けい約やくを一方的に済ませてしまった。指輪は抜ぬけず、悪魔が死ねば指輪を通してその魔ま力りよくが逆流し、彼女の肉体をも滅ほろぼしてしまう。司祭に頼たのんで悪魔を滅ぼしてもらっても、自分が死んでは意味がない。

　おまけに悪魔は今でこそ力を失い猫の姿を取っているが、その力が回復すれば地獄への扉を開き、彼女を連れ去ってしまうのだ。そうなればもはや逃のがれるすべはない。

　ただ一つ、助かる道は、この猶ゆう予よ期間のうちに指輪を破は壊かいすること。

　そのためには善行を積む必要があり、かくして彼女は夜になると【黒い羊シスター・ブラツクシープ】を名乗る正義の味方となって、街の悪党どもをこらしめて回るようになった。

　とはいえ、【黒い羊ブラツクシープ】は不ふ審しん者だから、夜の彼女は夜警や警備隊に追われることになる。

　さらに聖ブリジット教会に赴ふ任にんしてきたユリエルはこの悪魔の宿敵で、悪魔とともにいる【黒い羊ブラツクシープ】を飽あきもせず夜ごと追い回しているのだ。

「まー、でもたまにはこういうお休みもいいよねー」

　コンスタンティンは焼いた肉を何枚か載のせた薄うす切ぎりパンを左右の手にそれぞれ一つずつ持ち、ほくほくとした顔でそう言った。城門が開け放たれ、開放された中庭で酒や焼いた肉が振ふる舞まわれているのだ。広場でも、富ふ裕ゆうな商人や親方などの街の有力者たちが、やはりたっぷりの肉や酒を用意して市民に振る舞っている。

「ふん、暴食と大おお酒ざけ吞のみは、そなたらの教会の掟おきてでは禁じられておるはずではなかったか？」

　憎にくたらしいことを言うのは、彼女の足下をついて歩く猫だ。通りはもうすぐ【練り歩き】の行列が通るため、見物人でひどく混こみ合っている。人混みの中の方が話し声を誤ご魔ま化かせるためか、猫は先さき程ほどから積極的に話しかけてきていた。

　コンスタンティンは、ぱりぱりに焼かれた香こうばしい皮と、とろける脂あぶら身み、それに溢あふれる肉にく汁じゆうが染しみこんだパンを十分に味わい、飲み下してから、口を開いた。

「挑ちよう発はつしてるつもりかい？　斎さい日じつでもないんだ、たまの休みに飲み食いしたって神様もお許しくださるさ。感謝と節制を忘れなければね」

「そなたの神のことなど知らぬ。だが、そなたの指輪が悪徳によって増強されることはないと、吾わが輩はいが言ったか？」

「……なんで君はそうまでして僕のたまの休きゆう暇かにケチを付けたいの？」

「つまりその肉を吾輩に向かって放ほうり投げることで、そなたは大食の罪を断たち、一つ善行を積むことができるかもしれんだろうが？」

「…………」

　あまり長時間猫と見つめ合っても不審に思われるので、コンスタンティンは適当なところで視線を逸そらした。

　無視されたことに気付いた猫が、慌あわてた声を上げて追いかけてくる。

「待つのだ。ほれ、その肉を放るだけだ。さすれば手軽に善行を積め──」

「？」

　コンスタンティンは立ち止まった。

　前方で人の流れが止まっている。通りに面した店の前に人の輪ができているのだ。

　近づき、人の輪の外からひょいと首だけ伸のばして様子を窺うかがうが、彼女では少々身長が足りない。

　そばにいる人間に何があったのかと聞こうとした、その時──

「にぎゃっ！」

　悪魔の悲鳴を聞き、コンスタンティンは今来た道を振り返った。

　見れば、黒猫は彼女から少し離れたところで、全身の毛を逆立てて唸うなっている。視線の先にいるのは、二十歳はたち前くらいの青年だ。きょとんとした顔で猫ねこを見下ろしている。

　まさか今の会話を聞かれたわけではないだろうな、と緊きん張ちようし、コンスタンティンは青年の様子を観察した。一見したところではどこかの奉ほう公こう人か徒弟だろうか、質素な衣服を身に着け、なめし革がわのマントを羽織っている。頭の後ろで一つにまとめた髪かみは陽光にとろけそうな蜂はち蜜みつ色、大おお振ぶりの目は明るい青せい灰かい色しよく。

　青年はコンスタンティンの視線に気付いて顔を上げた。

「ごめんね、蹴けっちゃった。あなたの猫？」

　バツの悪そうな顔でそう言う。顔立ちに華はなやかさはないが、その表情には、誰だれでも思わず気を許してしまいそうな愛あい嬌きようが滲にじんでいる。

「いや、僕のってわけじゃないけど……」

「そうなの？　野の良らかな。ケガしてないといいけど。すごい悲鳴だったんだよね。人間みたいな……」

　……確かにあの悲鳴は、ちょっと人間臭くさかった気もする。人間としては猫臭すぎるが。

　とりあえず猫から青年の注意を逸らしたくて、彼女は前方の人だかりを指さした。

「えーと、ところでさ、そこの店って何かあったのかな？　知ってる？　人が随ずい分ぶん集まってるみたいなんだけど」

　青年はあっさりと答えた。

「強ごう盗とうだよ」

「！　店の人たちは無事なの？」

「ケガはしたみたいだけど、生きてるよ。金庫はやられちゃったけどね」

「そう……また……」

　ここ一週間ほど、サクスでは似たような強盗事件が相次いで起こっていた。入念に下調べをしているのか、家の者の口を割らせるまでもなく金庫や金目のものが詰つまった装そう飾しよく品箱だけを奪うばい、速すみやかに去っていくのだ。家の事情をよく知っている出入りの業者や徒弟などが犯人と疑われ、取り調べを受けているが、まだどの事件でも犯人は見つかっていないという。

　青年は心底うんざりした様子で言った。

「また、だよ。さすが【悪徳の都】、ってところかな。真ま面じ目めに働いていた人がいつでも損をするんだ。真っ当に生きるのがバカらしくなっちゃうよね……って、聖職者様の前で言う台詞せりふでもなかったか」

「聖職者って言っても、こんなんだけどね」

　コンスタンティンは両手に持つ肉を彼の方に見せた──悪あく魔まにはああ言ったが、実際にはあまり誇ほこっていい姿でもない。
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　青年は興味深そうな目で、肉ではなくコンスタンティンを見た。

「じゃあ、あなたはどう思う？　この【悪徳の都】を」

「さあね。まあ、たまにバカらしいって思うことがあっても、おおむね真っ当に生きてる人間が大半なんじゃないかな、【悪徳の都】って言ってもさ。なんだかんだ言って、君もそうだろ？」

「？　おおむね、でいいの？」

「いいんじゃない？　というか、そうじゃなかったら僕が困る」

　へえ、と意外そうな顔で青年は言った。

「そんなこと言う聖職者様は初めてだよ。サクスの教会の人なの？」

「うん。僕はコンスタンティン。聖ブリジット教会で助祭をしてるんだ」

「助祭様は──」

「いや、コンスタンティンでいいよ」

「コンスタンティンは」

　青年はその呼び方を確かめるように、ゆっくりともう一度繰くり返した。

「コンスタンティンは、善い人みたいだね」

「……………………へっ？」

　初対面の人間にそんなことを言われたのは初めてだ。

　いや、そもそも、普ふ通つうは初対面の人間にそんなことを、しかも数語言葉を交かわしただけの人間に言うのだろうか。

　青年は、困こん惑わくするコンスタンティンを見て、破顔する。愛あい想そ笑いなどではなく、嬉うれしそうに、彼は言った。

「俺、わかるんだ、そういうの。善い人は好きだよ。俺はバート。話せて良かった。また会えるといいな。それじゃ──」

　コンスタンティンが呆ぼう然ぜんとして何も言えずに見送る中、彼は身を翻ひるがえして通りの人混みの中へ消えていった。

「……なんだあの子」

　あの子、という言い方は二十歳前とおぼしき彼にはふさわしくないかもしれないが、最後に見た笑えみがやけに幼く感じられ、そういう言葉がぽろりと出てきた。人なつこく、話していて嫌いやな感じになる相手ではないのだが、どこか未成熟なところがある気がする。

　一つ、気になる点もあった。

　青年はブーツもズボンも使い古した、粗そ末まつなものを修しゆう繕ぜんして使っていた。決して裕ゆう福ふくではないのだろう。だが、あのなめし革のマントは上等な品だった。樹皮などの浸出液に浸され、手間と時間をかけてなめされた革はいかにも柔やわらかそうだったし、裾すその仕立ても目が細かくて丁てい寧ねいだ。襟えり元もとには合金らしい単純な形のリングブローチがつけられていたが、ブローチで開けられたとおぼしき穴が別の場所にも開いている。元々そこにブローチをつけていて、その跡あとがついてしまったようだ。穴は大きめの菱ひし形がたに押し広げられているから、彼がつけているブローチの形とも合わない。

「……ん？」

　青年の去った方を眺ながめてぼうっとしていたコンスタンティンは、ブーツをカリカリと引っ搔かく音に気付いて下を見た。

　悪魔が全身で彼女のブーツにからみついている。

「何さ」

「吾輩、野良ではないぞ」

「じゃあなんなんだよ。うちの飼かい猫だっけ？」

「そなたの夫だ！」

　その時、背後から、わあ、という声が上がった。

　視線を向けると、案の定、【練り歩き】の行列がやってくるところだった。花びらを撒まき散らしながら先頭を行くのは──

「今年もジャックか……」

　往来の人々は左右に避よけて行列を通し、女装した青年たちを指さしては腹を抱かかえて笑っている。本当にこれが集団見合いの儀ぎ式しきだったのだろうか。伝承が途と中ちゆうでねじ曲げられて伝えられているのではないかと、コンスタンティンは密ひそかに疑った。

　その心を読むように、猫が囁ささやいた。

「花を撒くのは夏を祝う行こう為いであろうな」

　彼の声は不思議とこのバカ騒さわぎの中でもコンスタンティンの耳に届く。ひょっとしたら、彼女の耳にだけ届くように、わざわざ魔ま力りよくでも使っているのかもしれない。

　黒くろ猫ねこは鼻先に落ちてきた花びらを見上げながら、落ち着いた、甘い青年の声で語った。

「古いにしえの力ある者たちに感謝を捧ささげているのだ。そなたの神ではない、もっと古くからこの地におった存在にな。祝福を得、また次の年も同じように夏を迎むかえられるようにと。そして自分たちにもその力を分け与あたえてもらえるようにと」

「……案外物知り？」

「吾わが輩はいを誰だと思っておる？」

　黒猫は金色のつり上がった目でコンスタンティンをちらりと見上げた。

　勿もち論ろん、コンスタンティンもわかっている。

　これは悪魔だ。

　少し前にも、この悪魔は一人の少年をたぶらかし、殺人を犯おかさせようとした。人を罪に落とすことを喜びとする、邪じや悪あくな存在なのだ。猫の見た目に騙だまされ、気を緩ゆるめれば、きっとこの悪魔はコンスタンティンの身の回りの人間を次々と毒どく牙がにかけていくだろう。

　あの一件でコンスタンティンも学習した。

　もう、この悪魔の前で隙すきを見せたり、彼を侮あなどったりはするまいと。

「夏げ至しを境に日ごと昼の時間は削けずられていき、その分夜の時間が長くなっていく。夏至は境界の日であり、逆転の日なのだ。若い男女が服を取り替かえるのは、身に纏まとう衣ころもを逆転させることによって夏至をその身に体現し、力の恩おん恵けいに与あずかるためだ……ふむ、夏至祭か……」

　独り言のように、猫は呟つぶやいた。見物人の足の間から顔を出し、彼は通りを行く男女を眺めていた。

「……君さ」

　声をかけられ、猫は首を曲げてコンスタンティンを見上げた。

「何か、たくらんでる？」

　猫は答えず、ただにゃあと一声鳴いて地を蹴けり、見物人の足の間をすり抜ぬけて行った。




「なんだ、おまえまで野次馬か？」

　強ごう盗とう被ひ害がいに遭あった家から出てきた青いサーコートの男が、コンスタンティンを見つけてそう声をかけた。金褐かつ色しよくの髪かみと青い目の男で、名前はレオン。二十四と若いながらもサクスの代官で、領主である伯からサクスを預かり、徴ちよう税ぜいの他ほか、サクスの治安維い持じにも責任を持つ。軽けい微びな犯罪の取り締しまりは部下に任せるとしても、彼自身が直接兵士たちを率いて重大事件の捜そう査さに当たることも多く、日夜サクスを駆かけ回っている。

　そのせいか、今日もその青い目で眠ねむそうに瞬まばたきを繰り返している。鷹たかや鷲わしを思わせるくりっとした目なのだが、昼間は大たい抵ていこんな感じでどこかぼんやりして見える。

「祭り見物でたまたま通り掛かかったんです」

「見物か。楽しめよ」

　レオンはあくびをかみ殺し、店の前に固まっていた野次馬を適当な仕草で追い払はらった。

　コンスタンティンは彼の脇わきから扉とびらの向こうを覗のぞいた。

「大変ですね、また強ごう盗とうって聞きましたけど」

「ああ。この時期だからな、巡じゆん回かいは増やしているが……なかなかなあ」

　ただでさえ治安のよろしくない街だが、祭りを迎えて人々の気の緩みをついた犯罪が相次いでいる。夜警や警備隊だけではどうにも手が回らないのだろう。おまけにレオンは代官として祭事に顔を出すことも求められる。

　彼は羨うらやましそうな目でコンスタンティンを眺めた。

「俺もぶらぶら見物して女の子にきゃっきゃ言われたいぜ」

「…………きゃっきゃは言われてないですけどね。ってか、この間は目の前を女の子が過よぎっても目で追わなくなりたいとか言ってませんでした？」

「若いって大変だよな」

「何言ってるかよくわからないんでとりあえず帰って寝ねたらどうですかね？」

　そんな暇ひまねえよ、とレオンは言い、コンスタンティンの持つ肉載のせパンに目を留めた。

「なあ、それうまそうだな」

「広場でもらえますよ、タダ……え、あ、ちょっと！」

　レオンはコンスタンティンの手を摑つかむと、パンの上の肉に齧かじり付き、器用にそれだけ食べてしまった。

「サー！　何すんですか、食べるなら言ってくださいパンごとあげますって！」

　レオンはくわえた肉を摘つまんで口の中に押し込み、もぐもぐと口を動かしながら言った。

「パンはいらん。肉だけでいい」

「……っ、こっちだってパンだけ残っても切ないですよ！　あなた城でよっぽどいいもの食べられるでしょう!?」

「暇ないんだよう。おまえ、もう一回もらってくればいいだろ」

　片方の頰ほおに肉を詰つめ込んだまま零こぼしもせず、彼は答えた。

　コンスタンティンはどう罵ののしってやろうかと息を吸い込み──

　そこで、レオンの背後に立つ男性に気付いた。今し方、店から出てきたのだ。

「ナインス隊長……」

　コンスタンティンはぎょっとしてその名を呟いた。

　ロウ・ナインスはレオンの下でサクスの警備隊長を務める男だ。年はたぶん三十代半ば、中肉中背で、右頰の刀傷と目元の厳しさが印象に残る、始終不ふ機き嫌げんそうな顔をした男だ。子どもだろうが容よう赦しやのない男で、コンスタンティンは十二歳の頃ころ彼に城の牢ろうに放り込まれたことすらある。まあ、勿論コンスタンティンが相当な悪ガキだったせいなのだが。

　おかげで今も苦手に思っており、なんとなく逃にげ出したいような気分になって一歩後あと退ずさる。振ふり返ったレオンに、ロウは言った。

「何をしてるんですか。皆みんな見ているでしょう」

「お？」

　レオンはまだ近くに残っていた野次馬の視線にようやく気付き、周囲を見回す。

　コンスタンティンも同じように見回して軽く自分に幻げん滅めつした。またレオンとアホな話をして人目を引いてしまったのだ。

　恐おそろしく厳しいロウの視線を受けて、野次馬は慌あわてて散っていった。

　ロウはその目をレオンに向けた。レオンは悪びれもせず言った。

「飯食う暇なかったの知ってるだろ？」

「城で何か用意させましたものを」

「遠い。と、俺はそろそろ一度詰め所に戻もどる。後は任せるが、いいな？」

　レオンは気楽に言って、ロウの肩かたをとんと叩たたき、コンスタンティンに片手を上げて、背を向ける。ロウはすぐに配下の兵士に命じてレオンについていかせ、自分は店に戻ろうとした。

　戸口のところで一度立ち止まり、コンスタンティンを見やる。

「まだ何か用か」

　コンスタンティンはぶんぶんと首を横に振った。ロウが扉を開けて屋内へ戻るまで見届け、やっと息を吐はき出す。

　そして、手元に残されたパンに気付いて渋じゆう面めんになった。

　勿論、残さず美味おいしく食べたのだが、肉を思うと少しだけ悲しかった。
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　夏至祭は三日間に及およぶ。最も昼が長くなるこの季節、太陽はなかなか沈しずまず、人々は遅おそくまで吞のんで歌って騒ぎ続ける。

　かくして酔すい漢かんが大量発生し、そこへ掏摸すりや窃せつ盗とう犯、美人局つつもたせが群がる。

　こういうふうに犯罪が増える時こそ、【黒い羊シスター・ブラツクシープ】の出番だ。

「そういうわけだから今日もびしばし行くわよ！」

　何がそういうわけなんだ、と目の前に座り込む窃盗団の一人がわめいた。

　コンスタンティンは黒い修道服とベールに身を包み、紗しやで顔を隠かくして彼らの前に立ちはだかっていた。最近荒あら稼かせぎしているという窃盗団を狭せまい路地まで追い込んだのだ。

　コンスタンティンは紗の下で、ふっと笑った。

「逃げても無む駄だよ。あんたたちの顔はしっかり覚えたわ。おとなしく警備隊に出頭して被ひ害がい者しやの物を返すならよし。さもなければ、どこに逃げようとあたしが追いかけて遊んであげる……あんたたちが二度と人から物を盗とろうなんて思わなくなるまでね！」

　すでに【黒い羊シスター・ブラツクシープ】の噂うわさは尾おひれもついて街中に広まっている。黒いベールの修道女が、夜中に現れ悪党を見つけては罪を暴あばくのだと。逃げても夢の中にまで現れ追いかけてくる。あれは聖女だ、いや魔ま女じよだと、皆好きに噂している。コンスタンティンは時々辟へき易えきすることもあるが、おかげで脅おどしに迫はく力りよくが出てくる。

　盗ぬす人つとたちは顔を見合わせ、誰だれから合図したでもなくいきなり立ち上がって逃げ出した。

　コンスタンティンはにやりと笑う。この先はどうせ夜警の巡回路だ。脇わき道みちもないから、すぐに鉢はち合わせることだろう。一応、取り逃がしがないよう様子を見て手伝ってやろうと思った時、背後から近づく足音が聞こえてきた。

　暗い路地の奥から姿を見せたのは、二つの人ひと影かげだ。

　その恰かつ好こうから、コンスタンティンは追いはぎに囲まれていた二人組だと気付いた。主に潰つぶれた酔よっ払ぱらいの懐ふところから財さい布ふを盗っていく窃盗団だが、今日はこの二人組を良いカモと見て追いはぎに転じていたらしい。

　コンスタンティンは彼らを助けるため、【黒い羊シスター・ブラツクシープ】として割って入ったのだ。

　二人組は少し離はなれた場所で立ち止まった。

　マントのフードを目ま深ぶかに被かぶった細身の人物と、それよりは横よこ幅はばのある人物だ。

　コンスタンティンは彼らに声をかけた。

「もう大だい丈じよう夫ぶよ。盗られた物はなかった？」

　細身の方がフードを被った頭を上げた。最初に目に入ったのは頰にかかる一ひと房ふさの銀ぎん髪ぱつ、それから月光に照らされた白い肌はだ、恐ろしく整った目鼻立ち──コンスタンティンはハッとした。

　それは、昼間教会を訪ねてきた男装の女だったのだ。

　女は、色素の薄うすい、狼おおかみを思わせる目でコンスタンティンを見つめて言った。

「クズが」

　……耳を疑った。

　一いつ瞬しゆん何を言われたかわからなくて聞き返しそうになった。

　だが、女は、聞き間ま違ちがいようのない、よく通る声で言った。

「伝説の【黒い羊シスター・ブラツクシープ】が蘇よみがえったというからどのような女かと思えば。ちんぴらをいたぶって悦えつに入いるただのクズではないか。わざわざ夜道を歩いたというのに、無む駄だ足あしだったか」

　これを、大して感情も込めず、つまらなそうに言うのだ。コンスタンティンの頰が引きつった。昼間接した時もちょっと高圧的な雰ふん囲い気きのある女だったが、今はそれどころではない。あれでも昼間の彼女は猫ねこを被っていたらしい。

　コンスタンティンは衝しよう撃げきのあまりいつもの男声で喋しやべりそうになって、一度口を噤つぐみ、唾つばで口中を潤うるおした。ゆっくりと、余よ裕ゆうをもって口を開く。

「聞き捨てならないわね……助けてくれた相手をクズ呼ばわり？　それに、わざわざ夜道を歩いたってどういうことかしら？　あなた、このサクスの夜を舐なめてるの？　下手へたをしたら助けが間に合わなくて殺されてたかもしれないのよ？」

「それだけはない」

　女は平然と言い放った。すぐ傍かたわらに控ひかえるもう一人の人物は、昼間も彼女についていた従者だ。腰こしの剣けんはすでに抜ぬき、主より一歩前に出て構えている。ここまで女が強気なのは、彼の剣によほどの信しん頼らいを置いているからだろうか。

「おまえが現れなければ自分でやつらを捕とらえていただけだ。警備隊の手を煩わずらわせはしない」

「そこまでしてあたしにいったい何の用だったの？」

「もう済んだ」

　女は腰に手を当て、並の人間なら啞あ然ぜんとするほどの傲ごう慢まんな、蔑さげすむような目で、【黒い羊ブラツクシープ】を見下ろした。

「【黒い羊ブラツクシープ】など、会ってみればただの怪かい力りき自じ慢まんの娘むすめではないか。修道服など身に纏まとって、神の使者にでもなったつもりか。不ふ埒らちな冒ぼう瀆とく者が。神の秩ちつ序じよに刃は向むかっているのはおまえだぞ」

　コンスタンティンの中で何かが音を立てて壊こわれた。たぶん、我が慢まんとか、忍にん耐たいとか、そういうものを司つかさどる何かが。

「へえ……？」

　呟つぶやく口元には自然と笑えみが浮うかんだ。先さき程ほどの窃盗団が見れば泣いて逃げ出すような、迫力に満ちた笑みだ。腹の中は煮にえくりかえっていたが、頭は自分でも驚おどろくほどに冷静だった。

　おそらくこの女は地位が高く、豊かな家の生まれなのだろう。他人に自分の考えを強しいることに何の躊ちゆう躇ちよもない、そういう人間だ。

　だから、あえてその相手をバカにするような口調で、コンスタンティンは言った。

「秩序ですって？　それって、本当に神様の秩序？　『あなたの』秩序じゃない？」

　きらりと、女の目が光ったように見えた。

　コンスタンティンはなおも続けた。

「あなたは裕ゆう福ふくで、きっと地位も高い。あなたは生まれた時からたくさんのものを持っていた。それなら、できるだけ持って生まれたものを守ろうとする。これまで通りであろうとするものよね。でもこれまでの秩序は悪徳を容よう認にんして続いてきた──だからあたしはそれに刃向かうの。たとえあなたに都合が悪くてもね」

「私が自分の都合でおまえを否定していると言うのか？」

「あら、違ちがった？　確かにあたしはあなたの価値観では動かないしね」

　茶ちや化かすように言い──それでも最後に付け加える。

「でも、困っていることがあるのなら助けてあげる」

「ほう？　私がおまえに助けて欲しいと？」

「だって、わざわざあたしと会うためにこの夜道を歩いていたのでしょう？　あなたは何かあたしにして欲しいことがあったんじゃない？」

　女は黙だまり込んだ。獲え物ものを狙ねらう狼のようにひたすらに真っ直すぐ、【黒い羊ブラツクシープ】を見つめている。その鋭するどい目にはコンスタンティンが予想したような苛いら立だちも狼ろう狽ばいもない。女から見えるのは【黒い羊ブラツクシープ】の口元だけであるはずなのに、コンスタンティンは目の奥を覗のぞき込まれているように感じる。

　不意に女は笑った。

「よかろう」

　凄せい艶えんな笑みだった。美しいがそれ以上に力強く、向けられた者から抵てい抗こうの意思すらを奪うばうような。ぞくりとコンスタンティンの背筋に寒気が走る。色素が薄くて狼のような目だと思ったが、まさしく、女は狼だった。

　血の臭においがする肉にく食しよく獣じゆう──美しいが恐おそろしく、敬けい虔けんな羊の群れをすくみ上がらせる。

　そして女は言ったのだった。

「ヒントをくれてやる。今週に入ってから起こった三件の強ごう盗とう事件には手口以外にも共通点がある。調べてみろ」

「！　何故なぜそんなことを……」

「無論、私は犯人ではない。ただ、多少人より多く情報が入ってくる立場にある。そこからわかったことだ。おまえにも有益であろう？」

「でも、だからってどうしてあたしに知らせるの？　代官や、警備隊じゃなくて、あたしに？」

「おまえの言葉がうわべだけのものではないか、試ためすのだ」

　女は笑みを深くした。その目が細くなり、口角がつり上がり、コンスタンティンは踏ふみとどまろうと腹に力を入れる。そうしなければ、引きずられてその口に飲み込まれてしまうかのような錯さつ覚かくを覚えて。

「この【黒い羊ブラツクシープ】を試すですって？」

「そうだ。おまえの言葉がうわべだけのものではないと言うのなら、それを証明してみせろ。おまえが、本気でこの街の人々を救いたいと思っているのなら。この街の守護者たろうと考えているのなら。自分にその能力があると思っているのなら、な」

　いちいち癇かんに障さわる言い方をして、女はおかしそうに笑う。不意にその眉まゆを上げて、後方の曲がり角を見やる。

「それはそうと、そろそろ潮時ではないか？　夜警が何やら騒さわいでおる。おおかた先の盗人の仲間でもいないかと捜さがして──」

　女が言い終わらないうちに、背後からカンテラの光が差した。覆おおいで角度をつけた光が、真っ直ぐに黒衣の修道女を射抜く。

「【黒い羊ブラツクシープ】!?」

「そら、来た」

　女は夜警の姿を確かく認にんしたあと、【黒い羊ブラツクシープ】の方を見やる。

　だが、その時にはコンスタンティンは地を蹴けって女の横を駆かけ抜けていた。従者とともに残された女はその早はや業わざに瞬まばたきし──おかしそうに、声を上げて笑った。




「あの女……っ！」

　夜警のカンテラから逃のがれるように夜のサクスを駆け抜けながら、コンスタンティンは悪態をついた。

　どんな貴人だか知らないがあんなことを言われて放っておけるわけがない。

【黒い羊ブラツクシープ】はバカにされたのだ。

　それは、まあ、コンスタンティンだって多少はスカッとしたくてやっている部分はある。今夜も一暴れしてレオンに食べられた肉のうさでも晴らそうと思ったものだ。

　だが実際に悪党と対たい峙じする時彼女はいつだって真しん剣けんだし、そうでなければいつ正体がばれたり殴なぐり殺されたりするかわからない。こっちだって命がけでやっているのだ。

　それを。

「何が『試す』だよ……こっちは試されるいわれはないっての！」

　コンスタンティンは考えれば考えるほどイライラしてきて、危あやうく夜警の巡じゆん回かいルートに出そうになった。地上は諦あきらめ、適当な雨あま樋どいや看板を足がかりに屋根に上る。市内の建物は狭せまい土地を活用するためどれも軒のきを接するように建てられており、慣れてしまえば地上より楽に移動できる。

　女は、【黒い羊ブラツクシープ】を試すと言っていた。ヒントを与あたえるから、できるものならやってみろと。

　うまく乗せられている気もしたが、それでもこの状じよう況きようを放っておくわけにはいかない。女の望みだろうとなんだろうと、最近一番サクスを騒がせているのはあの強盗事件で、コンスタンティンも気になってはいたのだ。

「いいさ、やってやるよ！」

　屋根に上がったコンスタンティンは、誰だれが聞いているわけでもないのに鼻息荒あらく宣言した。

　修道服を翻ひるがえして屋根の上を飛ぶように駆ければ、もはや彼女を捕らえられるものはいなかった。
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　夜を迎むかえ、空気は冷え、僅わずかにその湿しつ度どを上げていた。

　夜警たちが騒いでいる。

　レオンは夜の空気を切るように馬を走らせ、大通りに辿たどり着いた。

　この大通りは、城じよう壁へきで囲まれ空間が限られたサクスにあっても、幅はばが広めで、荷車も多少の余よ裕ゆうをもってすれ違うことができる。それでも昼間出されたごみや汚お物ぶつは溝みぞに溜たまり、あるいは道の脇わきに避よけられて夜の間に回収されるのを待っていたから、街につきものの汚お臭しゆうはここにもつきまとっている。

　見れば夜警たちはすでに従者と主人とおぼしき二人組みを囲んでいたが、相手の身分が高そうなことを見て取って、物もの腰ごしは丁てい重ちようで武器も向けてはいない。

　この二人組みが【黒い羊ブラツクシープ】のそばにいるのを、夜警の一人が見たという。

　二人組みの一人は一いつ瞬しゆん貴族の男に見えたが、よく見れば男装の女だ。カンテラの明かりで照らされるその顔を見た時、レオンは頭を抱かかえたくなった。普ふ段だん姿を見せることは少ないし、この男装姿では遠目で顔を見たことがある程度の者ではまず気付かないだろうが、レオンには、一目で相手の正体がわかった。

「何故ここに……」

　女は夜警に囲まれ身分を問われても答えず、つまらなそうな顔で佇たたずむだけだったが、その目がふと彼の姿を捕とらえた。

　狼おおかみを連想させる、理知に溢あふれた灰色の目を面おも白しろそうに細め、女は彼を出で迎むかえるように両りよう腕うでを広げて言った。

「やあ、やあ、レオン。私の善良な牧羊犬シープドツグ」

　どうも、とレオンは気のない返事をした。
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「では、特に変わったことはなかったのだな？」

「その通りです」

　警備隊長のロウと被ひ害がい者しやが話すのを、レオンは椅い子すに腰こしを下ろしてぼんやりと聞いていた。

　そこは、一昨日おとといの夜強盗の被ひ害がいに遭あった家だった。

　レオンらは犯人逮たい捕ほのために、被害者たちからもう一度、押し入られた日や、その前日に、不ふ審しんなものを見たり、聞いたりはしなかったかと訊ききに来たのだ。一連の連続強盗事件での被害はかなりの額に上っており、夏げ至し祭で商人も多く集まる中での強盗などサクスの威い信しんにかけてこれ以上許すことはできず、レオン自ら現場に出ていた。

　羊毛商であるその家の主は、商談にも使う一階の執しつ務む室にレオンらを通していた。

　家の主は老いて髪かみも白くなっていたが、かくしゃくとして、小さな机を挟はさんで椅子に背を伸のばして座っていた。

「この一週間に出入りした業者を教えて欲しい。普段取り引きをしない人間と会ったりは？」

　レオンが相変わらずぼんやりと、しかし主の目を見てそう言うと、主は唸うなるような溜ため息いきを漏もらした。

「ありませんな……出入りの業者については調べて一覧を作っておきましょう」

　レオンはロウと目線を交かわし、椅子から立ち上がった。

　その時、扉とびらの向こうからばたばたという足音が聞こえてきた。

　主はそれに気付くと、立ち上がり、自分で扉を開け、廊ろう下かに向かって低い声で怒ど鳴なった。

「これ、お客様だ！　静かにせんか！」

「お爺じい様さま！」

　幼い子どもの声が聞こえてくる。主の孫だろう。主には息子むすこがおり、そろそろその息子に任せて自分は引退しようかと考えているという話だった……ただ、息子は少々道楽が過ぎ、主としてはまだ不安があるらしい。

　そういった家庭の事情をざっと思い起こし、レオンは主に声をかけようと口を開いた。

「お話し中に申し訳ありません、マスター・ジョン」

　だが、そう言ったのは、彼ではなく、扉の向こうから現れた人物だった。

　鮮あざやかな赤毛に、白い肌はだ。大きすぎるほどの緑の目が、小さな窓から入る明かりに煌きらめいて、訝いぶかしげな様子の主を見つめる。

「コンスタンティン」

　驚おどろくレオンがそう呼ぶと、主の孫まご娘むすめとともに現れた赤毛の助祭は、レオンの方を見て挨あい拶さつ代わりに微笑ほほえんだ。

　コンスタンティンは、祖父に[image: ]しかられるかと怯おびえる女の子の肩かたを抱だき、励はげますようにその肩を叩たたいて言った。

「お孫さんが、代官にお話ししたいことがあるそうですよ」




　少女はマリーという名で、まだ六歳になったばかりだった。

　マリーは椅子に座らされて促うながされると、最初はおずおずと、だがすぐに顔を上げて、はきはきとしゃべり出した。

「だってね、ルーだけずるいのよ。お父様から綺き麗れいな指輪をいただいて。私は何もないの！」

　彼女の祖父であるジョンは、たしなめるように言った。

「それはおまえがまだ六歳だからだろう。ルーはもう十四だ」

「でも、お爺じい様」

「マリー、代官様にお話とはなんだね。お忙いそがしい中おまえの話を聞いてくれるのだから、きちんとお話しするのだ」

「あ、はい……お父様はルーに指輪をあげたんだけど、そのちょっと前に、知らない人がおうちにやってきたの。その人たちは宝石屋さんで、ルーの指輪もその人たちから買ったみたいなの。その時、私、廊下でお父様と宝石屋さんのお話を聞いていたの……宝石屋さんだっていうのは最初に挨拶した時に聞こえていたから、もしかしたら、私にも何か買ってもらえるかもって思って……」

「知らない人たち？」

　少女の向かいに座るレオンが確かく認にんした。

「そうです、代官様。その後、お父様は部屋を出て、金庫のある部屋に行ったんですけど……」

　少女の隣となりに立っていた主が息を吞のむのが、コンスタンティンにも聞こえた。事情が吞み込めたのだろう。

　レオンはさらに少女に先を促した。

「それで？」

「私が隠かくれて見ていたら、宝石屋さんの一人が、そっと部屋から出て、お父様の後をつけていったんです。最初はお父様に用事があるのかなって思ったんですけど、声をかけようとしなくて。それで、お父様が金庫のある部屋に入るのを見届けると、またそうっと、案内された部屋に戻もどって行きました」

「あのバカが……！」

　ジョンの口から押し殺した怒いかりの声が漏れた。

　マリーはちょっと不安そうな目で祖父を見上げた。

「お爺様、お父様のこと、[image: ]るの？」

　ジョンは、その問いには答えず、マリーを詰きつ問もんした。

「マリー、おまえもどうしてすぐに言わなかったんだ。怪あやしいものを見かけなかったかと尋たずねただろう」

　マリーがしょんぼりと肩を落とした。

「だって、また何かやらかしたら、いっそう店を手に入れるのが遅おそくなるって、お父様が話してるの聞いたことあるもの……」

「おまえはそんなことを気にせんでいい！　とにかく、代官、今から息子を連れて参りますので、少しの間お待ちください。マリー、おまえもおいで。お父さんはどこだ？」

　老人と少女は部屋を出た。

　レオンは呆あきれ顔で椅子に深く腰かけ、肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをつく。

「いったいどういうことだ、コンスタンティン？」

　問われて、コンスタンティンは苦く笑しようした。

「あの子が言った通りですよ。家の使用人たちも、あの主の息子に口止めされてたんでしょう。自分が怪しげな人物を屋や敷しきに入れた、しかも勝手に金庫を開けて中の金で装そう飾しよく品を買ったなんてばれたら、あの子の言う通り店を継つぐのは随ずい分ぶん先延ばしになるはずです。彼としては、なんとしても秘密にしておきたかったのでしょう」

「そうじゃない。おまえがどうしてここにいるのか、だ」

　レオンの問いは鋭するどい。顔つきはまだ普ふ段だんの落ち着いた、眠ねむそうな表情を保っていたが、青い目に宿る光は真しん剣けんだった。

　コンスタンティンは事実を織り交ぜて語った。

「僕、ここの徒弟と友達なんです。休みをもらえるって聞いてたから、遊ぼうと思って誘さそいに来ただけです。で、マリーと会ったんですよ。マリーは台所でしょっちゅうおやつをもらってたらしくて、使用人や徒弟たちとも親しいんです」

　遊びの誘いに来た……というのは正確ではない。コンスタンティンは最初から徒弟たちの話を聞くのが目的だった。レオンも勿もち論ろん部下を使って彼らから話を聞いているだろうが、兵士よりは助祭の方が話しやすい事こと柄がらもあるものだ。徒弟たちではなくマリーの口から言ってもらうことにしたのは、口を割った徒弟たちが主の息子から責められないようにという配はい慮りよだ。

　レオンは一応納なつ得とくした様子だった。少し黙だまり、考え込む様子を見せてから、口を開く。

「強ごう盗とうに遭あう前に装飾品を買った人間は今回の被害者だけじゃない。一件目もだ。二件目も、人相を伝えれば共通する業者が出てくるかもしれん」

「じゃあ、その売り手が……」

　業者として屋内に入り込み、家主の動きを観察して金庫の位置や屋内の間取りを確認した。考えられる話だ。もしも出入りした業者が名前や売り物を変えていたとしても、人相は一いつ致ちする。

　コンスタンティンは昨夜の女の言葉を思い出していた。




『今週に入ってから起こった三件の強盗事件には手口以外にも共通点がある。調べてみろ』




　あの言葉は、正しくコンスタンティンを導いてくれているらしい。勿論、だからといって彼女から受けた暴言を忘れたわけではなく、コンスタンティンの腹には色々と渦うず巻まいているものがあるのだが。

「コンスタンティン」

　密ひそかに闘とう志しを燃やしていたコンスタンティンに、レオンが声をかけた。

「もういいぞ。ここから先は俺の仕事だ。今日はありがたかったが、もう帰れ」

　教会は世せ俗ぞくの事件に関かかわらないし、コンスタンティンがここにこれ以上いる理由はない。コンスタンティン個人としては、できれば、もう少し残って話を聞いていきたいところだが……

「怪しい人の人相がわかるなら、僕も教えて欲しいかなと思ったんですけど。うちの教会だって注意しないといけないですから。一応銀器とかあるんですし」

「じゃあ、人相が共通してたら、後で教えてやるよ」

　その時、傍かたわらに控ひかえていたロウが、無言で扉を開けた。出て行けということだ。

　ここまでされると、さすがに腰こしを上げざるを得ない。

「……わかりましたよ。ナインス隊長、わざわざありがとうございます」

　立ち上がって不満そうに礼を言ったコンスタンティンを、ロウは口の端はしだけで笑った。

　ロウは容よう貌ぼう自体は平へい凡ぼんな男なのだが、このサクスで長年警備隊を率い、腐ふ敗はいや悪事と戦ってきた経験のためか、厳しい独特の雰ふん囲い気きがあり、今の皮肉めいた笑えみからもほの暗い魅み力りよくが感じられた。これで意外と面めん倒どう見みが良いので、兵士たちからは慕したわれているらしい。

　部屋を追い出されてしまうと他ほかにこの屋敷でできそうなこともなく、コンスタンティンは廊ろう下かを通用口へ向かって歩き出した。

「まあ、とりあえず外でレオン待ってようっと。君も……」

　呟つぶやいて、はたと口を噤つぐむ。

　自分の足あし下もとを見下ろしても、いつもそこにまとわりつく猫ねこの姿はない。

　そういえば、昨日から見ていない。祭り見物の時にはぐれて以来、あの猫は彼女の前に姿を見せなくなったのだ。

　別れ際ぎわの猫の様子を思い出し、コンスタンティンは背筋が寒くなってくる。

「…………絶対、なんかたくらんでるな」

　とはいえ、猫以外にもネズミやミミズクに化けられる彼のことだ、捜さがしたところで見つかるわけがない。

　コンスタンティンは色々なものを諦あきらめ、現実を受け入れつつ屋敷の外に出た。




　コンスタンティンは勝手口を通り、木戸を潜くぐって小路に出た。奥の家の壁かべとこちらの木の塀へいに挟はさまれた狭せまい小路だ。

　人がすれ違ちがうのもやっとというその小路に、人ひと影かげがあった。

　木の塀にもたれるようにして空を見るその横顔に、コンスタンティンは覚えがあった。

「あ。バートだっけ？」

　ぼんやりしていたらしいバートは、コンスタンティンを振ふり返って、目を瞠みはった。すぐにその顔に人なつこそうな笑みを浮うかべる。

「やあ！　コンスタンティンじゃないか。ほんとにまた会えたね」

「びっくりした。どうしてここに？」

「仕事だよ」

　バートは屋敷の方を見て、肩かたを竦すくめた。

「小こ遣づかい稼かせぎさ。警備隊は今かなり忙いそがしいみたいで、人手が足らないんだ。俺はそれをちょっと手伝って、駄だ賃ちんをもらってるってわけ。あちこち話を聞きに行ったり、伝言や、お遣つかい頼たのまれたりね」

　確かにレオンもこの時期は毎年忙しそうだったので、コンスタンティンはすぐに納得した。逆に、バートが不思議そうにコンスタンティンに尋ねてきた。

「そっちこそ、この屋敷に何の用があったの？　教区？」

「ううん。ちょっと知り合いがいたから、遊びに誘いに来ただけ」

「遊びに？　そういえば、昨日もお祭り見物だった？」

「う……まあね」

　考えてみれば、バートとはコンスタンティンが遊び歩いている時しか会っていない。コンスタンティン自身が捜そう査さのつもりでも、端はたから見れば遊んでいるのと同じだ。

　案の定、バートはおかしそうに目で笑った。

「コンスタンティンは結構不ふ真ま面じ目めな方なんだね」

「…………反論はできないかな」

　渋じゆう面めんで肯こう定ていするコンスタンティンを見て、バートは俯うつむき、肩を震ふるわせる。

　しばらくは我が慢まんしていたが、ついに声を上げて笑ってしまう。青年らしい、明るく澄すんだ笑い声だ。

「ふふ、はははっ、コンスタンティンはほんと善い人だよね。正直だなあ」

「いや……そうかなあ」

「そうだよ、俺はわかるんだって言っただろ。この街じゃ貴重だよね。警備隊だって、あんな賄わい賂ろが横行してるってのに。聖職者も似たようなやつらばっかりだと思ってたよ。女によ犯ぼんを犯おかしたり、あこぎに儲もうけてたりさ」

　聖職者も色々な者がいる。聖ブリジット教会の前任の司祭も、それはなかなかひどい人物だった……その後でやってきたユリエルがああいう人なので、教区民はホッとしているというか、むしろ驚おどろいているくらいだ。若いが、それはもう真面目な人物なので。

　それより今は、警備隊の話が気になった。

　警備隊を手伝って小遣い稼ぎをするというバートが言うのだから、やはり隊内の腐敗は根深いものがあるのだろう。

「警備隊の立て直しは大変そうだなあ……」

「立て直し？」

　不思議そうにバートが聞き返してきた。

「うん。サー・レオンが大変だろうなって」

「ああ……代官か。あの人、怖こわくて俺苦手だな」

　意外な言葉だった。

　普ふ通つう、レオンが怖い、というのはあまり聞かない。他所よその代官の話は噂うわさに聞くくらいだが、彼のような気さくな人物が代官であるというのは稀まれだ。

「怖いかな？」

「怖いよ。だって俺、あの人が悪党斬きったの見たことあるし。遠くからだけど」

　ぱちくりと、コンスタンティンは瞬まばたきをした。

　ゆっくり、一度、二度。その間に、頭の中で、バートの言葉を考える。

　悪党を斬った……レオンが？

　コンスタンティンは、レオンが腰の剣けんを抜ぬいたところをほとんど見たことがなかった。

　いや、だが、そういうこともあるかもしれない。何しろ、レオンは代官なのだ。罪人に抵てい抗こうされて刃は物ものを持ち出されたら、やはり剣で対たい抗こうしなければならないだろう。

「それは、でも、武装した悪党だったんだろ？」

「まあね」

「ちなみに、いつ？」

「三年前」

　レオンが代官として着任して間もなくだ。その頃ころコンスタンティンは十三歳、あちこちで暴れて、レオンに散々迷めい惑わくをかけていた。

　コンスタンティンの興味を察したのか、バートは聞かれないうちから、空を見上げてぽつぽつと語り出した。

「俺の友達、サクスで強ごう盗とうに遭あって殺されたんだ。その強盗を、代官が殺した。それを見てたんだ。俺、どうしても犯人が気になって、兵士たちの後つけていったら、偶ぐう然ぜんね」

「え……」

　思いがけない話になった。コンスタンティンはバートの顔をまじまじと見てしまった。

　バートはぼんやりとして、物思いにふけっているようだった。

「代官は善い人だね。でも、悪党をすごく強く憎にくんでる。それは街を本当に大事に思っているからだ。彼は悪党を斬り殺せる人なんだ。それは勿もち論ろん悪いことじゃない。そうだろう？　苛か烈れつさは、上に立つ者なら必要な美徳さ」

　そこまではコンスタンティンも驚きながらも落ち着いて聞いていた。

　だが、その次にバートの口から出た言葉には、思わず息を吞のんだ。

「俺、【黒い羊シスター・ブラツクシープ】は嫌きらいだな」

「!?」

　日常生活で、【黒い羊ブラツクシープ】の噂うわさ話ばなしを聞かされることはよくある。毎日のように聞かされるので、最初は正直ドキドキしていたコンスタンティンも、今では慣れっこになってしまった。

　だが、この話の流れで【黒い羊ブラツクシープ】の名前が出てくる理由がわからない。

　バートはコンスタンティンの動どう揺ようには気付いていない様子で、空を見上げたまま言った。

「だって彼女は人を殺していないだろ。悪党を斬る覚かく悟ごが彼女にはないんじゃないかな。あのね、本当に悪いやつらってのは、捕つかまえてもダメなんだ。だって改心なんてしないんだもの。後こう悔かいも、贖しよく罪ざいの気持ちも、何も持たない。どうやったって無む駄ださ。それなら斬るしかない。だから、怖いけど、俺は代官の方が好きだな。あの人は剣を持つ人だから、最後にはそうするしかないってことも知ってる。殺すしかないってこと……」

　コンスタンティンは咄とつ嗟さに言葉が出てこなかった。

　しかし、考えてみれば、バートは彼の話によると友人を強盗の被ひ害がいに遭って失っているのだ。それなら悪党を憎み、今のような発言に至るのもわかる気がする。

　悪党を斬る覚悟──コンスタンティンは、罪人だろうと、今まで相手を殺さないよう気を付けて力を振るっていた。乱暴者を捕まえる時に傷つけることはあっても、命に関かかわるケガを負わせたことはない。悪あく魔まから与あたえられた力を自由に振るって人の命を奪うばえば、悪魔と変わりなくなってしまうように思えたし、何より彼女自身人の命を奪うことには抵抗があった。

　だから、確かに、彼女には覚悟がない、とも言える。

　とはいえ、コンスタンティン自身は、別にそれでいいと思っている。

「そりゃ、どうしようもない悪党ってのは僕も見てきたけどね。そういう人間でも、裁判を受ける権利はあるよ。サー・レオンだって、抵抗されたから斬ったんだろ？　そうじゃなくいきなり殺したら、処しよ刑けいと変わらない。ただの私し刑けいだよ……って思うのは、まあ、僕が教会の人間だからかもしれないけど」

「コンスタンティンは善い人だから」

　またその言い回しをバートは使った。

　自分を到とう底てい善人とは思えないコンスタンティンは、いい加減面めん倒どう臭くさくなって眉まゆを顰ひそめた。

「あのさ。僕、君が言うほど善い人ってわけじゃないと思うよ？」

「コンスタンティンは、今話した俺の友達に似てるんだ。だから、コンスタンティンは善い人だよ。善い人は好きだよ、一いつ緒しよにいて心ここ地ち良いから」

　故人に似ているとまで言われては、頭から否定もできない。死者は美化されるもので、美化された思い出に対して何を言ったところで無駄だ。

「でも、コンスタンティンが偉えらい人じゃなくて良かった」

　バートは嬉うれしそうな目でコンスタンティンを見て言った。

「だって、善い人が主人だったりすると辛つらいもんね。仕えることを幸せに感じるようになったら、おしまいだよ」

　……何か、また話が飛んだ気がする。

　だが、バートの中では普通に繫つながっているらしく、彼は特に説明もしなかった。

　バートはそれまで背中をつけていた塀へいから身体からだを起こし、コンスタンティンに向かってひらひらと手を振ふった。

「俺、やっぱり帰るね。今日はもう仕事ないみたいだし。また会おう、コンスタンティン。今度、一緒にお祭り見物もしてみたいね」

「うん……」

　じゃあね、と言って、曲がり角ぎりぎりまで手を振りながら歩く彼を見送り、コンスタンティンは腑ふに落ちないような、もやもやしたものを感じていた。

　仕えることを幸せに感じるようになったらおしまい──バートの言葉は、毎回ちょっとわかりにくいというか、ひねくれている気がする。コンスタンティンにしてみたら、たとえば仕えるべき司祭がダメ人間であるよりは、善良なユリエルのような人物である方がずっと良い。

「変わった子だなあ……」

　青年が消えた曲がり角を見つめ、コンスタンティンはひとりごちた。




　果たして、『見慣れない業者』の人相は一いつ致ちしていた。

　二人組みで、一件目の両りよう替がえ商しようの家には金のバックル、二件目の騎き士しの家には大陸の方から持ってきたという毛皮、三件目の羊毛商の家には七しつ宝ぽうのはまった銀の指輪と銀製の燭しよく台だいを売っていた。

「へー、次の被ひ害がい者しやの目星ついたんだ」

　顔見知りの兵士に、コンスタンティンは興味があるような、しかしさほどでもないような口ぶりで相あい槌づちを打った。

　普ふ段だんは門番をしているが、今日はあちこちの家に聞き込みに行かされたという兵士は、兜かぶとを取って小こ脇わきに抱かかえ、頭ず巾きんも下ろし、ケープの首周りに指を入れ、少しでも空気を入れようとしていた。

「ああ、人相書きのやつから革手て袋ぶくろを買ったってな。そら、あの代書屋橋のたもとの……」

「金細工師の家？　あ、これあげるよ」

　コンスタンティンは自分用に買っていたエールのカップを彼に渡わたした。

　兵士はそれを受け取ると、うまそうに口をつけて啜すすった。汗あせばんだ喉のどが、ごく、ごく、とエールを飲み干していく。

「お疲つかれ様」

「おう。おまえんとこも、気を付けろよ。変なやつ来たり、姿を見たって話があったら、すぐ報しらせに来いよ」

「うん、ありがとう」

　コンスタンティンは礼を言うと彼と別れた。

　そこはひつじ通りと城門前通りとがぶつかるサクス最大の広場で、コンスタンティンは仕事を終え詰つめ所に戻もどる前の兵士を見つけて声をかけたのだ。

　この季節ゆえに日はまだかなり高かったが、定刻の勤めがあるコンスタンティンは教会に急いだ。聖ブリジット教会の板いた葺ぶきの屋根は今年に入ってから塗ぬり直されて、陽光の中でその切妻が青く輝かがやいている。正面の扉とびらを開け、コンスタンティンは礼拝堂に飛び込んだ。

「ファーザー、遅おくれてすみません！」

　すでに主祭さい壇だんの前に蠟ろう燭そくを灯ともし、祈き禱とうの準備をしていたユリエルは、コンスタンティンを振り返って言った。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、これから始めるところです……あの」

「はい？」

　彼女が小首を傾かしげて言葉を待っていると、彼はもごもごと口を動かした。

「あのう、猫ねこ君は……昨日から、姿を見ませんが」

「ああ、また家出でしょう。この間も十日かそこらいなくなったりしてたじゃないですか。おなか減ったら帰ってきます、自分で餌えさも獲とれないんだし」

「しかし……もしかして、その、私のせいではないかと……」

　はあ？　とコンスタンティンは聞き返した。

　ユリエルは、至って真しん剣けんな顔で語った。

「私が、猫君の頭を無む理り矢や理り撫なでたりしたから、怒おこって出て行ってしまったのではないでしょうか!?」

「…………」

　コンスタンティンは一いつ瞬しゆん返答に詰つまった。なんのことかわからなかったのだ。

　だが、思い出してみれば、確かにユリエルが猫の頭を撫でるのに成功した昨日から、猫は姿を消したのだった……勿もち論ろん、コンスタンティンは猫が消えたのが、ユリエルに頭を撫でられたせいではないと知っているが。

「たぶん、違ちがうと思いますよ」

「しかし！　もしかしたら、またどこかの犬に追いかけ回されていたり、子どもに尻尾しつぽを摑つかまれていたりするかもしれません！　私はそう思うと心配で……！」

　そんなことがあったのか……

　猫（中身は悪魔）が犬に追いかけ回されたり、子どもに尻尾を摑まれて逆さづりにされたりしている様子を思い浮うかべ、コンスタンティンはげんなりした。

　もしもあの猫が犬にかみ殺されたりしたら、指輪を通してコンスタンティンに彼の魔ま力りよくが流れ込み、その反動で彼女も死んでしまうかもしれないのだ。そんな死に方は勘かん弁べんして欲しい。

　コンスタンティンは溜ため息いきを一つ吐はき出し、『猫を捜さがさない』というこれまでの考えを改めることにした。

「……ファーザーはよくあの猫を観察してますね。何か、あの猫の行きそうな場所に心当たりありませんか？」

「えっ、コンスタンティン助祭こそ、心当たりはないのですか？」

　コンスタンティンは肩かたを竦すくめてできるだけ事実に近い答えを返した。

「僕は、あんまり……あの猫は、別に僕の飼かい猫ってわけじゃないですし。ちょっと、居着いているから餌をあげてるだけです。餌も自力で獲れないみたいで、死なれるのも嫌いやなので」

「でも、猫君は、コンスタンティン助祭のことがとても好きですよ」

「────？」

　コンスタンティンは、眉を顰めた。

「あの猫は、別に──そう見えるだけですよ、餌欲ほしさにいつも僕にへばりついているから」

「でもおなかいっぱいの時もコンスタンティン助祭のそばにいますよ。コンスタンティン助祭のそばが、一番安心できるみたいに、幸せそうな顔をして」

　それは、だから腹がくちているからではなかろうか。

　コンスタンティンはなんと反論すべきか言葉を探した。いや、別に無理に反論する必要はないのかもしれない。何しろ、あの猫、悪あく魔まにとって、コンスタンティンは妻らしいのだ。それなら、彼がコンスタンティンに好意を抱いだくのは自然なことで……

　いや、いや、待て、違う！

　コンスタンティンはユリエルが見ているのも忘れて、ぶんぶんと頭を振った。

　違う。あの猫はコンスタンティンに指輪をはめて無理矢理婚こん姻いんの契ちぎりを結むすんだ。愛していると何度も口にしているが、実際には赤ん坊ぼうだった彼女の容姿を見て、『愛すると決めた』だけだ。そんなものが愛であってたまるか。あれは断じて愛ではない。好意でもない。何故なぜなら彼はコンスタンティンを束そく縛ばくし、まるで物のように扱あつかって、彼女がその屈くつ辱じよくに震ふるえるのを喜ぶのだ。あれが好意を抱く相手にすることか。そんなわけがない！

「違います！」

　コンスタンティンは、気が付いた時には、ユリエルを睨にらみつけ、そう叫さけんでいた。

　ユリエルは、きょとんとしている。その顔を見て、コンスタンティンも我に返った。

「あ、す、すみません、その……」

「コンスタンティン助祭は、猫君が嫌きらいなのですか？」

　勿論、嫌いだ。

　だが、嫌いなら、どうして餌までやっているのか、と訊きかれてしまう。コンスタンティンは一いつ瞬しゆん嫌いではないと言おうかと思ったが、ユリエルの目を見ると、噓うそを吐つこうという思いは萎しぼんでしまった。

　だから、彼女は俯うつむいて、呟つぶやくように答えた。

「……嫌いです」

「どうしてですか？」

「どうしてもです」

　彼女が悪魔を嫌いな理由ははっきりしている。悪魔が彼女の意思を無視して妻として地じ獄ごくへ連れ去ろうとしたからだし、彼女が知り合った少年をその魔力でたぶらかし、殺人の罪を犯おかさせようとしたからだ。そんな相手を好きになれるわけがない。

　妻と夫と言っても、あの悪魔とコンスタンティンの間には愛も好意も一ひと欠片かけらもない。

　勿論、そんなことは言えないが。

「それでも、猫君のことを心配して、捜しに行こうとしているのですね」

「……それは」

　それは悪魔とコンスタンティンの命が繫つながっているからだ。悪魔が死ねば、コンスタンティンも死ぬかもしれない。

　肝かん心じんなことを何も言おうとしないコンスタンティンに呆あきれたのか、ユリエルはふっと苦く笑しようを漏もらした。腕うでを上げ、彼女の頭にその手を乗せる。

　頭を撫でられた。彼の撫で方は、先々代の司祭であるアンガスよりも、少し優やさしい。

「猫君は、前にパン屋の娘むすめさんからも餌をもらっていました。もしかしたらそちらにお邪じや魔ましてるかもしれません。お祈いのりの後で一いつ緒しよに行きましょう」

「ファーザー……」

　鼻先に、ユリエルの僧そう衣いの胸むな元もとがある。コンスタンティンはアンガスの僧衣を思い出し、その腹に抱きついていた子ども時代を思い出した。懐なつかしさを堪こらえるため、目を閉じ、一度深呼吸をし──

　呆れた表情を作って、ユリエルを見上げた。

「結構です。僕はファーザーのお仕事を補ほ佐さするためにいるんです。甘やかされるためではありません。あの猫のことはいいですよ。僕が捜しておきます。見つからなかったら、よそで餌をくれる人ができただけでしょう。ファーザーがお気になさることはないんです」

　コンスタンティンは頭に置かれていた彼の手を取ると、それを押しのけた。

　抵てい抗こうするように、ユリエルは彼女の手を握にぎった。

「でも、コンスタンティン助祭はもう少し甘やかされてもいいと思います」

「ファーザーは誰だれのことでも甘やかしますから。あの猫だってファーザーのこと舐なめきってますよ？」

「う……いえ、それでもですね」

「ダメです」

　ユリエルは諦あきらめたように嘆たん息そくした。

「わかりました。ただ私は、あなたが人を助けるように、私にもあなたを助けさせて欲しいと思っただけなのです。あなたはなんでも一人でやってしまいますから、難しいかもしれませんが……頼たよりなく思えても、私はこの教会の司祭です。一番身近で私を助け、支えてくれるコンスタンティン助祭の力になれなくて、どうして教区の人たちの力になれるでしょう。猫君を捜すことでも、なんでも、あなたの力になれることなら、私は喜んでしますよ……覚えておいてくださいね。困ったことがあった時は」

　ユリエルが心底からそう思って言っているのは、コンスタンティンにもわかっていた。

　コンスタンティンは悪あく魔ま祓ばらい師である彼との距きよ離りを保っていたくていつでも一歩引こうとするのだが、彼はそのたびに逆に踏ふみ込んでくる。時々、彼に全部ぶちまけたい衝しよう動どうに駆かられる。悪魔のこと、自分の指にはめられた指輪のこと、そのために【黒い羊シスター・ブラツクシープ】として夜ごとサクスを駆け回っていること……言ってしまっても、彼ならば何らかの手を打とうとしてくれるのではないか、そんな気がしてくる。

　だが、コンスタンティンは俯き、目を閉じ、その日も喉のど元もとまでせり上がってきた言葉を飲み込んだ。

　ユリエルは善良な人間だが、悪魔には容よう赦しやがない。悪魔のことを知れば、どのような手に出るかわからないし、コンスタンティンを大事に思ってくれているからこそ、苦く悩のうもするだろう。

　何もかも打ち明けて楽になるのは自分だけなのだ。

　目を開け、顔を上げ、できる限りの笑えみをユリエルに見せる。

「ありがとうございます、ファーザー。僕はおかげさまで元気でやってますよ」

　大だい丈じよう夫ぶだから、そんなに構わなくていいですよ。

　そういう想おもいが伝わるようにと、精せい一いつ杯ぱいの笑みで。

　しかし、ユリエルは余計に不安そうな顔をしただけだった。

　それなりに笑顔を作れたと思っていたコンスタンティンは、彼の態度にちょっと動どう揺ようする。

「ほ、ほんとに大丈夫ですからね？」

「いつか、」

　幾いくらか気落ちした様子の彼は、彼女の頭に手を置いて、寂さびしそうな顔でその髪かみを撫なでた。

「あなたに甘えてもらいたいものですね」

　──コンスタンティンの笑顔が強がりでしかないことに、ユリエルは気付いているのだ。

　赤毛を滑すべり落ちた指が頰ほおに触ふれ、革かわの手て袋ぶくろの冷たい感かん触しよくにコンスタンティンは一度だけ震えた。そして──

「おっとユリエル様、虻あぶが」

　背後から聞こえたその声が、何もかもぶちこわした。

　コンスタンティンは後頭部に蹴けりを食くらって、ユリエルとの僅わずかに開いていた距離を一気に詰つめ、彼の胸元にどすっと顔面から埋うまった。結構な勢いがついていたと思うのだが、ユリエルはコンスタンティンをしっかりと受け止めた。

「コンスタンティン助祭!?　だ、大丈夫ですかっ？　ニコラス、あなたなんてことを毎回毎回……っ！」

「不ふ肖しようニコラス、害虫駆く除じよに参りました」

　コンスタンティンの耳に、ユリエルと、音もなく現れて蹴りを放った男の声が同時に聞こえる。

　後頭部を押さえて、コンスタンティンはユリエルの胸元から顔を離はなし、ゆっくりと振ふり返った。背後には、たった今彼女の後頭部に蹴りを食らわしてくれた男──マントを羽織りフードを目ま深ぶかに被かぶったニコラスが、無表情に立っていた。

　ニコラスは、ユリエルの部下というか……悪魔祓いにおける助力者だ。

　なのだが、どうも、コンスタンティンは彼から一方的に嫌われているらしい。

　ニコラスはコンスタンティンを睥へい睨げいし、芝しば居いがかった大おお仰ぎような仕草で眉まゆを上げた。

「おおっと。虻にしては大きいと思ったら人間だったか。それはそうとさっさとユリエル様から離れろ汚けがらわしい虻以下のケダモノ聖職者め。貴様は猫ねこのノミとでも抱だき合ってろ」

「……あんたが押しつけたも同然だろーが」

　コンスタンティンはそう言いながらも、おとなしくユリエルから離れた。

　ユリエルの仕事の都合上コンスタンティンもニコラスとは何度か顔を合わせているが、初対面からずっとこの調子だ。彼は何が憎にくいのかわからないが、コンスタンティンには常に敵対的な態度を貫つらぬき、そのたびにユリエルからたしなめられている。

「なんであんたそんなに僕のこと目の敵にしてるの？」

「はっ、貴様など人として扱あつかうのもはばかられるわ。それを目の敵になどするものか」

「ニコラス！」

　いつも通りユリエルの[image: ]しつ咤たが飛ぶ。

　そしていつも通り、ニコラスはユリエルを見向きもしなかった。

「ユリエル様は黙だまっていてください。……おい不良助祭、そもそも貴様はユリエル様にお仕えするという心構えがまったくできていない。教養もありそうな顔をしていない。とんでもないアホ面づらだ。それで俺が貴様を受け入れられると思う方が傲ごう岸がん不ふ遜そんというものだ」

「あんた、受け入れられない相手には常にこの態度なのか!?」

　さすがにぎょっとしてコンスタンティンは尋たずねた。

　ニコラスは涼すずしい顔で鼻を鳴らした。

「ふん。当たり前だ。中でも貴様はユリエル様のそば近くにいる。正直言って俺には目め障ざわりだ。おおかたおまえもラテン語の読めない農のう奴ど階級出身の似非えせ聖職者の類たぐいだろう」

　正直も何も、ニコラスはコンスタンティンの前で正直な態度しか取ってない気がする。これ以上の正直さがこの世にあるなんて、コンスタンティンには信じられない。

　だが、今の言葉の後半は、コンスタンティンも癇かんに障さわった。

「どこの出だろうと、ミサを立てられれば関係ないよ」

　農奴とは自由民とは違って移動の自由を持たず、領主に重い賦ふ役えきを課せられ、地代や税を払う義務を負い、荘しよう園えんで働く者たちだ。彼らは領主に隷属しているのだ。逃とう亡ぼうした農奴は一定期間都市で過ごせば都市法によって農奴の身分から解放されることになっている。

　ニコラスが言うように、ラテン語の教養がない農奴出身の聖職者もいるが、彼らは彼らなりに教区の人々を導いているものだし、それでうまくいっているのならいいだろうとコンスタンティンは思う。ちなみにコンスタンティン自身も出自は農奴だ。

　ユリエルも問題に感じたのか、いつになくきつい調子でニコラスを[image: ]しかった。

「ニコラス。信しん仰こうに身分や階級は関係ありません。コンスタンティン助祭は勤勉で、ラテン語にも堪たん能のうです。そのような言い方で、人を貶おとしめようとするのはあなた自身のためにもなりませんよ」

「それは失礼を」

　ニコラスは横おう柄へいな態度を貫いて、形ばかりの謝罪を口にした。まあ、ニコラスにしてみたら農奴であろうがなかろうが関係なく、ユリエルに近づく人間は等しく敵なのだろう。

　コンスタンティンは呆あきれ、怒いかりも薄うすれてニコラスに尋ねた。

「ファーザーに対して過保護すぎない？　ニコラスって」

「保護というのは守り慈いつくしむということだ。俺はユリエル様を守り慈しんできた覚えはない。ユリエル様が崖がけにしがみついていたら、そのしがみつく指を踏みしだくのが俺の仕事で、趣しゆ味みで、存在意義だ」

「…………ニコラス」

　ユリエルの声がいつもより低い。さすがに怒おこっている。

　コンスタンティンはそれを感じて、そろそろと後あと退ずさった。

　ユリエルはぷるぷる震ふるえる拳こぶしを握りしめ、猛もう然ぜんとニコラスに抗こう議ぎした。

「ニコラス、あなたって人は！　あなた、私を補ほ佐さするためにいるんですよね？　それをどうして、こう、こうなるんですか！」

「これが私なりの補佐なのです」

　ニコラスは揺ゆらがない。ファーザーも可哀かわい想そうに……と思いながら、コンスタンティンは一気に騒さわがしくなった礼拝堂をそっと出た。




[image: ]




　猫はパン屋にいなかった。パン屋の娘むすめからも、昨日以降黒くろ猫ねこを見かけたという話は聞き出せなかった。

「どら猫め。どこほっつき歩いてんだよ……」

　コンスタンティンは川かわ縁べりにしゃがみ込み、夜警と酔よっ払ぱらいと客引きをやり過ごして通りに顔を出すタイミングを窺うかがっていた。目当ての通りは土手を上った先にあって、土手には草がぼうぼうに生えていた。

　時刻は深夜だ。コンスタンティンは、兵士から聞いた金細工師の工こう房ぼう兼けん住居を目指していた。

「まあ、レオンもしっかり張ってるだろうし、心配はいらないと思うんだけど」

　あの女の挑ちよう発はつ的な態度を思えば、いっそ自分で盗ぬす人つとたちを捕つかまえたくなるのだが、【黒い羊ブラツクシープ】が下手へたに動くと警備兵を集め、最悪レオンの足を引っ張ることになる。レオンらも警けい戒かいして密ひそかに兵士を配置しているはずなのだから、ここは一いつ旦たんレオンらに任せて、気付かれないよう工房のそばで様子を窺い、兵士たちで盗人を取り押さえられるならよし、問題がありそうならばコンスタンティンが──【黒い羊ブラツクシープ】として──助けに入るのが良いだろう。

　それであの女に『警備隊に先を越こされた』とバカにされようと、知ったことか。要は悪党が捕まれば良いのだ。悪党をぶちのめして善行を積む機会が一つ失われるのは残念だが、それでも動くべき時とそうでない時の違いくらいはわかる。

　──コンスタンティンはハッとして、耳を澄すました。

　声が聞こえた気がしたのだ。ただの声ではなく、悲鳴のような、高く、後を引く──

「助けてええええ！」

　また聞こえた。今度ははっきりと。

　コンスタンティンは草むらから身体からだを起こして駆かけ出した。通りではない。上流の方だ。悪あく魔まによって能力を強化されたコンスタンティンだからこそ聞こえた悲鳴で、通りを巡じゆん回かいしていた夜警に気付いた様子はない。彼女が動くしかない。

　その後も一度聞こえた声を頼たよりに川沿いを進み、やがて本流から逸それ、細いせせらぎを辿たどって広場に行き着いた。

　サクスの中でも最も古い、北東寄りの地区だ。

　石いし畳だたみで囲まれた広場の真ん中には地下水が湧わく小さな泉があり、泉を四角く囲む石組みの南面には、のたうつ水みず蛇へびの紋もん章しようが刻まれていた。古くからある泉で、【練り歩き】の行列もこの前でちょっとした儀ぎ式しきをしていく。

　普ふ段だんは共用の水場であり、憩いこいの場でもあるが、今は小さな人ひと影かげが一つ、蹲うずくまるだけだ。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

　震え、すすり泣くように見える人影に、コンスタンティンはそう声をかけた。

　人影は一ひと際きわ大きく震えると、コンスタンティンの方を振り向いた。

　濡ぬれた目が大きく開かれて【黒い羊ブラツクシープ】の姿を映す──女の顔は泥どろと血で汚よごれ、髪かみもほつれて肩かたに落ち、無む染せん色しよくの毛織りの服は、あちこち破れてひどいありさまだった。まだ、二十歳はたちかそこらだろう。周囲には他ほかに人の気配はない。

「何か、あったの？」

　女は泉の前に蹲って、動こうとしない。

　コンスタンティンは、怯おびえているらしい彼女を安心させるように、できるだけ穏おだやかな声で語りかけた。

「ケガをしているのなら、手当てをさせてくれる？」

「あ……あ、わ、私、逃にげてきて、それで、」

　女がやっと口を開いた。やはり、悲鳴の主だ。どこから逃げてきたのだろう？　もしや、どこかの使用人がひどく痛めつけられて命の危機を感じて逃げたのだろうか。それとも、夜道で暴漢に襲おそわれた？　どちらにしても、こんな夜中に外に出るなんて危険だ。確かにこの辺りは城にも近く、サクスの中では比ひ較かく的てき安全な地域かもしれないが──

　コンスタンティンは女の肩に手を置き、大丈夫、ともう一度言おうとした。

　その時、急に女がコンスタンティンの手首を摑つかんだ。肩に置いた方の手だ。不安ですがっているのだろう、と思って、それでも注意を払はらわなかったのがいけなかった。

　女は、コンスタンティンの手首を引っ張り、彼女の身体を泉の中に落とした。

「!?」

　小さな泉だ。底も浅い。コンスタンティンは上半身だけ水に浸つかった状態で、なんとか身体を起こそうとした。それには自分を押さえつける女の手が邪じや魔まだったが、悪魔の力を与あたえられた彼女の膂りよ力りよくをもってすれば、それを押しのけることくらいは容易たやすい。

　と思ったのだが。

「！　ごぼっ」

　女の力は意外に強く、コンスタンティンは抵てい抗こうするうちに息を吐はき出してしまう。上半身だけ泉に突つっ込まれた状態だったから、体勢もかなり悪かった。

　コンスタンティンは、腕うでを伸のばすと、女の胸むな倉ぐらを摑んで、反対に水の中に引きずり込んだ。お互たがいにもがいたせいでコンスタンティンは上半身どころか全身泉に浸かったが、女がひるむ隙すきに跳はね起き、今度は女の頭を摑み、その顔を正面から睨にらみつけた。

「なんなの、あん──……」

　コンスタンティンの言葉は、尻しりすぼみになった。

　女が何事か呟つぶやいているのだ。

　不思議な抑よく揚ようがあって、歌のようだが、耳慣れない発音だった。

　そして、女は笑っていた。

「……何、して……」

　女の唇くちびるは絶えず音を紡つむぎ出している。美しい赤い唇から不意に色が抜ぬけ、紫むらさきに近くなる。その顔から汚れが消え去り、真しん珠じゆのような、いや、真珠よりも青みがかった肌はだが現れる。金きん髪ぱつは濡れたような黒くろ髪かみとなって、それが月光で僅わずかに青く輝かがやくのだ。

　見知らぬ女は、精せい悍かんさと妖よう艶えんさとを併せ持つ、すらりとした肢し体たいの若い男に変じていた。

「吾わが妻よ」

　そして彼は、いつも彼女にまとわりつくあの猫ねこの声でそう言った。

　コンスタンティンは、怒りに震える唇から、罵ののしりの言葉を押し出した。

「悪魔め、地じ獄ごくへ堕おちろ……！」

　悪魔は彼女の右手を取り、その甲こうに口づけて、嬉うれしそうに言った。

「そなたとともにな」

　直後、青い光が泉から噴ふき出した。

　眩まばゆさに視力を奪うばわれるかと思ったが、その光は優やさしく周囲を照らすだけだ。泉の水ではなく、その底にある何かから光は放たれているようだ。光は水に腰こしまで浸かったコンスタンティンの頰ほおを照らし、さらに悪魔の元から青白い額を照らし、そこにゆらゆらと揺れる水面の影かげを映し出している。

「何、これは……」

「この街の民たみが崇あがめていた力だ」

　悪魔は嬉しそうに微笑ほほえんで語った。

「そなたらの【練り歩き】は古代からの力の湧ゆう出しゆつ点、【力りき場ば】を巡めぐるものだ。定められた経路を辿り、【力場】を巡ることで、大地の力を得ていたのだ。大地の力は豊ほう饒じようの力だ。かつて、【力場】を巡った男女は集団結けつ婚こん式しきに参加することになっていた。集団で【力場】を巡ることで、参加した男女の意識は最終日の結婚式に集中し、【力場】から得た力の一部は微び弱じやくな魅み了りようの力に変へん換かんされた……昂こう揚ようし、魅了された男女は、最終日の婚こん姻いんの日に夫ふう婦ふとして結ばれ、豊饒の力は次世代の……」

「ちょ、ちょっと待て！」

　意味を理解し、コンスタンティンは顔を赤くして悪魔の言葉を遮さえぎった。

「もうわかった！　でも、だからなんなんだ、こんなことして──」

「儀式は変容した。もはや集団結婚式は執とり行われていない。参加者は昂揚した精神をもてあますだけだ」

　だから、と悪魔は言った。コンスタンティンの手を握にぎり、額が触ふれ合わんばかりに距きよ離りを詰つめて。水の中に押し込んだというのに、その髪も肌もまったく濡れていなかった。

「だから、そなたと吾わが輩はいとで、儀式を完かん遂すいするのだ。今こ宵よい、そなたをここに導いたのは、この泉が儀式の起点となるからだ。ここに吾われらの印を刻み込むことによって、古いにしえの儀式を吾らのための儀式に作り替かえたのだ。おお、案ずるな、妻よ。吾輩の魔ま力りよくで力の方向性を操作した。魅了の力は古代の人間どもの儀式よりも明確に発揮される……そなたは吾輩を心から愛し、敬うようになるであろう」

「…………っ、僕がおとなしくそんなものに参加するわけないだろう！」

　コンスタンティンは勢いよく悪魔の胸を押し、突きとばして立ち上がった。

　悪魔は抵抗もせず、ばしゃりと水を撥はね上げて泉に尻しり餅もちをつき、笑った。

「もはや逃のがれられぬ。街中にある【力場】の力は吾らの儀式に向けて高まり、吾輩がそなたと婚姻の儀式を執り行う最終日に、その力は最大となって放たれる。そう、そなたが吾輩の何が気に食わぬのか不思議だったが、結婚式がまだだったのだ。すまないことをしたな」

「そんなわけないだろ、このバカ猫！」

　悪魔は罵られても上じよう機き嫌げんだった。

「今は猫ではないぞ。幸いにして、今宵は星の巡りが良い。それゆえ、これまでこつこつ溜ためてきた魔力を解き放ち、こうして再びこの姿でそなたの前に現れることができたのだ。まったく、こういう時はいつも迷う。地獄の扉とびらを開きそなたを連れ去るための魔力を溜めるか、あの司祭の肉に爪つめを突き立てるために使うか、そなたとの逢おう瀬せのために使うか……ふふ、しかし案ずるな、とりあえず吾輩、今はそなたの愛を勝ち取ることに最も興味がある。祭りの最終日は吾らの結婚式だ」

　祭りの最終日は明日だ。時間はない。

　コンスタンティンは拳こぶしを握り固めた。

「……それなら、祭りの最終日は」

「む？」

　コンスタンティンは、悪あく魔まに向かって突とつ進しんした。真っ直すぐに拳を突き出す。

　悪魔はそれを片手で受け止めた。

　拳と掌てのひらが打ち合わされる、ぱあん、という小気味よい音が響ひびいた。

　間近で睨み合い、コンスタンティンは宣言した。

「ロザリオの首輪を着けて教会の十じゆう字じ架かに縛しばり付けた状態でまるまる一晩過ごさせてやる」

　地獄の底から聞こえてくるような、低く、冷たい声で。

　しかし悪魔は心地良さそうに目を細めた。

「それは楽しみだ……しかし準備は整ったぞ？」

　不意に光が消えた。騒さわぎを聞きつけたのか、広場を囲む家々の何軒けんかからは、人の動く気配がある。人々が顔を出す前に悪魔は一羽わのミミズクになって飛び立ち、残されたコンスタンティンも、舌打ちを一つして泉から飛び出した。

　路地へと逃れるその背中越ごしに、人々の騒ぐ声が聞こえてきた。




「くそう、猫どころか小動物全ぜん般ぱんが大だい嫌きらいになりそうだ！」

　コンスタンティンは毒づきながら夜のサクスを駆かけた。

「こっちだって暇ひまじゃないのに、余計な時間食わせた上に結婚式なんて……！」

　悪魔の儀ぎ式しきとやらも断固阻そ止しするつもりだが、それはそれとして、今夜の強ごう盗とう事件の顚てん末まつが気になっていた。勿もち論ろん、今夜のうちに強盗が現れるとは限らないが……

　したたり落ちる水で路地を濡ぬらしながらも、コンスタンティンはレオンが見張っているはずの金細工師の工こう房ぼうのすぐそばまで辿たどり着いた。

　この先で少し幅はばの広い通りに出れば、工房は目の前にあるはずだ。

　だが。

「！」

　嗅きゆう覚かくを強化された鼻が、ある臭においを嗅かぎ取った。

　──血だ。

　金細工師の工房がある通りには、警備隊のカンテラの明かりが幾いくつも見えたが、躊ちゆう躇ちよしている暇はないとその臭いが告げていた。あるいはすでに遅おそすぎたのかもしれないが。

　通りに出た途と端たん、明かりが一いつ斉せいに彼女の姿を照らし出し、槍やりの穂ほ先さきが向けられ、コンスタンティンは弾はじかれたように立ち止まった。

　立ち止まったのは明かりのせいでも、槍のせいでもない。

　金細工師の工房は、漆しつ喰くい塗ぬりの白い壁かべと防ぼう腐ふのために黒く塗ぬられた間柱からなる三階建ての建物で、通りに面した扉の上には金細工を示す看板が下がっていた。

　その工房の前に、二人の人間が倒たおれていた。

　流れる血の量と傷の箇か所しよからして、すでに事切れているのは明らかだった。どちらも似たような粗そ末まつな毛織りの服を纏まとい、頭ず巾きん付きのケープを身に着けている。

　死体のそばには二人の男がいた。

　一人は死体を見下ろす、厳しい雰ふん囲い気きを纏う三十代の男。警備隊の隊長、ロウ・ナインスだ。もう一人は死体のそばにしゃがみ込み、その目を閉ざそうと手を伸ばしている──青いマントの、長身の男。レオンだ。

　コンスタンティンの心臓はどくどくとまだ跳はねていた。それが全力疾しつ走そうのせいなのか、死体を見てしまったせいなのか、彼女には区別できなかった。間に合わなかった、という痛つう烈れつな悔くいだけが胸にあった。

「説明って、してもらえるのかしら」

　レオンの背中を見つめて、コンスタンティンは言った。

　いつになく緊きん張ちようして佇たたずむ彼女を、レオンは立ち上がって振ふり返った。

「見ての通りだ、【黒い羊ブラツクシープ】。強盗を捕ほ縛ばくしようとして、抵てい抗こうに遭あい、斬きった」

　答えるレオンの目は、昼間彼がしばしば見せる、眠ねむそうな目とはまったく違ちがっていた。形良い目は細められ、鋭するどく、しかしあくまで冷静に、【黒い羊ブラツクシープ】を観察する。彼はかなりの長身で、剣けんを持つ者として鍛きたえられた身体からだをしていたので、立ち姿はそれだけで威い圧あつ感かんがあった。

「わざわざそれを訊ききに出てきたのか？　身の危険を冒おかして」

「そうよ」

「サー。ご指示を」

　自身も剣を抜ぬいたロウ・ナインスが、低い声でレオンに言った。

　レオンは腕うでを掲かかげて部下たちの動きを制し、【黒い羊ブラツクシープ】に声を掛かけた。

「【黒い羊ブラツクシープ】。おまえが剣を持たないのは不殺の覚かく悟ごか」

　覚悟──その言葉で、昼間のバートの言葉を思い出した。

　悪党を斬る覚悟が【黒い羊ブラツクシープ】にはないと、バートは言っていた。

　それから、レオンのことも。




『代官は善い人だね。でも、悪党をすごく強く憎にくんでる。それは街を本当に大事に思っているからだ。彼は悪党を斬り殺せる人なんだ。それは勿論悪いことじゃない。そうだろう？　苛か烈れつさは、上に立つ者なら必要な美徳さ』
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　バートの言葉はまるでこの事態を知っていたかのように的確だ。

　確かに、夜のレオンには苛烈さがある。彼の眼まな差ざしを受けているだけで、コンスタンティンは緊張し、じっとりと冷たい汗あせを搔かく。

　それでも落ち着いた女の声と口調で、彼女は答えた。

「剣は使えないの。奪うばわれればこっちの身が危ないしね。それなら持たない方がマシよ」

「賢けん明めいだな。おまえは血を求めて暴れているわけではない。それなら、この場で一番マシな行動を取ってくれるだろう？」

「何？」

「抵抗せずに捕つかまることだ」

　レオンの手がさっと下ろされた。コンスタンティンはその合図で一斉に襲おそいかかってきた兵士たちの槍を屈かがんでかわす。ベールが槍の穂先と穂先の間をすり抜けた直後、穂先同士がぶつかる甲かん高だかい音が響いた。

　左右と後方は兵士に囲まれている。比ひ較かく的てき薄うすいのは──前。

　コンスタンティンは低い姿勢から地を蹴けり前方へ飛び出した。

　前方には勿論レオンがいる。彼に剣を抜く暇を与あたえない速度で、コンスタンティンは肩かたから突つっ込み体当たりを食くらわせた。確かに体格の差はあったが、悪魔の力を得たこの身ならば速度に乗って相手を弾き飛ばすくらいのことはできると思った。

　だが、足はずるりと滑すべって止まった。

「！」

　レオンに止められたのだ。彼は腰こしを落とした姿勢を取り、肘ひじで【黒い羊ブラツクシープ】の体当たりを止めていた。一いつ瞬しゆんの彼女の隙すきを衝ついて、レオンの手が伸のびる。捕とらわれてしまう──

「殺すな！」

　だが、レオンは急に動きを止め、そう叫さけんだ。

　白はく刃じんが一瞬月光に輝かがやいて、コンスタンティンの左ひだり腕うでに激痛が走った。熱い。斬られたのだ。慌あわてて反対側、右手の方へ転がって追つい撃げきを逃れる。顔を上げると、警備隊長のロウが、剣を振り下ろし、地面にその重い切っ先を食い込ませたところだった。

　コンスタンティンは右手で左腕の傷を押さえ、痛みを堪こらえて跳ね起きた。

「生け捕どりに！　包囲を──」

　背中にレオンの声を聞き、傷の痛みに耐たえて土手を川かわ縁べりへと転がり落ちながら、コンスタンティンの頭にはバートの台詞せりふが何度も繰くり返し響ひびいていた。




『あの人は剣を持つ人だから、最後にはそうするしかないってことも知ってる。殺すしかないってこと……』




　月光があれば、【黒い羊ブラツクシープ】には十分だ。倒れ伏ふした死体は背中に致ち命めい傷しようを受けていた……二人とも。勿論、必死で逃にげようとやたらに剣を振り回す相手を背中から斬ってしまうことはあるだろう。何人もの兵士で囲めば、そういう状じよう況きように陥おちいりやすいものだ。誰も責めることはできない。

　それでも、月光に照らされた血は生々しく黒く、騎き士しでも兵士でもないコンスタンティンには、悔いだけが残る。悪あく魔まの罠わなにはまって、あんなところで無む駄だな時間を使わなければ、この盗ぬす人つとたちを無事に捕まえられたかもしれないと。

　後こう悔かいに混じって嫌いやな疑念が腹の底からぞわりと湧わいてきたが、彼女はそれに気付かないふりをした。
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「追わぬので？」

「この場は譲ゆずります」

　ユリエルはそう答えた。

　逃げた【黒い羊ブラツクシープ】を追って、警備隊が通りを駆かけていく。指揮を執とるのは代官自身だ。

　ユリエルは騒そう動どうに背を向け、狭せまく汚よごれた路地裏を、聖ブリジット教会へ向かってゆっくりと歩き始めた。彼の同行者はさらに少しの間留とどまって警備隊の動きを観察していたが、ユリエルが次に気付いた時には彼のすぐ後ろを歩いていた。

「しかし【黒い羊ブラツクシープ】は悪魔に通じる鍵かぎです」

　同行者──フードを目ま深ぶかに被かぶり、柔やわらかななめし革がわの靴くつで静かに歩くニコラスは、そう言って疑念を呈ていした。

　ユリエルは外がい套とうを翻ひるがえし歩きながら、淡たん々たんと説明する。

「今は悪魔がいませんし、先に警備隊が目を付けています。【黒い羊ブラツクシープ】は悪あく魔ま崇すう拝はい者ですが同時にサクスの秩ちつ序じよを乱す不ふ穏おん分ぶん子しであり、領主からサクスを預かる代官にはそれを取り締しまる義務と権利があります。私がこの街に派は遣けんされたのは悪魔崇拝者の捕縛ではなく悪魔退治のためですから、悪魔がいない場面では、【黒い羊ブラツクシープ】の追つい跡せきと捕縛は代官に任せるようにと釘くぎを刺さされました」

「しかし悪魔退治は司教様のご命令であり、教会の──」

　反論を、ユリエルはちらりとニコラスを振り返ることで制した。悪あく魔ま祓ばらいに臨のぞむユリエルの顔からは常の穏おだやかさは抜け落ち、整った顔立ちの美しさと冷たさは月光の下であからさまなほどになる。声までも冷たく、彼は言った。

「伯直々のご忠告です。ダグラスの司教様としても、領主との敵対は望むところではないでしょう」

「は。出過ぎたことを申しました」

「あなたの懸け念ねんもわかりますが、案ずることはありません。相手が伯といえど、こちらの領分を侵しん犯ぱんさせはしません。要は代官より先に【黒い羊ブラツクシープ】を見つけ出し、捕らえれば良いのです」

　ユリエルは簡単に言ったが、警備隊や夜警隊を指揮し、【黒い羊ブラツクシープ】探たん索さくに人員を割さける代官側に対し、たった二人でこの広いサクスを歩き回らなければならないユリエル側は明らかに不利だ。ニコラスは主の意図を読めずに尋たずねた。

「しかし、どうやって見つけるのです」

「読むのですよ、先を。幸い、剣が最近騒さわがしいのです」

　ユリエルはそう言い、外套の下に携たずさえた、聖剣の柄つかに触ふれた。

　悪魔の力に対たい抗こうできるこの聖せい剣けんは、超ちよう自然の力を感知することもできる。ここ数日、聖剣は時々震ふるえ、ごく小さいが、唸うなるような音を発していた。

　夏げ至し祭が始まってからだ。

「コンスタンティン助祭から祭りの話を聞きましたが、どうやら元は異教の儀ぎ式しきだったようです。悪魔の力を強めるようなこともあるかもしれません。あの悪魔は弱体化していますから、力を求めているはずです。食いつく可能性は高い」

　聖剣は今も僅わずかに震え、その潮しお騒さいのような唸りが、彼の身体からだに低く響いていた。

「ニコラス。あなたは祭りについて調べてください。古い文書を探すか、長老格の人物に話を聞いて、かつて祭りにどんな意味があったのか、調べるのです。悪魔が儀式から力を得ることができるなら、悪魔の出しゆつ没ぼつ地点も割り出せるかもしれません。あるいは、その儀式を打ち破るような方法も」

「わかりました」

「それから──」

　ふとユリエルは言葉を切った。立ち止まって振ふり返る。

　すでにニコラスの姿はなかった。指示を聞いて、すぐに動いたのだ。

　付け加えようと思っていた指示は宙に浮うき、彼は夜の街角で立ち尽つくし、顔をしかめた。

「今度教会に来る時は、コンスタンティン助祭とも仲良くしてくださいね」

　呟つぶやきを聞く者はもういなかった。
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『おまえひでークソガキだな』

　レオンはそう言った。

　コンスタンティンが覚えている、レオンの最初の台詞だ。その前にも何か言っていたが、覚えているのは、そこからだ。

　コンスタンティンは十で、クソガキで、レオンは十八で、先代の領主から叙じよ勲くんを受けたばかりの騎士だった。

　確かあの時は、市場で二つ年上の少年と喧けん嘩かになり、売り物にまで被ひ害がいが出る状況になって、その場にいたレオンに取り押さえられたのだ。

　喧嘩の理由は忘れたが、身内をバカにされたか、いきなり小こ突づかれたか、その辺だろう。その頃ころコンスタンティンはまだ自分から喧嘩を売るほど荒あれてはいなかったから、相手から売ってきた喧嘩のはずだ。……まあ、相当生意気なクソガキだった気がするので、喧嘩を売られる理由は幾いくらでもあったが。

『余計なお世話だよ。あんたこそなんだよ、でかい顔しやがって』

　コンスタンティンはふくれ面つらでレオンを見た。喧嘩相手に殴なぐられた頰ほおはじんじんと熱を持って腫はれ始めていた。足首も捻ひねっていたから、立つのも辛つらく、今は市場が開かれている広場の隅すみに腰を下ろしていた。傷を見ればアンガスは怒おこるだろうし、今は平気でも、夜になって寝しん台だいに入る頃にはもっとずっと痛むようになり、眠ねむるのも一苦労だろう。その上目の前には喧嘩の仲ちゆう裁さい──というか、単に二人の子どもを引き離はなしただけだが──に入ったお節せつ介かいそうな若い騎士がいて、正直鬱うつ陶とうしかった。放っておいて欲しかった。

　しかし、騎士は彼女の前に屈かがみ込み、その顔をじろじろと眺ながめ始めた。

『な、なんだよ』

『おまえ、傷だらけだな。いっつも喧嘩してんのか』

『向こうから売ってくるんだよ』

『そんだけ生意気ならなあ』

　コンスタンティンは閉口した。さっさと行って欲しかった。

『いったい、なんの用だよ！』

『おまえ、家どこだ？』

『関係ないだろ！』

『送ってやるよ。歩けないだろ』

　ぎく、とした。確かに捻った右足はすでにかなり痛み、腫れて、曲げるのも、体重をかけるのも辛い状態だった。まったく歩けないわけではないが、引きずることになるだろう。

　それでも、背負われて教会まで連れ帰ってもらうなんて、恥はずかしくて嫌だった。

『あ、歩けるさ。もういいよ、あんたに関係ないだろ』

『関係はあるかな』

　相手の言葉に、コンスタンティンは眉まゆを顰ひそめた。この時点では、まだコンスタンティンはレオンの名前すら知らなかった。

　レオンはその青い目で戸と惑まどう彼女の顔を覗のぞき込んで言った。

『一つには、おまえみたいなちっさいのがあんだけでかいやつとやり合おうとした、その無む謀ぼうさに感心した……いや、呆あきれたから』

『あんた騎き士しなら勇気は称たたえろよ！』

『いや、ありゃ無謀だよ。それから、二つめには、おまえがサクスの子だからかな』

『？　サクスの子？　なんだよそれ』

　レオンは急ににやっと笑って、コンスタンティンの額を指で弾はじいた。

『！　痛いだろ！』

『サクスの人間だろ、おまえ。それなら、俺はおまえを大事にしないとな。今はどうしようもないクソガキでも、成長したら、きっとサクスをどんどん発展させる人材になるんだ』

　意味がわからない。コンスタンティンはどう反論したらいいかもわからなくなって、顔をしかめて彼を見ていた。

　レオンはコンスタンティンの隣となりに腰こしを下ろすと、空を見上げて、楽しそうに語った。

『今は【悪徳の都】なんて呼ばれちゃいるが、いつまでもそんなふうには呼ばせないさ。俺は善良な人間が悪党のせいで不幸な目に遭あうのも、悪党の懐ふところばかりが巻き上げた金で潤うるおうのも嫌いやだ。この街は場所もいい、十分交易の拠きよ点てんとして発展できる』

　コンスタンティンは隣に座り込んだ男を眺めた。なんだこの胡う散さん臭くさい男はと思った。

『あんたさ、ただの騎士さん……だよね？　なんでそんな偉えらそうなの』

『偉そうか？　俺は単にこの街の将来について考えてただけさ』

　機き嫌げん良さそうに、レオンは伸のびをした。

『そういうわけだから、おまえの家教えろよ』

『や、やだよ！』

　コンスタンティンは無理にでも立ち上がってレオンの追つい及きゆうから逃のがれようとした。

『坊ぼつちゃん！』

　その時、叫さけぶような声が聞こえて、レオンは声の聞こえた方を振り返った。

　当時すでに警備隊の隊長であったロウ・ナインスが、渋じゆう面めんでこちらに近づいてくる。

　コンスタンティンは慌あわてて立ち上がった。痛めた足のせいでよろめいて、レオンに支えられてしまったが。

　ロウはレオンとコンスタンティンの前までやってくると、レオンに呆れた顔を向けた。

『坊ちゃん、何しているんですか』

『坊ちゃんはやめろよ』

　レオンは不服そうに言った。

　コンスタンティンはロウから隠かくれるようにレオンの後ろにいたが、彼らの会話を聞いて耳を疑った。坊ちゃん？　ロウはこの時確か二十代後半で、相手が街の悪ガキだろうが犯罪者だろうが一いつ般ぱん市民だろうが、ひとたび法に触れたり治安を乱したりすれば、まったく容よう赦しやしない、これっぽっちも融ゆう通ずうの利きかない隊長として知られていたので、コンスタンティンも彼のことはちょっと恐おそれていたのだが、その彼が坊ちゃんなどと呼んで、敬うようなそぶりを見せるとは。コンスタンティンはレオンを仰あおぎ見た。偉い人だったのだろうか。いや、到とう底ていそうは見えない。何度見ても、ただの若い騎士だ。しかもちょっと柄がらが悪い。

　ロウはレオンの不満を無視した。

『坊ちゃん、すぐに城へ。代官がお呼びです』

『だから坊ちゃんは……まあ、こいつを家まで送ったら行くよ』

『すぐ、です。坊ちゃん』

　驚おどろくべきことに、代官の呼び出しを受けながら、レオンは子どものように強ごう情じように言い張った。

『こいつとの約束が先だ』

　ロウがうんざりした目でレオンを見て、それからコンスタンティンを見やった。

　コンスタンティンは自分が言い出したわけじゃない、ということを伝えるために、ぶんぶんと首を横に振った。

　それが伝わったかどうかはわからないが、ロウは諦あきらめたように溜ため息いきを吐ついた。

『わかりました。そいつは教会で育てられている子どもです。司祭館まで、私が送り届けておきます。ですから坊ちゃんはすぐに代官に会いに行ってください』

『あの人苦手なんだよなあ……』

『坊ちゃん！』

『わかったって』

　レオンはそれ以上聞きたくないというように耳に指を突つっ込み、小言を言うロウにくるりと背を向けた。そのまま城へ向かうのかと思いきや、振ふり返ってコンスタンティンに笑えみを見せる。

『またな、クソガキ』

『……うん』

　なんだか驚くことが多すぎて、コンスタンティンはうまい切り返しができなかった。

　レオンは惚ほうけたような彼女の顔がおかしかったのか、けらけら笑いながら、今度こそ城へ向かう道を歩き始めた。

『行くぞ』

　ロウはそう言うと、まだぼんやりしていたコンスタンティンの前に背を向けて膝ひざをついた。彼は、まごつく彼女に、苛いら立だたしそうに言った。

『さっさと乗れ。歩けないだろうが、その足では』

『……へ、平気……』

『もう一度同じことを言わせる気ならこのまま城の牢ろうまで連れて行ってぶち込むぞ』

　ロウならやりかねない。コンスタンティンは慌てて彼の背中にしがみついた。

　コンスタンティンを背負い上げて、彼は、なんだ、と不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやいた。

『随ずい分ぶん軽いな』

　恐ろしい警備隊長に背負われるなんて事態が来るとは思っていなかったコンスタンティンはとにかく驚いて最初はまごつくばかりだったが、やがて持ち前の度胸で落ち着きを取り戻もどすと、この機会に自分からロウに声を掛かけた。

『隊長が僕を運んでくれるなんて思わなかった。あの若い騎士さんに言われたから？』

『まあな』

　ロウは面めん倒どう臭くさそうに短く答えた。本当に答えはそれだけで、レオンとの関係など、詳くわしいことは何も言わなかった。尋たずねたところで教えてもらえるとも思えなかった。

　コンスタンティンはただ彼の背にもたれ、歩くたびに揺ゆれを感じながら、レオンを思い返して呟いた。

『あの人、変な人だね』

『落とすぞ』

『け、けなしたわけじゃないよ。ただ、……ちょっと面おも白しろいなあって。だってあの人、サクスのこと、【悪徳の都】なんて呼ばせないって言ってたんだ』

　ロウは少し経たってから呟くように言った。

『あの方らしいことだ』

　その声には笑みの気配があって、彼の笑い顔など見たことないコンスタンティンは驚いてその顔を覗き込みたくなった。勿もち論ろん背負われている状態からそんなことできるわけもなく、ロウにあまり暴れるなと注意されただけだった。

　しかし下ろされもしなかったので、彼の背の上で揺られながら、コンスタンティンは尋ねた。

『隊長、もしかして、今日機嫌良いの？』

『どうしてそう思う』

『なんとなく』

　ふんとつまらなそうに鼻を鳴らして、ロウは黙だまった。

　返事はもらえないかと思った時、ロウがまた口を開いて言った。

『弟が来るからな』

　この恐ろしい警備隊長に、弟？

　コンスタンティンは不思議な感じがした。当時は彼に家族がいるなんて、欠片かけらも考えたことはなかったのだ。へえ、とコンスタンティンは相あい槌づちを打って、会話はそれきり途と切ぎれた。

　コンスタンティンがロウに背負ってもらったのはそれが最初で最後だった。

　思い返してみれば、この頃ころコンスタンティンは、ロウのことを恐れてはいたが、嫌きらいではなかった気がする。
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　中庭でさえずる鳥の声を聞きながら、コンスタンティンは寝しん台だいの上で目を開けた。

　随ずい分ぶん懐なつかしい夢を見た。レオンと初めて出会った頃の夢だ。

　レオンはあの頃先代の伯に臣従する若い騎き士しに過ぎず、代官の地位を将来与あたえられるなどとは、本人も思ってはいなかったはずだ。

　それでも、親しくするロウの影えい響きようか、彼が仕えていた先代の伯の影響か、彼自身がサクスについて素す直なおに思ったことだったのか、彼はサクスの将来について希望を持って語っていた。

　彼が今の領主である女伯グロリアから代官に任命されて三年。

　レオンは変わっていないと思う。出会った頃の、ちょっと柄が悪くて、気さくで、若い騎士そのままだ……もっとも、昨夜は、あの頃とは少し違ちがって見えたが、それはたぶん、コンスタンティンが【黒い羊ブラツクシープ】として彼の前に立ったからだろう。

　これ以上夢を見たくなかったので、コンスタンティンは身体からだを起こした。




　コンスタンティンはいつもより少し早めに起き床しようし、ミサの手伝いをし、午前中を慌ただしく過ごしながら、昨夜のことを思い返していた。

　強ごう盗とうは殺されたというのに、彼女には事件が終わったとは思えなかった。

　強盗たちは事前に被ひ害がい者しやの家に物売りとして入り込み、金庫の位置や間取りを把は握あくし、のちに被害者の家に忍しのび込んだ……こうして詳しよう細さいが判明してみると、ありふれた事件だ。

　祭りでサクスには人が集まっており、年に一度の大市の時期ほどではないが、商取り引きも活発になっている。この時期に取り引きをしようという者は多いからそれに紛まぎれ込めば怪あやしまれることなく目をつけた家に接近できるし、犯人たちがよそ者であっても、商人を装えば目立たず検問を抜ぬけられる。

　だが、何かしっくり来ない。

　主な原因はコンスタンティンの前に現れた男装の女だ。ユリエルを尋ねてきたあの女は、【黒い羊ブラツクシープ】を散々挑ちよう発はつし、連続強盗事件についてのヒントを与えた。

　彼女の意図はなんなのか、何故なぜあの事件だったのか。

　正直に言って、こんな単純な話ならば、レオンたちに任せておいても問題なく解決できたはずだ。実際、レオンたちだけでも、事件は解決された……強盗の死という形で、だが。

　それをわざわざ【黒い羊ブラツクシープ】にヒントを与えたということは……

「コンスタンティン助祭」

　突とつ然ぜん背後から声をかけられ、コンスタンティンはびくりと肩かたを震ふるわせて振り返った。

　聖具室の扉とびらを開けて、ユリエルが入ってきたところだった。

「お疲つかれ様です。もう片づけは済みましたか？　遅おくれてすみません」

「あ、いえ。ファーザーはみんなとお話ししてくださってて構いませんよ」

　ミサの後、コンスタンティンはユリエルを礼拝堂に残して聖具室で片づけをしていたのだ。すでにミサで使った道具の片づけは終えていた。

　コンスタンティンは今度はユリエルが祭服を脱ぬぐのを手伝い、祭服の腰こしに巻く紐ひもや、ストラと呼ばれる肩からかける帯を受け取った。

「今日のミサは、みんなちょっと賑にぎやかでしたね。お祭りのせいだと思いますけど」

　コンスタンティンが何の気なしにそう言うと、ユリエルはハッとした顔で彼女を見た。

「違うんです。私も最初はそう思ったのですが、後で話を聞いてみたら、市内で殺人が起こったと……」

　こういうのもなんだが、サクスでは強盗殺人もそう珍めずらしくはない。

　訝いぶかしげな顔をするコンスタンティンに、ユリエルは信徒から聞いたという話を語った。

「今朝……いえ、ついさっき、街はずれの宿屋で宿しゆく泊はく客が殺されているのが見つかったそうです。警備隊が呼ばれて、調べてみたら、殺されていたのは、つい昨日人相書きが出回った強盗の仲間らしいんです。勿論、最初は強盗団の仲間割れと思われたようなんですが、昨夜は他ほかの仲間は金細工師の家に盗ぬすみに入り……その、警備隊に見つかって、抵てい抗こうしたために殺されたそうなんです」

　コンスタンティンの脳のう裏りに、昨夜の二つの死体がさっと浮うかんだ。

　そして、それに人相書きでしか知らない男の死体が一つ、加わった。死体が三つ。

「他の仲間が殺されたのが、宿屋で殺されていた男より前か、後かはわからないそうですが、一晩に強盗が三人も殺されたので……中には、それを神の下したもうた罰ばつだと考える人もいるようです」

「ファーザーも、そうお考えなのですか？」

　ユリエルは表情を硬かたくして首を横に振ふった。不快を堪こらえているように見える。

「宿で見つかった者に至っては財さい布ふを取られた上身ぐるみはがされていたそうです。神が死者から財布と衣服を取り上げられるとは、聞いたことがありません。強盗殺人は人の仕し業わざです」

　ユリエルは死者のために目を伏ふせ十字を切って祈いのりを捧ささげた。コンスタンティンもそれに倣ならい、彼らの魂たましいの平安を祈る言葉を呟つぶやきながら、昨夜のレオンと、二つの死体のことを考えていた。

　調べなければ、と思った。殺人が、ただの物取りの犯行であるのか、それとも、何らかの、より複雑な、隠かくされた意図があってなされたのか。

　斬きられた左ひだり腕うでは熱を持って痛み、疑念と不安が胸に渦うず巻まいていた。




　──嫌いやな予感がした。
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「宿屋って……娼しよう館かんじゃないか」

　コンスタンティンは殺人があったという建物を見上げ、声に出して呟いた。

　そこはサクス市の西の市し壁へきに近い地区で、居酒屋や娼館が立ちならび、夜ともなればかなり賑わう辺りだった。ただし、公こう認にん娼館は市壁の外に特別地区が作られて隔かく離りされているから、市壁の内側にある店の大半は無む認にん可かだ。

　ユリエルから話を聞いて、すぐに彼女はここに来た。事件について、少しでも知りたいと思ったのだ。店の従業員か、顔見知りの兵士から話を聞けるかもしれない。

　両側に小さな店が立ちならぶ狭せまい通りには、起きたばかりかこれから寝ねるのかわからない女たちの姿や、出発する様子の旅人たちの姿が見られたが、時間帯のせいか、人はまばらだった。

　目当ての建物は、その通りの突つき当たり、市壁に最も近い一角にあった。

　建物は木造の漆しつ喰くい塗ぬりで、通りに面した一階の窓には泥どろ棒ぼう避よけに格こう子しがはまっている。無認可だから一目で娼館とわかる印はないが、二階の窓から若い女たちがちらちらと顔を出して通りを窺うかがっているから、まず間ま違ちがいないだろう。

　だいたいこの通りに普ふ通つうの宿屋があるわけがない。

「……まあ、司祭様相手に娼館とか言いにくいよね……」

　特に、相手はユリエルだ。あの純真そうな青年にそんな言葉を聞かせたら、顔を真っ赤にしてしどろもどろになってしまうに違いない。

　建物の前には、数人の野次馬が見えたが、正面扉から出てきた遣やり手婆ばばあらしき女に桶おけいっぱいの水をかけられ、慌あわてて逃にげて行った。

　コンスタンティンは、その女に声をかけた。

　疑うたぐり深そうな目の女は、コンスタンティンをじろじろと見て、今日は誰だれも泊とめられない、と言った。

　コンスタンティンは、にっこりと微笑ほほえんだ。

「なら、暇ひまですよね」




　女の膝ひざの上で目を細めていた黒くろ猫ねこは、眠ねむそうに伸のびをしたかと思うと、また腰を落ち着けた。膝の上から動こうとしない。女の指先が背中や腹を撫なでるのを許し、完全に懐なついている。

　ほぼ、飼い猫ねこだ。

「…………暇そうだな」

　思わずコンスタンティンは声に出してそう呟いた。

　猫は目を上げ、ちらりとコンスタンティンを見た。余よ裕ゆうたっぷりだ。

　さすがに他人が抱だいて可愛かわいがっている猫をふん捕づかまえるわけにもいかなかったので、コンスタンティンは猫を抱く若い女に忠告した。

「そいつ、女ったらしですよ」

　女は目を丸くしてコンスタンティンを見上げ、おかしな司祭様、と言って笑った。

　娼館と言っても一階部分は居酒屋とさして変わらない。女たちを置いて、客に酒と食事を提供し、時には賭と博ばくも行われる。古く太い梁はりは中央にある炉ろのために黒く煤すすけて、炉の周囲にはテーブルと椅い子すが配置され、足あし下もとには香こう草そうが混じった藁わらが敷しかれている。藁は新しく、大して汚よごれてもいない。小さな宿だが、小こ綺ぎ麗れいな方だろう。

　コンスタンティンはその一階の広間で、長なが椅い子すや腰こし掛かけに座る女たちを前に立っていた。

　事件でショックを受けている彼女たちの不安を和やわらげたいと説明し、遣り手婆に彼女たちと話をすることを許してもらったのだ。

　お上の捜そう査さがあるせいで今日は仕事ができないという彼女たちは、髪かみを簡単に結ゆっただけで、化け粧しようもしておらず、装そう飾しよく品の類たぐいも身に着けていなかった。胸の豊満さを強調する仕事着を着てはいたが、色気よりも疲ひ労ろうの色が濃こい。

　黒猫を抱く若い女が、コンスタンティンに尋たずねてきた。

「聖職者様に訊きいてみたかったの。ねえ、アタシにも罰が下っちゃうかしら」

「罰って？」

　女は死体が見つかったという、二階に続く階段の方をちらちらと見て言った。

「あのお客さんみたいによ。強ごう盗とうの仲間だったんでしょ。他の仲間も昨夜殺されたって。神様の罰が下ったんだって、井い戸ど端ばたでどっかの女たちが言ってたの」

「でも、仕方ないじゃない。私らには借金だってあるんだし。その女たちだって、きっと大市の時期には旅人相手に小こ遣づかい稼かせぎぐらいするはずよ」

　隣となりに座る別の女がそう言った。借金で女たちを縛しばり付けるのは、こういった店ではよくある手だし、こうした娼館で暮らす女たちの他に、旅人が多くなる時期にだけ『小遣い稼ぎ』に精を出す一いつ般ぱんの女たちも多くいる。

「あのお客さん、アタシの部屋に泊まったの」

　猫を抱く女が、俯うつむいて、ぽつぽつと語った。

「でも、アタシ、他のお客さんにも呼ばれてて、あの人が寝てから一階に下りたんだ。その夜は、結局部屋に戻もどらないで、別の女の子の部屋で別のお客さんの相手することになって……部屋に戻ったら、あのお客さんは死んでた。ねえ、あのお客さん、アタシにはヤなことしなかったよ。それでも、強盗して、悔くい改めもできなかったから、地じ獄ごくに落ちちゃうのかな」

　同情しているのだろう。優やさしい女に見えた。コンスタンティンは、彼女の前に屈かがみ込み、その手を取って言った。

「彼がどんな心で死んだのかわからないからね。罪の告白はできなくても、もしかしたら、すごく自分の罪を悔いていたかもしれない。もし彼が罪を悔いて[image: ]れん獄ごくにいるのなら、あなたが祈れば、彼の魂の慰なぐさめになると思うよ」

「じゃあ、アタシ彼のために祈るよ」

　長椅子の肘ひじ掛かけにもたれるようにして、眠そうに目を閉じていた三人目の女が、目を閉じたまま口を開いた。

「ばあか。あの男は今いま頃ごろ地獄で悪あく魔まに追いかけられてんだ。祈ったって無む駄ださ。地獄は[image: ]獄と違ちがって救いなんてないって、教区の司祭が言ってたろ。届きゃしないんだから」

「わからないじゃない。アタシには悪い人じゃなかったもの。アタシ、一いつ生しよう懸けん命めいお祈りする。ね、司祭様も祈ってくれる？」

「僕は助祭だよ。それでもいいなら、勿もち論ろん」

　人は死者の罪の贖あがないのために祈り、自分が死んだ時にも誰かが同じように祈りを捧ささげてくれることを期待する。

　結局、他ほかの二人も顔を見合わせ、一いつ緒しよに祈りを捧げると言った。

　誰しも、怖こわいのだ。罪を犯おかしていない人間はいないのだから。

「コンスタンティン？」

　名を呼ばれて、コンスタンティンは顔を上げた。祈りは終わり、コンスタンティンは長椅子に腰掛け、女たちの話を聞いているところだった。

　声をかけてきたのは、顔見知りの兵士だった。彼は二階から階段を下りて、広間に入ってきた。多くはないが、館やかたにはまだ兵士が残っており、二階に集められた他の客たちから話を聞き出しているところだった。

　コンスタンティンのそばにいた女たちは兵士を見ると、慌てて立ち上がり、軽く頭を下げて奥の控ひかえの間へと逃げようとする。何しろ、一応、ここは無認可の娼館なのだ。兵士の気分次し第だいで、取り締しまられ、街を追い出されるかもしれない。

　ちなみに猫は急に立ち上がった女の膝から素す早ばやく飛び降りて、コンスタンティンに捕まらないよう長椅子の下に避よけた。こういう時は、本当に素早い。

　兵士は女たちを気にせず、コンスタンティンの方へやってくると、意外そうな顔で言った。

「何してんだ、こんなところで。客は入れないように言っておいたんだが……」

「仕事みたいなもんだよ」

「……仕事お？」

　コンスタンティンはエールのカップを抱かかえていた。兵士の視線に気付いて、肩かたを竦すくめる。

「エールなんて水みたいなものじゃないか。喉のどが渇かわいたからもらってただけだよ」

「テーブルのカップ全部おまえだろ」

　空のカップがテーブルに並べられているのを兵士はめざとく見つけていた。

　酒精で女の子たちの口も軽くなるし、コンスタンティンも勧すすめられれば拒こばむ理由はない。ちょっと杯さかずきを重ねてしまったが、まだ酔よいにはほど遠い状態だった。

「朝っぱらから女の子たちと酒盛りか。聖職者ってのもいいもんだな……あれ？　でも、おまえ娼館とか苦手じゃなかったか？」

　兵士はコンスタンティンとは遊び仲間で、一緒によく悪さをしたものだった。コンスタンティンは女で、さすがに女遊びはできないので、娼しよう館かんはずっと敬遠していたのだ。

「だから、仕事だってば。お祈いのりとお説教」

「ふーん。じゃあ、あの子たちも少しは落ち着いたのか？　さっきは、泣いたりわめいたりひどいもんだったが。今なら話せるかね？」

　兵士の問いに、コンスタンティンは首を傾かしげた。

「たぶん。泣いてはいなかったよ。でも、話を聞くなら怯おびえさせないようにした方がいいんじゃないかな」

「ほう！　女の扱あつかいをおまえに助言されるとはねえ」

　兵士はにやりと笑った。たぶん、コンスタンティンが娼館の女たちに裸はだかに剝むかれそうになって逃げ出したことを覚えているのだ。

　コンスタンティンはムッとして彼を睨にらみつける。

「そっちだって散々ふられたくせに。それより、捜査進んでるの？」

「さっき死体を運び出したばかりだよ。ありゃひどいもんだな、一面血の海さ。返り血もすごいだろうな」

「それなら、犯人もすぐ捕まるかな」

　どうだかな、と兵士は首を捻ひねった。

「そんだけ血を浴びたら目立ちそうだが、今のところそういう目もく撃げき情報はないんだ。昨夜の客の中にも、殺された男と争ったやつはいなかったみたいだしな。まあ、人を殺しておいて同じ宿に泊まるわけがないだろうし、犯人は逃げたんだろうな……しかしほんとにひどいもんだったぜ。殺されたやつは寝しん台だいの上で見つかったんだが、シーツどころか、ベッドの木き枠わくや、さらに下の床ゆかまで血が染しみててな。血の足あし跡あとが残ってた。本当にありゃあ……」

　兵士の顔は、青白かった。よほど凄せい惨さんな光景だったのだろう。

　コンスタンティンは、二階に上がってその部屋を調べる口実を探した。

「他のお客さんたちは犯人じゃないんだよね。それなら、僕、ちょっと話をしてきてもいいかな。ほら、女の子たちみたいに、驚おどろいて、不安に思ってる人たちもいるかもしれないし」

「落ち着かせてくれるってのか？　そりゃいいけどよ、いったいおまえにどんな得があるって言うんだよ」

「僕が聖職者っぽいことしたらいけないの？」

　コンスタンティンは、十字を切って手を胸の前で組み、訴うつたえかけるような目で兵士を見上げた──ダメだ、自分で言ってて白々しい。

　案の定、兵士はふっと鼻で笑った。

「騙だまされねーぜ、俺は。おまえが単に人助けなんかで動くかよ。裏があるんだろ。なんだよ、言ってみろよ。賭かけに負けて罰ばつゲームでもやらされてんのか？」

「……改心したんだよ」

「またまたー。確かに遊び歩くことが減ったってジャックのやつが言ってたけどよ。でもおまえ、やっぱり最近も居酒屋に入り浸びたってるって話じゃねえか」

　居酒屋通いをしているのは情報収集のためでもある。どんな悪党がどんなことをしているか調べるのも、重要な【黒い羊シスター・ブラツクシープ】としての仕事の一つだ。あまり酔わないように気を付けているし、そもそも最近は賭け事ごとに手を出していないから金がなくてあまり吞のめない。勿論、今日のように勧められれば別だが。

　コンスタンティンは不満たっぷりに反論した。

「週に二回くらいしか通ってないよ」

「……それはそこそこ入り浸ってる、って言わねえか？」

「え……」

　そういえばそうかもしれない。善行のためだから仕方ないよねと言い訳しつつ、結構コンスタンティン自身も楽しんで……うん、楽しんではいる。

　内心、最近は自分も丸くなったものだな、これが成長というものか……などと思っていたコンスタンティンは、自信を半ば喪そう失しつしつつも食い下がった。

「と……とにかく、心を入れ替かえようと思ってね……」

「コンスタンティン……噓うそつくのは罪なんだぞ？」

「知ってるよ！」

「だいたい、おまえ【錠じよう前まえ屋】とも親しかったじゃねえか、今いま更さら改心なん……」

　コンスタンティンの顔色が変わったのに気付いて、兵士は口を噤つぐんだ。

【錠前屋】──サクスの裏で知らぬ者はいない犯罪者で、コンスタンティンが一番荒あれていた時期に付き合いのあった男だ。

　彼の名前を聞くと、コンスタンティンはいつも胸がすうっと冷えていく感じがする。

「あ、悪わりぃ……言い過ぎた」

　コンスタンティン以上に顔を青くして、兵士は謝った。

　コンスタンティンは苦く笑しようを漏もらし、その胸を小こ突づく。

「いいよ、ほんとのことだし」

　そう言っても、兵士は申し訳なさそうな顔をしている。ついでにコンスタンティンは話を元に戻もどすことにした。

「ね、それより殺された男ってどんな身分名乗ってたんだ？」

「え？　ああ、毛皮商人だよ。ダグラスの北から、リスの毛皮だのキツネの毛皮だのを運んできたってふれこみでな。実際、結構な量の荷物を持っていたらしい。勿論、財さい布ふや服と一緒に、その荷物もどっかに消えちまったがな」

　コンスタンティンは女たちの話を思い出した。彼女らによると、この宿で男が最後に生きて目撃されたのは、昨夜二人の強ごう盗とうが警備隊に斬きり殺された後だから、彼らにはこの殺人は不可能だ。

　仲間割れだとすると、他に仲間がいたことになる。

「荷物……よそから商品をサクスに運ぶなら、関税がかかるよね。いつどうやってサクスに入ったのか、調べられるんじゃないかな？　仲間も、三人だけとは限らないし、同行者がいるならそれもわかるかも」

「それがなあ、やっぱり強盗団だ、真っ当に門から入ったわけじゃなかったらしい。今のところ、記録が見つかってないんだよ。面が割れてるやつらはみんな死んじまったし、もしも他ほかに仲間がいたとしても、裏ルートで入っていたらもうお手上げかもなあ」

「裏ルートか……」

　コンスタンティンは、かつては毎週のように顔を合わせていた男の顔を思い出し、呟つぶやいた。

　彼ならば、そういったものにも詳くわしいかもしれない。

　関所を通らなければ書類が整わず、正規の市場に商品を並べることはできないが、偽ぎ造ぞう書類が手に入るならその限りではない。そして、このサクスの裏通りでは、金とつてさえあれば、そういったものは容易たやすく手に入るのだ。

「どうかしたか？」

　コンスタンティンは、尋たずねる兵士に、なんでもないと答えた。

「早く犯人が捕つかまるといいね。それじゃ、僕は二階に上がらせてもらっていいかな？」

「ああ、俺は女たちから話を聞くよ」

「優やさしく、ね」

　わかってるって、と彼は頰ほおを赤くして言った。




「うーん、進展がない」

　客は不安を口にしたり、恐おそろしいと怯えていたりはしたが、別にめぼしい情報はなかった。

　一通り客の話を聞いたコンスタンティンは、娼館の中庭に出て溜ため息いきをついた。

　採光のために作られた中庭は狭せまかったが、林りん檎ごの木が植えられ、戸口の前にはちょっとした木こ陰かげができている。コンスタンティンはとりあえず扉とびらに背をつけ、ずるずると蹲うずくまった。

　泊とまり客はすでに調べられているが、血みどろになった犯人が朝まで店に留とどまるわけがないから、まあ、逃にげたと考えるべきだろう。

　とはいえ夜の間に帰った客は多いし、そもそも店の裏口から従業員に見られず被ひ害がい者しやの部屋まで侵しん入にゆうすることもできるようだから、犯人捜さがしは難しそうだ……レオンも頭が痛いだろう。

「僕も痛いけどね……」

　その時、小さな音がして、林檎の枝から黒いものが飛び降りた。

　黒くろ猫ねこだ。

　猫ねこはゆったりとした足取りでコンスタンティンの方に近づき、彼女を嘲あざ笑わらうような声で言った。

「頭を悩なやませておるようにゃーっ!?」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくだった黒猫は、突とつ然ぜん言葉の途と中ちゆうで悲鳴を上げた。コンスタンティンが近づいてきた猫の首を素す早ばやくつまみ上げたのだ。

　それでも猫はコンスタンティンの眼前にぶら下げられると、余よ裕ゆうを取り戻した。

「ほほう、もしやそなた嫉しつ妬としておるな？　吾わが輩はいがこのような娼しよう館かんで女どもにもてはやされておるから。ふむ、なかなか可愛かわいらしいではないか。これならば別段古いにしえの【力りき場ば】になど頼たよらずとも、そなたの心は吾輩の手に──」

「君、どうしてここにいたんだ。偶ぐう然ぜんだとでも言うつもりか？　まさかこの殺人には君が絡からんでるのか？」

　猫はぱちくりと瞬まばたきをした。

「何を言っておるのだ。そなたこそ、よく吾輩の居場所がわかったものだな」

「……は？」

「ここは吾輩の餌えさ場ばなのだ」

　猫は自じ慢まんげに語った。

「そなたが以前言っておったであろう。餌くらい自分で獲とって来いと。確かに、この世界に不慣れとはいえ、餌をそなたにねだる姿は少々頼りなく見えたであろう。それゆえ、吾輩は考えたのだ」

　きらり、とその目が光る。彼はぶら下げられたまま、力強く言った。

「餌をもらえる家や人間を増やし、たくましく頼れる吾輩の姿をそなたに見せてやろうと！　まあ、そなたの心は儀ぎ式しきで手に入れられるからいいのだが、愛していても不安に思うことはあろう。それゆえ、一応花はな嫁よめの不安を払ふつ拭しよくしてやろうと思ってな」

　コンスタンティンは冷たい目で猫を見み据すえ、ただ一言感想を言った。

「…………へー」

「!?　それだけか？　へー、だけか！　そなた、吾輩がこの餌場を手に入れるために行った努力を知らぬな！　ここの女たちは寂さみしがり屋でな、他の猫も当然のようにこの餌場を狙ねらっていたのだ。吾輩はそやつらをちぎっては投げ、ちぎっては……これ、聞いておるか？」

　勿もち論ろんそんな経けい緯いは知らないし、知ったからといって彼への見方が変わるとは思えなかった。よその女のヒモになった『夫』を、どう敬えというのだ。

「とにかく、君はさっさとあの婚こん姻いんの儀式とやらをやめてくれ」

「そなたの頼たのみならば国の一つもくれてやろう。しかし、それは聞けぬぞ」

「…………」

　コンスタンティンは、この悪あく魔まに心しん酔すいして、地じ獄ごくに喜んで向かう自分の姿を想像し、それ以上何も言わず、右手で猫を摑つかんだまま、左手で腰こしにぶら下げていたロザリオを取った。

　そして、それを猫の口の中に突つっ込んだ。

「ふがっ!?」

「なら滅ほろべ！　綺き麗れいさっぱり、跡あと形かたもなくなくなれ！」

　猫はもがいた。ロザリオを口に突っ込んだからといってコンスタンティンの望み通り消えてなくなるなんてことはなかったが、純じゆん粋すいに呼吸が苦しくなったらしく、激しくもがいた。

　口の中にコンスタンティンの拳こぶしでぐいぐい押しつけているわけだから、突っ込まれたものがロザリオだろうとそうでなかろうと、普ふ通つう暴れるだろう。

「…………！」

　だが、コンスタンティンは急に動きを止めた。

　猫はその隙すきにコンスタンティンの手を引っ搔かいてロザリオから逃のがれ、凄すさまじい速度で林檎の木に登ったが、コンスタンティンは気にせず、顔を中庭の向こうに見える、もう一つの戸口に向けた。

　そこから、人の声が聞こえた気がした。

　コンスタンティンは、猫に静かにしているようにと手で合図を送り、自分はゆっくりと、音を立てないよう、扉に近づいた。兵士たちが話しているのなら、情報を仕入れられるかもしれない。

　近づくと、やはり二人の人間が話し合う声が漏もれている。コンスタンティンの耳でも詳しよう細さいは聞き分けられないから、かなり声を潜ひそめているのだろう。

　扉は完全には閉まっておらず、コンスタンティンは僅わずかに開いたその隙すき間まから様子を窺うかがい、耳をそばだてる。

「あなたの仕事をするのはこれが最後ですよ」

　若い男の声が聞こえてきた。

　扉の隙間から窺った限りでは、声の男は、ちょうどこちらに背を向け、すぐそばにいるもう一人の人物に話しかけているらしい。話しかけられた方が言葉を返したが、奥にいるせいかよく聞き取れない。

「もうすぐ一年と一日……だからこれでおしまい、ね？」

　また最初の声の男がそう言った。若い、屈くつ託たくのない感じがする男の声だ。知り合いのどの声とも違ちがうが、聞き覚えはある気がする。

「ねえ、何度も俺はそう言っているのに。どうしてかなあ」

　くすくすと、彼は笑った。

「どうして──俺を自由にしてくれないのさ」

　言葉とは裏腹に、彼は面おも白しろがるような声で言った。それでいて、本当はどうでもいいような空くう虚きよさも感じられる。

　相手はその響ひびきに気付いているのか、いないのか、何か反論したようだった。

　兵士たちの会話とも思えなかったが、コンスタンティンはもはや動くに動けなかった。動けば勘かんづかれる。いや、勘づかれても離はなれるべきか。事件と関係のない会話を盗ぬすみ聞きするのは気が引けた。

　だが、彼らの声の調子はどこか緊きん張ちようを孕はらんでいる。それが引っかかり、離れる決心もつかない。

　その時、手前の人物がきびすを返してこちらを向いた。

　ちらりと見えた靴くつ底ぞこが、赤黒い。

　血の海を歩いたように、その靴底は乾かわいた血で汚よごれていた。

「バート」

　奥にいる方の男が手前の男にそう呼びかけた。声はやはり小さく聞き取りにくかったが、それだけははっきりと聞こえた。

　そうだ。コンスタンティンの頭に、愛あい嬌きようのある若い男の顔が浮うかんだ。

　この手前の男の名はバートだ。強ごう盗とうの被ひ害がいに遭あった家の前で二度会った。声を覚えている。このマントも。

　バートは一度足を止めたが、結局何も言わず、扉を開けた。

　コンスタンティンは、咄とつ嗟さに扉の陰かげになるように壁かべに張り付き、さらに頭を低くして草むらに身体からだが隠かくれるようにした。

　扉は中庭に向かって開いたから、運が良ければ、バートが振ふり向かなければ、いや、振り向いたとしても、この生おい茂しげった草が、身体を隠してくれるかもしれない。

　息を詰つめて、コンスタンティンはバートが中庭に入って、振り返らずそのまま中庭を突っ切っていくのを見送った。心臓がばくばくと鳴った。

　だが、不意に、バートは立ち止まって、林りん檎ごの木を見上げた。林檎の木は白い花を咲さかせた後で、すでに幾いくつもの小さな青い実が、枝の先にぶら下がっていた。

「ちっちゃいなあ」

　バートは林檎の実を見上げてそう呟つぶやいた。完全に独り言の口調だった。

　しかし、彼は彼女のいる方を振り返って、にこりと、実に愛らしい笑えみを浮かべた。

「まだ食べられないね」

　そう言うなり、コンスタンティンに逃にげることも、声を上げることも許さず、すでに手にしていた木の枝を投げつける。

「！」

　枝自体は難なく避よけられたが、ただでさえ姿勢を低くして隠れていたので立ち上がるのが遅おくれた。扉とびらに手をかけた時にはもう遅おそく、後頭部を殴なぐられた──たぶん、そこそこの太さがある枝で。

　ちゃり、という、場ば違ちがいに涼すずやかな音が聞こえた気がした。
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　朦もう朧ろうとした意識の中で、バートに背負われて階段を上ったことは覚えている。

　それから見知らぬ部屋のベッドに放ほうり出され、そばにあった水差しの水をかけられたところで、ようやく事態を飲み込んだ。

　娼館の空き部屋に連れ込まれたのだ。

　最悪だ。

「う……」

　身体を起こす前に、腹の上にのしかかられた。

「やあ、コンスタンティン。痛そうだね。ねえ、どうしてさっき隠れてたんだい？」

　後頭部がずきずきと痛む。痛みに耐たえて彼を振り払はらうことはまだ十分に可能だったが、人にん間げん離ばなれした力を発揮して怪あやしまれるのは避さけたかった。今の彼女は【黒い羊シスター・ブラツクシープ】ではなく、コンスタンティン助祭なのだから。何より、二度会っただけとはいえ、相手は顔見知りだ──説得できるならしたい。

「バート、落ち着い……」

「俺は落ち着いてるよ。ねえ、コンスタンティン、こんな殺人があった場所にどうして来たの？　こそこそ隠れるなんて、怪しすぎるよ。こんなふうに手て荒あらに扱あつかわれても仕方ないよ。ああ、そうか、もしかして、何か聞いたのかな？　たとえば、こわーい人の内ない緒しよ話ばなしとかを」

「僕は何も、」

　コンスタンティンは痛みを堪こらえてなんとか言葉を絞しぼり出したが、バートは声を上げて笑った。明るい、澄すんだ若者の笑い声だ。他ほかの状じよう況きようで聞けば耳に心ここ地ちよいだろうそれが、今は恐おそろしい。バートの態度が、昨日や一昨日おととい話した時とまったく同じであることが恐ろしい。彼の髪かみをまとめていた紐ひもは取れて、中ちゆう途と半はん端ぱな長さの金きん髪ぱつが肩かたにかかっていた。

　明るく人なつこい笑顔で、悪意を一ひと欠片かけらも混ぜずに、彼は言う。

「何も聞かなかった？　それを信じると思う？　バカなコンスタンティン──」

「ほん、っとに、」

「しょうがないな。善い人を傷つけるのは好きじゃないんだけど」

　びり……という音が聞こえた。コンスタンティンは身体を強こわ張ばらせた。目だけで右袖そでを見る。バートが、いつの間にか取り出した細身の短たん剣けんで、コンスタンティンの僧そう衣いの右袖を手首のところから肘ひじまで切り裂さいていた。露あらわになった肌はだの上に短剣の刃はが置かれる。ちょうど、手首の上を横断するように。

　恐きよう怖ふを感じて逃れようとしたら、膝ひざで手の甲こうを押さえつけられた。

　バートが、もがくコンスタンティンの耳に唇くちびるを寄せた。解けた金髪が首筋に触ふれる。

　笑みを含ふくんだ声が、耳の中に直接囁ささやかれた。

「叩たたき斬きるよ。言って」

「待っ……！」

　バートは短剣を振り上げた。コンスタンティンは渾こん身しんの力を振り絞ってバートの膝を払い除のけて身をひねった。

　次の瞬しゆん間かん振り下ろされた短剣は、コンスタンティンの僧衣の袖をベッドに縫ぬい留めただけだった。

「体重のかけ方がうまいね。見かけによらず、喧けん嘩か慣れしてる？」

　バートは意外そうに言った。今度は左手でコンスタンティンの胸むな倉ぐらを摑つかみ、短剣をその胸元に振り下ろす。

「！」

　僧衣が、首から胸元にかけて真っ直すぐに引き裂かれた。

　ぞっとしてコンスタンティンは腕うでで僧衣を押さえる。心臓が耳の中で鳴り響く。思春期を迎むかえた頃ころから布をきつく巻き付け、決して人前にさらさなかった肌が、秘密が、暴あばかれてしまう。

「い…………」

「あんまり暴れないでくれる？　俺、そんなに喧嘩は強くないし」

　確かに、彼の力は並だったが、それを補うほどに動きは機き敏びんで、何より場慣れしていた。どこをどう押さえ、どれくらい力をかければ相手を支配できるか、完全に把は握あくしている。自信に満ちた揺ゆらがない目で彼女を見下ろし、通りで出会った時と同じように微笑ほほえみを浮かべている。

　悪あく魔まのように。

　しかし、彼は人間のはずだ。

「やめ……ろ」

　声は抵てい抗こうというにはあまりに弱々しい。僧衣を押さえる手も、震ふるえ始めた。

　コンスタンティンは情けない自分を心の中で殴り飛ばし、腹に力を入れて、相手を睨にらみつけた。

「やめろ、バート！　こんなことして何になる。僕は何も聞いていない。君がここで何をしてたかもわからないし、興味はない。僕は、店で事件があって動どう揺ようしてる女の子やお客さんと話をして、死んだ男のためにお祈いのりをしてただけだ」

「俺が、ここで何をしてたか、だって？」

　バートはくすくす笑いを漏もらし、短剣で彼女の頰ほおを撫なでて言った。

「俺はここと取り引きがあるパン屋の使いさ。事件があったから、今日の分のパンはどうしようかって相談に来たんだ。君があそこで何を聞いたにしろ……」

　ふと、彼はコンスタンティンの頰を撫でていた短剣の刃を止めた。不思議そうな顔で、じっと彼女を覗のぞき込む。

　コンスタンティンは緊張し、胸元を押さえる腕に力を込めた。

「な、なんだ……」

　ヘンなの、とバートは言った。

「震えてるからかな。コンスタンティン、女の子みたいに見える」

　──女の子。

　動揺を、殺しきれなかった。

　コンスタンティンは表情が凍こおり付いた顔で、目を見開き、バートを見つめた。虚うつろな目をした自分が、バートの目に映っているのが見えた。僧衣の胸元を押さえる自分は、まるきり女の子だった。

　限界だ。

　たとえ人ならぬ力を疑われようと、これ以上この部屋に彼といてはいけない。

「？　君って……」

　コンスタンティンはバートにそれ以上言わせる前に殴り倒たおそうと、上半身に力を入れた。

　だが彼女が完全に起きあがる前に、扉が、乱暴に開かれた。

　バートはハッとして振ふり返った。入ってきたのは、三十代の瘦そう身しんの男だ。

　後ろ手で扉を閉める闖ちん入にゆう者を、バートはじっと睨みつけた。

「おじさん、悪い人だね。俺わかるんだよ。ねえ、誰だれ？」

　彼の名前はコンスタンティンが知っていた。

「ヒース……」

　彼女がそう呟くと、名前を聞いたことはあるのか、バートが反応した。

「ヒース？　【錠じよう前まえ屋】の？」

「俺の店で何してる、ぼうや」

　部屋を横切り、テーブルのそばまで歩いてきたヒースがそう言った。そこは娼しよう館かんの一室であり、客を泊とめると同時に宿で働く女たちの部屋でもあったので、テーブルには化け粧しよう道具が散らばっていたし、バートが先程コンスタンティンに中身をぶちまけた水差しも置いてあった。

　ヒースは何故なぜかこの状況で水差しを手に取った。

　バートははたと我に返ったような顔で、跨またがるコンスタンティンを見下ろし、それから室内を見回した。シーツの上の二人、コンスタンティンを連れ込む時に倒してそのままになった椅い子す、鎧よろい戸どが上げられてはいたが中庭に面して通りは見えない窓。

　バートは噴ふき出すように笑った。

「あなたの娼館で、部屋に聖職者を連れ込んでました──なあんて。冗じよう談だんですよ、ちょっとじゃれてただけです、ね、コンスタンティン」

　笑ってそう言う彼の頭に、ヒースは何も言わずに水差しを振り下ろした。

　陶とう器きの水差しは割れて、残っていた水がバートとコンスタンティン、シーツを濡ぬらした。

　バートは濡れて金色の髪が張り付く頭を押さえた。陶器で切ったのか、血が一いつ滴てき、こめかみの辺りから滴したたった。髪が垂れて、表情は窺うかがえない。その首筋に妙みようなものが見えた。銀色に光る、細い鎖くさりだ。鎖には指輪が一つ通されて、彼の胸元で揺れている。コンスタンティンともみ合った時か、今殴なぐられた拍ひよう子しにか、服の下にしまっていたものが出てきたのだろう。それが、鎖とこすれて、しゃらりと涼すずやかな音を立てた。

　コンスタンティンは、呆ぼう然ぜんとその音を聞いていた。

　目の前で揺れる指輪は銀製で、同じく銀製のハヤブサか鷲わしとおぼしきものが、翼つばさを閉じ、リングに足をかけた姿で、まるで止まり木に止まるようにかたどられていた。

　彼は俯うつむき、小さく、笑えみの混じる声で呟つぶやく。

「……ってぇ」

「失うせろ」

　ヒースは手元に残った水差しの持ち手を床ゆかに放ほうり投げ、ぶっきらぼうにそう言った。

「…………あは、失せろって、言ったって、どこも……ね」

　ぽつ、ぽつ、とバートが何か言った。だがそれ以上は聞き取れなかった。

　バートは顔を上げないままゆっくりと寝しん台だいから降りて、扉とびらから外へ出て行った。

　ただ、その直前、肩かた越ごしにちらりとコンスタンティンを振り返り──笑った。

　目を細め、口元をおかしそうに歪ゆがませて。

　コンスタンティンは、バートが出て行き、扉が閉められるのを待って、口を開いた。

「ヒース。どうしてここに？」
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「ガキが部屋に聖職者連れ込んだって言われて来ただけだ。ここは俺の店だっつったろ。騒さわぎ収めるのも俺の仕事なんだよ」

「……助けてくれてありがとう」

　は、とヒースは笑った。

「おまえの礼の言葉なんて久しぶりに聞いたな。そんなに怖こわかったのか？」

　からかうような口調だった。

　だがコンスタンティンは何も言えずに俯いているだけだった。

　それを不ふ審しんに思ったのか、ヒースが手を伸のばし、コンスタンティンの頭を摑んで顔を上向けた。その顔を見たヒースは眉まゆを顰ひそめた。

「何泣いてんだ」

「泣いてない。これはあんたが水差し割ったからだ」

　濡れた頰をじろじろと見られ、コンスタンティンは視線を逸そらした。ヒースの手は勝手に離はなれていった。

　コンスタンティンは、寝台に座り込んだまま、ぼんやりと部屋を見回した。乱れたシーツ、割れた水差しの欠片かけらと、散らばったテーブルの上の化粧道具。

　あらためて見ると、そこは娼館の一室以外のなにものでもなく、その寝台に胸元を切り裂さかれて座り込む自分はいったいなんなのだろうと思った。

「へえ」

　笑みを含ふくんだ声が聞こえた。

　我に返って顔を上げると、ヒースはにやにやと笑いながら、コンスタンティンを見下ろしていた。彼の手がまた伸びて、強ごう引いんに顎あごを捕とらえる。

「何を……っ」

「おまえがこんなに落ち込んでんの、いつぶりに見たかな。アンガスが死んだ時以来か？　あの時はもっとひどかったか」

　コンスタンティンは目を見開いた。頭の中でがんがんと警けい鐘しようが鳴り響ひびく。助けられたなんてホッとしている場合ではない。相手はヒースだ。バート以上に気を抜ぬけない相手ではないか。彼に胸むな元もとを見られてはいないか、不安がこみ上げ、一気に背筋が寒くなった。

「男に襲おそわれたくらいで、そうへこむようなことでもねえだろ。昔はよくあったじゃねえか。いや……あの頃ころは馬乗りにさせたことはねえか？　警けい戒かい心の強い野の良ら猫ねこみたいに、いつも気を張って舐なめられねえようにしてたもんな。まあ、こんな隙すき見せてくれちまって……」

　コンスタンティンはヒースの手を叩たたき落とした。

　ヒースは撲ぶたれた手を振り、皮肉っぽい印象の強い顔に、薄うすっぺらな笑みを浮うかべた。

「おいおい。俺はてめえの心配をしてやってんだぜ。なあ、何か落ち込むようなことでもあったのか？　それとも今の環かん境きようがぬるま湯すぎて、この街での生き方まで忘れちまったのか？」

「あんたに関係ない……」

　ヒースは屈かがみ込み、彼女の耳元に口元を寄せて囁ささやいた。

「関係ならあるぜ。おまえが裏切られて沈しずんでるのを見るのは辛つらい。悩なやみがあるなら言ってみろよ。相談に乗ってやる。おまえの周りにゃあ代官も司祭もいるが、そいつらには言えねえこともあるだろう？　最近は行ぎよう儀ぎよくしてるらしいが、おまえがそんな単純で従順な人間なんて俺は信じねえ。おまえはもっと利口で激しいもんを抱かかえたやつだ。あの頃おまえが俺の周りうろちょろしてた理由もわかるさ。おまえは身近な善人どもにゃ解決できねえ問題を抱えてたんだ。怒いかりや、絶望や……おまえから伝わってきた。今もだ」

　言っちまえよ、とヒースは言った。その顔に浮かぶ笑みはひどく薄っぺらで噓うそっぽいのに、声は彼の真意が込められているかのように低く落ち着いて、労いたわりすら感じられた。

　ヒースは勘かんが良い。そして、一度相手の弱みを握にぎったらそれをネタに骨の髄ずいまでしゃぶる。

　絶対に、彼にだけは知られてはならない。

　コンスタンティンは、無意識のうちに胸元を押さえる手に力を込めた。ヒースが優やさしく思えても、それはうわべだけだ。そのはずだ……

　ヒースは彼女の前に椅子を持ってきて腰こしを下ろし、足を組み、俯く彼女を見下ろした。

「なあ、コンスタンティン」

　一度はコンスタンティンが自分から踏ふみ込んだ相手だ。思春期を迎むかえ、男として生きることにも、悪あく魔まの花はな嫁よめとなることにも絶望したコンスタンティンは、鬱うつ屈くつした感情を吐はき出す場所もなく、危険な相手とわかっていながらヒースに近づいた。ヒースはアンガスやレオンとはまったく違ちがうタイプの大人で、コンスタンティンを好きにさせてくれた。彼は良心の呵か責しやくからも、法からも自由で、がんじがらめになっていたコンスタンティンにはその生き方はひどく魅み力りよく的に見えたのだ。

　惹ひかれたのはコンスタンティンだ。この状じよう況きようを招いたのも。

「ヒース。あんたは」

　コンスタンティンはぽつりと呟いた。

「僕を嫌きらってる。そんな相手に人生相談なんてするわけないだろう？」

「嫌う？」

　テーブルに頰ほお杖づえを突ついて、おかしそうに、彼は目を細めた。

「こんなに可愛かわいがってやってんのに、俺がおまえを嫌ってるって言うのか。まったく……」

「あんたはなんでも嫌いなんだ。なんでも憎にくんでる。だからなんでも汚けがそうとするんだ。そうすると安心するんだ。自分と同じになるから」

「ふぅん。じゃあ、」

　ヒースはコンスタンティンの言葉にも表情を変えなかった。ただ、コンスタンティンの方に手を伸ばし、その赤毛を一ひと房ふさ摘つまんだ。

「その理り屈くつに従って、おまえのことも汚してやろうか？」

　耳じ朶だを舐めるような低い声にも髪かみを弄いじる指先にも、そしてその虚こ空くうのような黒い目にも、悪意しか感じられなかった。

　コンスタンティンは強い目で彼を見返して言った。

「こんなこと続けたって、あんたは救われないよ」

「救われたくてやってるわけじゃねえよ」

「違うよ」

　否定され、ヒースは癇かんに障さわったのか黙だまり込んだ。コンスタンティンは髪を弄る彼の手を摑つかみ取り、それを押しのけながら言った。

「あんたは信心深い。悪徳の中に他人を堕おとすのは、誰だれもがそこに堕ちるってことを証明したいからだ。どんな善人でも、どんな高貴な人物でも、結局は自分と変わらないって証明したいのさ。その人数とどんな落とし方をしたかで、あんた自身の罪の贖あがないにしようとしているんだ。あんたはあらゆるものが堕だ落らくした中でしか安心して眠ねむれないんだ。でもそんな日は来ない。あんたの望むようには僕は堕ちない」

　ヒースはしばらく黙って彼女を見ていた。口元には相変わらず皮肉げな笑みが浮かんでいたが、その目からは笑みの気配が消え去っていた。コンスタンティンの言葉は、ある程度彼の心を乱しているらしかった。

　やがて、彼はゆっくりと立ち上がり、彼女を見下ろし、吐き捨てるような、嘲あざけるような口調で言った。

「くだらねえ。貧しく、惨みじめなままでも、心は清く生きたいなんてのは、欺ぎ瞞まんだ。負け犬が言い訳してるだけさ。この街じゃ悪徳は必要不可欠なもの、街を動かす一つの欠片だ。そいつがなけりゃ、この街はそもそも存在してねえよ。なあ、おまえもあのじいさんみてえにカスみたいに生きてカスみたいに死にてえのか？　惨めなアンガスみてえによ──」

「ファーザーは惨めじゃなかった」

　コンスタンティンは反射的に立ち上がっていた。声も表情も尖とがる。

　嚙かみつきそうな顔のコンスタンティンを見下ろし、ヒースの目に再び満足げな笑えみが戻もどる。

「ボロ教会で、噓うそ臭くせえ説教だけして人生終えたんだ。ろくに話も聞かねえ怠なまけ者の信徒ども相手によ。この世界を動かすものが何かってことに、気付くこともできねえで。なあ、それって、この世で一番惨めじゃねえか？」

　違う──アンガスがやってきたことを、そんなふうにこの男に評されるのは耐たえられなかった。アンガスのように、淡たん々たんと日々を諦あきらめずに投げ出さずに生きることがどれほど大変で、大切なことなのか、この男に言っても無む駄だなことはわかっていたが。

　コンスタンティンはヒースの身体からだを押しのけ、部屋を出ようとした。その手首をヒースが捕らえる。指に込められた力は驚おどろくほど強い。

　ぎり、と奥歯を嚙み締しめ、コンスタンティンは彼を振ふり返った。

「僕に触ふれるな、ヒース」

　ヒースは軽く目を瞠みはる。コンスタンティンは爆ばく発はつしそうな感情を抑おさえ込み、ヒースを見み据すえた──いっそこの胸元を押さえる手が自由になるなら、その腹に一発ぶち込んでやりたかった。アンガスは彼女の育ての親で、母の顔も朧おぼろにしか覚えていない彼女には、本当の親も同然だった。唯ゆい一いつの家族だった。これ以上ヒースの言葉を聞いていたくなかった。この衝しよう動どうを抑え込み、何もせずにいられる自信がなかった。

　その時の自分がどんな顔をしていたのか、コンスタンティンには勿もち論ろんわからない。

　だが、ヒースは彼女の顔を見つめ、何故なぜか相そう好ごうを崩くずした。ひどく嬉うれしそうに、おかしそうに笑って言った。

「いい目だ。人でも殺しそうだな」

　──自分がどんな顔をしているのかは、わからない。

　それでも想像できてしまい、彼のせいで自分がそれだけ乱されたことも、そのせいでヒースを喜ばせてしまったことも悔くやしくて、コンスタンティンは奥歯を食いしばる。彼の言葉には応こたえず手を振り払はらって扉とびらに向かった。

「待てよ。その恰かつ好こうで外に出るつもりか」

　もう立ち止まるつもりはなかったが、そう言われてコンスタンティンも足を止めた。僧そう衣いの胸元は裂さかれている。手で押さえて教会まで帰るのは、さすがに人目を引きそうだ。

「何か着るもの持ってきてやるよ。ここで待ってろ」

　拍ひよう子し抜ぬけして立ちつくすコンスタンティンの前で、ヒースは扉を開け、廊ろう下かへ出て行った。
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「俺は聖職者様に衣服を用意してさしあげただけだぜ」

　ヒースはにやにや笑って言った。コンスタンティンは、顔を真っ赤にして、怒ど鳴なった。

「ふざけるな！　あんたどうなんだ、わかってんじゃないだろうな、おい！　わかっててやってたら殺すからな、月のない夜は背中に気を付けろ！」

「なんだよ、『わかってる』って？　おまえがたいがい女顔なのは知ってるけどな。いや、悪くないぜ。むしろ、上玉──」

「もういい！」

　そこはまだ同じ部屋の中だった。

　コンスタンティンはヒースが用意した服を着て、ヒースの前に立っていた。他ほかに選せん択たく肢しがなかったのだ。びりびりの僧衣ではいつ胸に巻いた布やふくらみに気付かれてしまうかと気が気ではなくて、ヒースの用意した服に絶句したものの、とりあえず着き替がえてから文句を言うことにした。

　ヒースはコンスタンティンがほとんど見たことがないような、素す晴ばらしく上じよう機き嫌げんな笑顔で言った。

「なあお嬢じようさん、うちの店で働いてみねえか？」

「黙れ女衒ぜげん!!」

　コンスタンティンは吐き捨てた。

　彼女が身に着けていたのは、女物のドレスだった。

　彼女の瞳ひとみを思わせる深い緑のドレスは、上半身は身体の線にぴたりと沿い、腰から下はドレープがつけられてすんなりと垂れ、足首を隠かくしている。袖そでは肘ひじまではゆったりとしたドルマン式、そこから先は装そう飾しよく的なボタン付けがされて、身体の線に沿うようになっている。さらに短いケープを羽織り、フードを被かぶればコンスタンティンを男だと見破るのは困難になるだろう──いや、彼女は本当は男ではないのだから、当たり前なのだが。

　確かにコンスタンティンも、幼い頃ころは祭りの女装に憧あこがれた。街の男たちの女装はとても見られたものではなかったが、立派に成長した自分が着たらどうなるだろう、もしかしたらすごい美女が現れるかもしれない──そんなふうに空想したこともある。

　だが、だからといって、こんな状じよう況きようで、こんなふうに、女装をしたかったわけではない。考えてみれば娼しよう館かんで余分な服を探したらドレスが出てくるのは当然だが、それを笑顔で差し出すヒースには悪意しか感じられない。さすがに女だとばれているわけでは……ないと思いたいのだが。

　ヒースは心外そうな表情で言った。

「俺はこの宿の出資者ってだけで、別に女衒なわけじゃないぜ。他にも商売は手広くやってるしな」

「どうでもいいよ、どうせ違い法ほうなことか違法すれすれなことばっかりだろ！」

「そういえばおまえ、女顔なの気にしてたもんなあ……いやいや、これほどとは」

　これ以上言葉を返しても、相手を喜ばせるだけだ。コンスタンティンは口を噤つぐむことにした。

　ヒースは心底楽しそうだった。

「まあ、それで、何があった。どうして短たん剣けん突つきつけられるようなことになったんだ？」

　コンスタンティンはバートの言葉を思い返し、彼の靴くつ底ぞこの汚れを思い返した。あれは血の汚れだった。話を聞かれたと思ったバートが、短剣を持ち出してまで脅おどしたことから考えて、あれは法に触れる『仕事』の話だったのだ。

「……なんでもないよ」

　コンスタンティンはそう言っただけだったが、ヒースは何か勘かんづいたらしく、深入りするなよ、と忠告してきた。珍めずらしく、不快さを表情に出している。

「あのガキ何するかわかんねえからな」

「……？　ヒースは知ってるの、バートのこと」

「派手にやらかしてるからな」

　ヒースも裏では名の知れた悪党だ。彼の下もとにならば、レオンですら知り得ないような情報も集まってくる。派手にやらかしている……というのは、勿論、バートがヒースの耳に入るようなやり方で法に触れることを繰くり返しているということだろう。

　思い返せば、バートは前日に会った時も強ごう盗とう被ひ害がいに遭あった屋や敷しきの裏にいた。彼自身、警備隊の仕事をしていると言っていた。今日も、殺人があったこの宿に姿を見せた。

　嫌いやな予感を覚え、コンスタンティンはヒースに尋たずねた。

「バートは、警備隊にコネでもあるの？」

　残念ながらサクスの警備隊には腐ふ敗はいが蔓まん延えんし、その一いつ掃そうにレオンも頭を悩なやませている。金をもらって犯罪に目を瞑つぶる者も多い。バートは彼らのうちの誰だれかを抱だき込んでいるのかもしれない。あるいは──警備隊の誰かが、バートを抱き込んでいるのか？

　ヒースは薄うすく笑うだけで、はっきりとした答えはくれなかった。こういう時の彼は、絶対に口を割らない。諦あきらめて、コンスタンティンは話題を変えた。

「じゃあさ、ちょっと質問なんだけど、もしも外の人間が税がかからないようにサクスの中に荷を入れたいと思ったら、どんなルートがある？」

「俺が言うわけねえだろ。おまえが密輸をしたいって言うなら話は別だがな」

「別に具体的なものを知りたいわけじゃないよ。裏ルートとかあるのかな、と思っただけ。西の城じよう壁へきにある抜ぬけ道とかなら僕も知ってるけど」

「いや、あそこは警備隊も気付いてて、時々取り締まっている。使うのはほとんどただの市民だ。俺たちはあそこは使わねえ。それに、よそ者なら抜け道には疎うといだろう」

「じゃあ、よそ者ならどうする？　普ふ通つうは？」

　ヒースは少し考える様子を見せたが、この程度ならいいだろうと判断したのか、教えてくれた。

「関税逃のがれが目的なら、一いつ般ぱん的なのは賄わい賂ろだな。担当の兵士に少し摑つかませるんだ」

「あ、なるほどね……」

　やはり蛇じやの道は蛇へびだ。もしかしたら、今回の連続強ごう盗とう事件の犯人も、そうやって関税を逃れたかもしれない。その場合は関税逃れをさせた警備兵がいることになり、最悪、賄賂を受け取ったことを隠そうと、自分が通した人間について正確な情報を報告しなかった可能性もある……なかなか面めん倒どうな事態だ。

　その時、突とつ然ぜんどんどんと激しく扉を叩たたく音が響ひびいた。驚いて振り返るコンスタンティンの視線の先で、扉が開け放たれた。誰かが外から蹴けり開けたのだ。

「！」

　コンスタンティンは寝しん台だいの上に放ほうり出していたケープを摑み、それを羽織ってフードを深く被った。

　ヒースはたまたまか、意図的にか、彼女の姿を隠すように前に出た。

「これはこれは、代官様。いったい何のご用で？　待っていてくだされば、こちらで扉を開けましたものを」

「騒さわぎが起こっていると報しらせがあったぞ」

　コンスタンティンはヒースの後ろからそっと様子を窺うかがった。

　扉を蹴け破やぶって入ってきたのは、いつになく厳しい表情のレオンだ。後ろに若い兵士を──コンスタンティンの昔なじみでもあるあの若い兵士を連れている。

　レオンはざっと室内を見て、乱れたシーツと壊こわれた水差しに目を留め、もう一度ヒースに視線を戻もどした。

「……争いごとがあったようだな？」

　レオンの問いに、ヒースは肩かたを竦すくめた。

「大したことじゃありません。出入りの奉ほう公こう人が、店の娘むすめに手を出そうとしたもんで叩き出してやっただけですよ。お騒がせして申し訳ありませんねえ」

「その娘か？」

　ぎくりとして、コンスタンティンは一歩後あと退ずさった。怯おびえた態度に、レオンが眉まゆを顰ひそめた。

「ケガはないか？　今のこの男の話に相そう違いはないのか？」

　コンスタンティンはできるだけ深くフードを被り、俯うつむき、顔が見えないようにしてただ頷うなずいた。

　レオンは不ふ審しんに思ったのか、一歩近づいてきた。

「勘かん弁べんしてくださいよ」

　嫌になるほどの猫ねこ撫なで声で、ヒースは言った。

「ここじゃあ、色々と複雑な事情のある娘たちが働いているんです。わざわざ顔をさらさせて恥はじをかかせる気ですか？」

　険しい表情ながらもレオンは足を止めた。しばらくコンスタンティンの姿を見ていたが、やがて溜ため息いきを吐ついて、彼女に言った。

「何かあったら城に来るといい。訴うつたえたいことがあるなら」

　コンスタンティンは、ヒースの陰かげでこくりとまた一つ頷いた。

　レオンはこの場は引くことにしたらしく、最後にヒースに鋭するどい視線を向けた。

「その出入りの男とやらはどうした」

「叩き出したって言ったでしょう、もうこの店には入れませんよ。それより代官様、殺人の取り調べってのはまだかかるんで？　今夜は店を営業できないんですかね？」

「無む認にん可かの娼館をか」

　く、とヒースは肩を震ふるわせて笑った。

「娼館？　うちはただの居酒屋ですよ。ちゃんと経営権もある。他ほかに行く当てのない娘たちを雇やとってるだけでして……娘たちにいかがわしいことをしろなんて指示はしていません。もしもおとがめを受けるようなことをしているのなら、それは娘たちの独断ですよ」

「それが通ると思っているのか……！」

「娘たちは市外追放でしょうね。可哀かわい想そうなことだ。仕事も失って……ねえ？」

　レオンの眼まな差ざしがますますきつくなる。市内には女性の働き場もあるにはあるが、その給金はあまりに安く、借金を抱かかえていたりすると、まったく食べていけなくなる。公こう認にんだろうが無認可だろうが、娼館で働く女たちは他に生きるすべも居場所もなくした者が多い。

　ヒースはおかしそうに低い声で笑った。

「ああ……代官様も大変ですな。あなたも、なかなかどうして、自由にはできないものだ……」

　堪こらえきれなくなったのは、レオンの後ろに控ひかえていた若い兵士だった。

「貴様、それ以上愚ぐ弄ろうするつもりなら……」

「よせ」

　レオンの声が、兵士の勇み足を止める。

　レオンは、コンスタンティンには一度も向けたことのない、暗く激しい感情を宿した目でヒースを睨ねめ付けた。

「時々、おまえが俺の前で法を犯おかしてくれないかと思うことがある」

「斬きり殺す大義名分が欲しいので？　あのつまらねえ強盗のように」

　ヒースが間を置かずそう言い返す。兵士は余計いきり立ったが、それをレオンは片手を上げて押しとどめた。それをいいことに、ヒースはまたくすくすと笑って言った。

「でもそんなことをしたって、わたしらは消えてなくなりゃしませんよ。斬っても斬っても後から湧わくだけです。俺を殺したって誰かが代わりを務める。ねえ、代官様……昨夜は良かったですねえ、手続きを省略できて」

「俺が意図的に殺させたとでも言いたいのか？」

「いいえ、滅めつ相そうもない……ねえ、でも、それなら」

　今やレオンの目は燃えるようだった。その視線をひるみもせず受け止めて、ヒースは言った。

「どうして、剣けんに手をかけていらっしゃるので？」

　コンスタンティンはびくりと震えた。確かにレオンが剣の柄つかに手をかけていることに気付いたのだ。

　わかりますよ、とヒースは言った。

「わかりますとも……わたしらはクズだ。斬って捨てたい気にもなるでしょう。善良な市民の血を啜すすって生きてる。あなたは、わたしらへの怒いかりを毎日毎日溜ため込んで生きている。あなたは真ま面じ目めな御お方かただから、わたしらの存在が理解できないし許せない。そうでしょう……？　あなたは悪党と悪徳を憎にくんでる。それはこの街を憎んでいるということですよ」

　それは、バートの口から聞いたレオンを評する言葉とよく似ていた。レオンが真面目な男なのはコンスタンティンも知っている。ヒースのような悪党を憎んでいることも。

　だが、街を？　このサクスを？

　そんなわけがない、とコンスタンティンは言いたかったが、口を開くことはできなかった。だから、レオンの否定の言葉を待った。

　レオンは否定しなかった。

「……行くぞ」

　そう言って、まだ怒りを収めていない兵士を連れ、部屋を出た。

　コンスタンティンはぼんやりと立ちつくした。

　レオンの苦しみは知っていた。代官の地位に就ついてから彼は苦労してこの街を少しでも安定させようとしてきた。だがこの街には領主の法でも参事会の法でも教会の法でもない第四の法があって、ヒースのような犯罪者たちがその名もない法を支配していた。

　それがどれほどの苦しみなのか、コンスタンティンは本当には理解できていなかったのかもしれない。

「コンスタンティン？」

　そっと、小さな声でヒースが囁ささやきかけてきた。

　コンスタンティンは顔を上げた。すでにレオンらの足音も遠ざかり、聞こえなくなっていた。ヒースは扉とびらを開けて外に出ていた。コンスタンティンは小走りで彼に追いつき、その後ろに付き従った。




『ここを愛せない』




　ヒースの言葉が呼び水になって、何年も前の記き憶おくが掘ほり起こされた。コンスタンティンは気分の悪さを覚えて口元を押さえた。

　そうだ。

　レオンは、確かにそう言ったことがある。
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『たった十四だぞ！』

　礼拝堂に響ひびくレオンの声は、悲鳴のようだった。

　たまたま脇わきの通路から礼拝堂に出ようとしていたコンスタンティンは、扉を開けたところで固まってしまった。何かまずい話なのではないかと思ったが、初めて聞くレオンの激しい声に、足は竦んで動かなくなってしまった。

　レオンは主祭さい壇だんの前でアンガスといて、彼らはコンスタンティンの存在に気付いてもいないようだった。

　それは、確かレオンが代官になって半年ほど経たった、夏のことだった。

　アンガスが何か言って落ち着かせようとしていたが、レオンは激しい怒りを隠かくそうともせずに声を張り上げている。

『十四歳の少年を殺して、何もかも奪うばって、カラスの餌えさにしたんだ──なんだって言うんだ？　あんな……なんであんなことができる？　金？　あの子がそいつより裕ゆう福ふくだっただけで、殺されたって言うのか？　この街はどうなってる？　あの服は？』

『服？』

　アンガスが聞き返し、レオンは手で顔を覆おおい、呻うめくような声で答えた。

『あの子の着ていた服だ。血の付いたマントとベルトが売りに出されていた。仕入れた古着屋はそれを洗い落として……平気な顔で売りさばいていた。前の持ち主は死んでいると知っていて仕入れてたんだ。通報もせずに！　その頃ころあの子は刺さされて川かわ縁べりに捨てられていた。川から通りに上がろうとした跡あとがあった。あの子は捨てられた時まだ息をしていたんだ。生きたあの子を見た者もいた。だが彼を見た誰だれもが素知らぬふりをした、病気の浮ふ浪ろう児じだとでも思われたんだろう、そういう子なら確かにこの街にはありふれている！　そしてこの街はそれを見捨てていくようなやつらばかりなんだ！』

　語気が荒あらい。

　そして、彼は言ったのだ。

『この街はどうかしてる』

　手で顔を覆ったまま、泣き笑いのように、震ふるえた声で。

『ここを愛せない』

　扉の陰かげで、コンスタンティンはぼんやりとその言葉を聞いていた。知り合って数年が経ち、コンスタンティンにとってレオンはかなり好ましい人物になっていたから、その告白による衝しよう撃げきは小さくはなかった。コンスタンティンは物心ついてからはサクスで育ち、サクスしか知らないで生きてきた。好きも嫌きらいも、居場所はここしかなかった。

　だから、悲しかった。

　その後の会話はよく聞こえず、ぼんやりしていたコンスタンティンが我に返ったのは、礼拝堂の正面扉が開く音を聞いた時だった。
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　──追つい憶おくの中のように、扉が開く音が聞こえた。

　ぼんやりと階段を降りていたコンスタンティンは、音に気付いて顔を上げた。階段を降りた先は廊ろう下かだ。その先にある裏口の扉が開いたのだ。

　最初に飛び込んできたのは黒くろ猫ねこだった。

　それから、息を切らしたユリエル。

「ファーザー!?」

　コンスタンティンは驚おどろきのあまりそう叫さけんだ。

　猫ねこは真っ直すぐに階段を駆かけ上り、まだ中なか程ほどにいたコンスタンティンの足にからみついた。

　ユリエルは、走ってきたのか息を切らしていた。彼の目が驚きに見開かれ、その目に女物のドレスを着たコンスタンティンの姿が映る。コンスタンティンは逃にげ出したい気分になった。可能なら、気付かれないまま司祭館に戻もどり、着き替がえてしまいたかった。少年と言って誤ご魔ま化かすには華きや奢しやすぎる腰こしも、年々柔やわらかくなっていく身体からだの線も、用意されたドレスはあからさまにしてしまう。幾いくら布を巻いて膨ふくらみを押しつぶしても、このドレスでは限度があるのだ。

　かつて祭りでドレスを着ることに憧あこがれた。あの頃そうしていたら誰もが笑うばかりでなんとも思わなかっただろう。そうして可愛かわいいねの一言とささやかな満足感を得て、幼い自分は穏おだやかな眠ねむりに落ちたことだろう。

　──だが、この胸が林りん檎ごのように熟うれた今。

　この姿がもたらすのは、たぶん、嵐あらしだけだ。

「ファーザー。これは──僕は」

　コンスタンティンは情けないのと緊きん張ちようとで消えてしまいたくなったが、とにかく状じよう況きようを説明しようとした。だが、急にユリエルは表情を引き締しめると、しっかりとした足取りで廊下を歩き、彼女たちの方へやってきた。厳しい、張りつめた顔で、階段の下からヒースを見上げる。

「こちらの宿の方ですか」

「ええ」

　ヒースは値ね踏ぶみするような目でユリエルを見つめた。口元には、薄うすい笑えみ。それは彼がいつも浮うかべている、人を嘲あざけるような、惑まどわすような、真意を決して悟さとらせない笑みだった。

　対するユリエルは、笑みなど僅わずかも見せずに言った。

「コンスタンティン助祭をお返しください」

「別に引き留めていたわけではありませんよ。彼の方から来たのです」

　ヒースが笑みを浮かべたままそう言った。ヒースの声には、挑ちよう発はつするような響きがあった。コンスタンティンは肝きもが冷える思いだった。

「ヒース」

　コンスタンティンは小声で彼を呼び、やめてくれと伝えようとした。

　だが、ヒースはユリエルを見下ろし、ゆっくりと階段を降りていく。最後の一段を残して立ち止まると目線の高さはほとんど同じになったが、手すりにもたれて顔を傾かたむけ、ユリエルの顔を、下から覗のぞき込むように見やる。

「ねえ、司祭様。彼の方から来たのです。最初の一歩はいつでも彼の方からです。俺は待つだけですよ、変わらずに、ここで。誰に対してもそうです。あなたにとって、こんないかがわしい宿を経営する男は唾だ棄きすべき対象に過ぎないかもしれませんけどね、最初の一歩はいつでも彼らの側からなんです。堕おちたい男たちは、いつでも、歓かん迎げいしますよ？　聖職者様でもね、勿もち論ろん──」
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　ユリエルは一いつ切さい視線を逸そらさずに、ヒースが階段を降りて目の前に立つまで見み据すえ続けていた。そしてヒースがふと手を伸のばし、彼の肩かたに触ふれた時、弾はじかれたようにその手首を摑つかんだ。

　ヒースは顔色も変えずに言った。

「動物の毛がついていたんですよ……猫かな」

　ヒースの手には確かに黒猫のものらしき獣じゆう毛もうがあった。それは彼の指先から床ゆかに落ちた。

「……それは失礼を」

　ユリエルは、ヒースの手を彼にしては少し乱暴に放した。

　ヒースはまだ笑っている。きっと、ユリエルがこの建物を出て行く瞬しゆん間かんまで笑っているだろう。

「いえ……おや、ここにも」

　ヒースはそう言い、何気ない仕草で今度はユリエルの首元に手を伸ばし、彼の首周りをきっちりと覆う、黒い僧そう衣いの立て襟えりを摑んだ。

　それを無む理り矢や理り引き下ろす。

　ユリエルの首筋が右側だけ露あらわになった。右耳の下から、鎖さ骨こつの上辺りまで。ほんの一いつ瞬しゆん。

　ユリエルは即そく座ざにヒースの腕うでを振ふり払はらった。距きよ離りを取り、乱れた首周りに手を当てる。

「何を……！」

　一瞬しか見えなかったが、その肌はだには赤みがかった、花弁のような傷きず痕あとがあった。

　コンスタンティンは知っている。それは拷ごう問もんの痕あとだ。異い端たん審しん問もんを受けた時に負った傷痕なのだ。ユリエルが日ひ頃ごろ隠かくしているそれが、一瞬とはいえ、ヒースの目にさらされてしまった。ユリエルの心の傷に直結するものが。

「すみませんね。ちらっと見えて、すごく気になったもので。ね、その傷痕面おも白しろいですね」

　ヒースは、玩具おもちやを見つけた子どものように、嬉うれしそうに言った。

「まるでキスマークだ」

　握にぎりしめたユリエルの拳こぶしの中で、指先の傷痕を隠す黒い革手て袋ぶくろがこすれて鳴った。

　だが彼はそれ以上ヒースに構わず、階段を上って、真っ青な顔のコンスタンティンに手を差し出した。

「帰りましょう、コンスタンティン助祭」




　教会までの帰り道、狭せまい路地を抜ぬけ、橋を渡わたり、ひつじ通りに出ても、ユリエルはゆっくりとした歩調で、ドレスのために遅おくれがちになるコンスタンティンの足に合わせてくれた。

　コンスタンティンは申し訳ない思いでいっぱいだった。おそらくヒースは、ほんの僅か覗いていたユリエルの傷痕を見つけて、興味を引かれたのだろう。普ふ通つうの人間なら、痣あざか、服の影かげかと思って気にも留めないようなものでも、ヒースは食いつくのだ。彼は人の弱みを握って生きてきた。そういう習性が完かん璧ぺきに身に付いているのだ。

「申し訳ありません、ファーザー。あの男のことは、僕がもっと気を付けるべきだったのに」

　コンスタンティンは、嚙かみ締め続けたせいで赤くなった唇くちびるで言った。隣となりを歩くユリエルは、穏やかな声で答えた。

「いいんです。大だい丈じよう夫ぶ、ただの火傷やけどの痕です。私の身の潔白は証明されていますし、何も恐おそれることはありません。この傷を隠かくしてしまうのは、私の弱さの表れです……それより、何があったのか教えてください」

　促うながされるまま、コンスタンティンは話した。事件のことが気になって宿を覗いて、女の子たちの話を聞いたこと、そのうちに何かよからぬ話まで聞いてしまい、男に殴なぐられて部屋に連れ込まれたこと。脅おどされて、短たん剣けんで斬きりつけられて僧衣が破れ、そのままでは外に出られないのでその時店にあった服を着せられたと言うと、ユリエルはどういうわけか、少しホッとした様子を見せた。

「な、なんだ。そういう経けい緯いだったんですね……」

「はあ」

　ユリエルは、どういう経緯だと思ったのだろう？

　コンスタンティンは通行人に顔を見られないよう、俯うつむいてできるだけ地面を見ていたのだが、その時だけは訝いぶかしく思って、彼の顔を覗き込んだ。

　視線が合うと、ユリエルは恥はずかしそうに目を伏ふせた。頰ほおが赤い。別に普ふ段だんこの距離で接することもあるのだから、近すぎたわけでもないと思うのだが。

　コンスタンティンにはわけがわからなかった。

「な、なんでしょう、コンスタンティン助祭」

　声まで上うわ擦ずっている気がする。

　やはり自分の知らないところで何かあったのかと、コンスタンティンは緊張して尋たずねた。

「ファーザーはどうしてあの宿に？」

「コンスタンティン助祭が戻らないので、心配になったんです。六時課を過ぎても戻らないので、何かあったのかと思いまして……」

　六時課は正午の祈いのりのことだ。

「今朝は事件について興味を持っていた様子でしたので、もしかしたらそちらに行ったのかなと思い、あの宿に行ったんです。正面から行った時には、もう帰ったと言われたのですが、裏に回ってみたら、猫君が裏口の扉とびらを引っ搔かいていたんです」

「猫？」

　コンスタンティンは少し先を行く黒猫を見た。

　猫は澄すましてすたすたと先の方を歩いていたが、コンスタンティンとの距離が開くと、立ち止まって振り返り、彼女が追いつくまで待つ、というのを繰くり返していた。

　そういえば、あの猫は中庭にいたのだった。バートがコンスタンティンを襲おそうところを見ていたはずだ。コンスタンティンも、殴られる前か後に、猫の鳴き声を聞いた気がした。扉の外にいたということは、あの後バートに追い出されたのだろうか。

「猫君、必死みたいでしたよ」

　ユリエルの言葉に、コンスタンティンは眉まゆを顰ひそめた。

　あの猫が本来の姿で力を発揮するためには天体の動きが重要となる（そして不思議なことに、彼は、昼間も見えないだけで星や月が存在しているから、やはりその影えい響きようを受けると言っていた）。いつ変身し、本来の力を使うことができるかは、彼自身の意思だけによるのではない。だから、まあ、今回も星の巡めぐりのせいで力を発揮できず、コンスタンティンを助けられなかったのだろう。それで、必死にただ扉をかきむしっていた、と……

「……それにしても、妙みように偉えらそうに歩いてますけど……」

　コンスタンティンは、思わず声に出して呟つぶやいた。尻尾しつぽを掲かかげて歩くさまは、まるで自分こそがコンスタンティンを救った、とでも言いたげだった。別に、そんなことは……ちょっとはあるのか？　いや、あの時点ではすでにヒースもコンスタンティンを送り出そうとしていただけだから、やっぱり役には立ってない。

「後でご褒ほう美びあげてくださいね」

　ユリエルはそんなことを言う。

　コンスタンティンは反論はせず、ただ首を傾かしげ、話を元に戻もどした。

「それで踏ふみ込んだら、中に僕がいたんですね」

「はい。その姿だったので、すごく驚おどろきましたが……」

　ユリエルの言葉が尻しりすぼみになる。彼の顔はまた赤くなっていた。

　コンスタンティンは、自分の姿を見下ろした。胸は布を巻いたままでぺたんこだが、元々細身の女のものだったせいか、そのドレスはコンスタンティンの身体からだによく合っていた。

　男が女装し、女が男装する逆転の日に、コンスタンティンは女の恰かつ好こうをしている。不思議な感じがした。

「女の子みたいに見えましたか？」

「え？　ええ、そうですね、その……あの」

　ユリエルが、妙にしどろもどろになっている。呆あきれて、コンスタンティンは言った。

「別にいいですよ、女顔なのはわかってますから。普段とは似ても似つかない恰好だし」

「違ちがうんです。その、あなただというのはすぐにわかったんです。そうなんですが、その」

　彼は、汗あせをだらだら流しながら言った。

「……あなただとわかっているのに、女性に、見えて」

「は？」

　ユリエルは、泣き出しそうな顔で手を胸の前で組み、彼女に謝った。

「すみませんっ、ですから、女性に見えたんです。あなただと頭ではわかっているのに、華きや奢しやな女性が、怯おびえて立っているように見えて。ああ、この女性をここから連れ出さないといけない、とばかり考えていて。私には、あの時、あなたが拐かどわかされて、娼しよう館かんに売られたように思えたのです。変ですよね。変ですね。変ですよ……」

　最後には妙な三段活用が出てきた。ユリエルは相当混乱しているように見える。コンスタンティンは、彼の混乱に侵しん食しよくされる気分だった。女の子に見えた？　コンスタンティンだとわかっているのに。それはどういうことだろう。

「ええと、その、僕は、男ですよ……ね？」

　口にしてからコンスタンティンは絶望的な気分になった。どうして確かく認にんするような口調になるのだ。ここは断定口調で言わなければいけないのに！

　俯いて手で顔を覆おおっていたユリエルは、急にがばりと顔を上げ、涙なみだ目でコンスタンティンを見つめ、叫さけぶように言った。

「はい、勿もち論ろん男性です。男性なのはわかってるんです！」

「…………そうですよね、ええと」

「わかってるんですけど、そのっ、でも今もっ」

　ユリエルは混乱している。コンスタンティンも混乱していたが、自分たちの状じよう況きように気付いて彼の口を咄とつ嗟さに手で押さえた。ユリエルは目を丸くして彼女を見ている。

「こ、声が大きいです、ファーザー」

　そこは、まだ往来だった。そして彼らはいつの間にか、立ち止まってかなり大きな声で話していたのだ。

　ユリエルの顔が見る間に青ざめた。

　手で口を押さえたのだから当たり前だが、コンスタンティンは彼の唇に自分の指先が触ふれていることに気付いて、慌あわてて手を離はなした。

　その後は、できるだけお互たがい目も合わせないよう、俯いて教会に帰った。

　フードを目ま深ぶかに被かぶり、さらにそれを手で押さえながら歩いたコンスタンティンは、今日のユリエルと自分の話が、どう周囲に伝わるのか想像し、目眩めまいを覚えた。さすがにこの状況で自分をコンスタンティンだと見み抜ぬく人間は少ないだろうから、純情で真ま面じ目めな司祭が悪い女にたぶらかされたらしいとか、その辺だろうか。とにかくユリエルにはとんだ迷めい惑わくをかけてしまった。

「ファーザー」

　司祭館の扉に手を掛かけていたユリエルは、声をかけられ、ぎこちない動きで振ふり返った。

　コンスタンティンは彼を見つめ、心からの謝罪の言葉を口にした。

「ごめんなさい」

　ユリエルは何故なぜかまた顔を耳まで赤くして頷うなずくと、閉まったままの扉を開けたと勘かん違ちがいして突とつ進しんし、扉に額をしたたかに打ち付けた。
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　ユリエルは司祭館の自室に入ると、のろのろと寝しん台だいの横に跪ひざまずき、シーツの上で両手を組み、そこに額を押し当てた。顔が熱くてどうにもならなかった。自分が動どう揺ようしているのはわかっていたが、それ以外のことはさっぱりわからなかった。

　コンスタンティンを宿屋で見た時、彼には華奢な女性が怯えて立っているように見えた。

　普ふ段だん僧そう衣いの下に隠されている身体の線がドレスによってすっかりあからさまになっていて、特に腰こしの細さは見ているこちらが折れないのかと不安になるくらいだったし、肩かたのラインも優やさしいまろみを帯びて見えた。僧衣を切り裂さかれたというとんでもない状況のせいかコンスタンティンはひどく憔しよう悴すいしていたが、それでも気をしっかり持って強い眼まな差ざしで前を見ており……とはいえそれも単に芯しんの強さを表しているようで……つまり、本当に、女性にしか見えなかった。

　不安に陰かげる緑の目が美しくも力強く、普段の天使のような愛くるしさは生身の女性のしなやかさに変わっていて、その目に見つめられた時、彼は『彼女』に捕つかまってしまったような錯さつ覚かくすら覚えた。それがコンスタンティンであることはわかっていたというのに。

　それに、あの唇くちびるが。

　嚙かんで切りでもしたのか、滲にじむ血が紅べにのように彼の唇を染めていた。

　その唇が、妙に引っかかる。何度も何度も目の前に蘇よみがえる。

「こ、これはいったい……」

　コンスタンティンが驚いて立ちすくむ姿、僅わずかに開かれたその唇ばかりが頭から離れない。引っかかる。わからないが、とにかく、引っかかるのだ。何故か緊きん張ちようし、落ち着かない気分になる。原因がわからないから、余計に混乱する。

　心の平安を見み出いだそうと、ユリエルは深呼吸し、祈りの言葉を呟いた。

　祈りの最中に、部屋に入ってきた者があった。侵しん入にゆう者は音もなく扉を閉め、彼の祈りが終わるまで、黙だまって控ひかえた。定められた回数の主の祈りと聖母マリアへの祈りを終え、ロザリオをしまうと、ユリエルはようやく少し落ち着いて、そちらを振り返った。

　ニコラスは口を開いた。

「調べてきました。今報告してもよろしいでしょうか」

「構いません」

「何か心が乱れておいででしたが」

　ユリエルは一いつ瞬しゆん言葉を失い、ニコラスの顔を見た。あまり感情を表に出さないこの男は、今日も別段顔色を変えることなく、むっつりとした顔でユリエルを見ている。このニコラスならば、ユリエルのこともよく知っているし、信しん頼らいできる。彼にならば、この動揺を話しておいてもいいかもしれない……とユリエルは思った。悪あく魔まにつけ込む隙すきを与あたえるような心の乱れは、悪あく魔ま祓ばらいにおいて有益とは言えないのだし。

「その、ニコラス」

「は」

「ある人物の特定の部位が……」

「はあ？」

「最後まで聞きなさい。ある人物の特定の部位が頭から離れないのですが、これはどういうことでしょう」

　はあ？　とぶしつけにニコラスは聞き返し、冷静な目でユリエルを観察して言った。

「とりあえずその特定の部位とやらについて詳くわしくお聞かせください」

「く、」

　唇、と答えそうになって、さすがにためらわれ、言い直した。

「顔です……」

　眼差しの強さなども印象に残っていたので、たぶん噓うそではない。

　ニコラスは、赤い顔で小さくなる──ユリエルは長身だったから『小さく』なろうにも程度は限られたが──ユリエルに、やはり無表情で言った。

「そりゃ恋こいでしょう」

「こ！」

「恋。言えますか？」

　ユリエルの頭を、ぐるぐるとその単語が駆かけめぐった。それはまるで暴れ馬のように留とどめようがなく、彼の頭の中をかき回した。彼は今日一番の混乱に突つき落とされ、震ふるえながら蹲うずくまり、頭を抱かかえた。

「こ、恋……!?　違います、違うのです……」

　ニコラスの方は平然としている。主の性格や考え方を熟知していた彼は、ユリエルが『恋』などと聞いて激しく動揺することもわかっていた。

　だが、まあ、若いのだから恋くらいはするものだろうし、ユリエルが聖職の道から外れるとは考えられなかったので、ニコラスとしては特にどうとも思わなかった。ひらたく言うとどうでもいい。これをネタにユリエルを苛いじめられるのなら、それは少々楽しみだが。

　だが、ユリエルは不思議なことを口走った。

「し、しかしそれではソドムの罪ではありませんか！」

　そう叫び、すぐに顔を蒼そう白はくにして、口を噤つぐむ。

　ソドム？　ニコラスはぼんやりと考えた。ソドムは、旧約聖書の中でその罪ゆえに神の怒いかりをかって滅ほろぼされた都市の名だ。ソドムの人々が犯おかした罪は性的なものだったという話があり、それゆえ昔から、ソドムの罪といえば男色を指し──

　男色？

　ニコラスは、今日初めて表情を変えた。目を見開き、口を半開きにして、褐かつ色しよくに焼けたその顔に、啞あ然ぜんとした表情を浮うかべる。

　彼は本気でわけがわからなくて、聞き返した。

「……………………はああ？」

「ああっ、もう、なんでもありません！　報告をなさい、報告を！」

　ユリエルはほとんど泣きながら絶ぜつ叫きようした。
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「ファーザー大だい丈じよう夫ぶかな……？」

　緩ゆるんでいた胸むな元もとの布を締しめ直し、自室で予備の僧衣に着き替がえていると、廊ろう下かを挟はさんだユリエルの部屋から何やら叫び声が聞こえてきた。たぶん、またニコラスが来て変なことでも言ったのだろう。ユリエルは先さき程ほどから何もないところで転んだり、扉とびらに突進したりして、コンスタンティンも端はたで見ていて心配になったものだ。

「女の子……ねえ……」

　呟つぶやき、コンスタンティンは嘆たん息そくする。

　おそらく、ユリエルは驚おどろいて、動揺しているだけなのだ。大丈夫、大丈夫、女であることがばれたわけではない。脱ぬぎ捨てた寝台の上のドレスを眺ながめながら、彼女は最後にロザリオをベルト代わりの帯に吊つるした。

「吾わが輩はいを褒ほめ称たたえる準備はできたか」

　窓から室内に入り込んできた猫ねこが、そう言った。

　コンスタンティンは寝台に上がった猫を、訝いぶかしげな目で見やった。

「何言ってんだい？　それより、君今着替え見てた？　覗のぞき？」

「妻たるものの裸ら体たいを見ることの何が問題なのだ。とはいえ吾輩、楽しみは後に取っておく方であるからな。覗きなどはしておらぬぞ」

「……あっそ」

　猫が爪つめを立てる前に、コンスタンティンは脱いだドレスを拾い上げ、畳たたんで櫃ひつの中にしまった。ヒースにはくれてやると言われたが、明日にでも返しにいくつもりだった。

「それで、なんだっけ……褒める？　そうだ、どういう意味だよ、褒めるって」

　コンスタンティンの問いに、寝台の上で腹を舐なめていた猫は、姿勢を正し、つんと顎あごを上げた。

「吾輩とあのバートとかいう男との戦いだ。吾わが爪があの男の手を切り裂き、牙きばがその喉のどに……つまり、吾輩、そなたを守って戦ったのだ。最終的には惜おしくも敗れ追い出されたが、それでも扉に……そう、あの扉というものは、まったく心こころ憎にくいものだな。吾輩の侵入を、あらゆる場面で拒こばむ！　この家でも、あの宿でもだ！　とにかく扉にしがみつき、そうすることによって司祭にそなたの居場所を教えてやったのだ」

　さあ、褒めろ、とばかりに猫は胸を反らした。

　コンスタンティンはその姿を眺めて、しばらく考えた。この猫はコンスタンティンを罠わなにはめ、勝手に花はな嫁よめにして、おまけに今度は儀ぎ式しきで心まで奪うばおうとしているのだ。ひどい相手だと思う。被ひ害がい者しやは自分だけではない。彼は油断ならない悪魔で、人の心を惑まどわし、操あやつるすべに長たけている。

　それでも、確かに、彼は戦ったのだろう。

　不自由な猫の身体からだで。

　コンスタンティンは、複雑な気分だった。彼を労いたわるべきだろうか？　すべては彼の責任で、もしも彼がいなければ、自分が【黒い羊ブラツクシープ】として犯人捜さがしに乗り出すこともなかったというのに。一度身近な人間を魔ま力りよくで操られて以来、彼女は悪魔を信用してはならないと自分を戒いましめていた。これからもその戒めは続けるべきだろうと思う。

　だが、彼が戦ったのは事実なのだ。

　コンスタンティンは溜ため息いきを吐ついた。

　ことの始まりが彼にあったとしても、結局今の自分に行き着いたのはコンスタンティン自身の選せん択たくの結果だ。悪魔と理解し合うことは未み来らい永えい劫ごう無理だろうが、だからといって、その時々の相手の行こう為いを素す直なおに認めないというのは、あまりに傲ごう慢まんな気がする。

「ありがと」

　コンスタンティンはそう言って、彼の頭を撫なでた。悪魔は目を細め、満足そうに喉の奥で唸うなる。平和だなとコンスタンティンは思った。バートに捕つかまり、襲おそわれ、短たん剣けんを突きつけられはしたが、今日は平和だと思えた。

「でも、君の思い通りにはいかないからね」

　今日が、祭りの最終日だ。この悪魔は儀式を完成させると言っていた。

　だから彼女は腰こしに吊したロザリオを手に取ると、その輪を猫の首に通した。

「何──」

　猫は身に迫せまる危機に気付いて、輪が締まる寸前でロザリオから器用に首を抜ぬき、素す早ばやく距きよ離りを取った。

「そ、そなたは夫を絞しめ殺す気か……」

「殺さないよ。首輪だよ、ただの首輪。これで君を教会の十じゆう字じ架かに縛しばりつけるって約束じゃないか。朝までだよ、それで祭りが終われば、婚こん姻いんの儀式も未完で終わるだろう？」

「そのような約束はしておらぬ」

　猫は床ゆかを蹴けってテーブルに一いつ旦たん上り、それから窓まど枠わくに飛び乗った。いつでも逃にげ出せる構えだ。ち、とコンスタンティンは舌打ちする。こうなると難しい。猫も心得ているらしく、多少余よ裕ゆうを取り戻もどして、話を変えた。

「それより、今夜の善行はどうした。あの宿に来たということは、殺人の犯人でも捜さがす気か？」

「……犯人を捜す、っていうか……」

　コンスタンティンはまだ猫を捕まえる機会を窺うかがいながらも答えた。

「ちょっと確かめたいことがあるんだ」

　バートの態度はあまりに危険だった。彼と事件現場で会うのはこれで三度目だ。警備兵のために使いっ走りをしているとは言っていたが、三度も続くのは偶ぐう然ぜんではないだろう。

　考え込んでしまったコンスタンティンを、猫はまだ少し警けい戒かいしながら覗き込んだ。

「バートとかいう男のことか。金で雇やとわれて悪さをしておったのか？　あの血の臭においからすると、あの男は人を殺しておるぞ」

「……そう」

　兵士の話だと、娼しよう館かんの殺害現場には血の足あし跡あとがあったという。バートの乾かわいた血で汚よごれたブーツの裏を思い出し、コンスタンティンは唇くちびるを嚙かんだ。確証はまだない──だが、バートはどうするだろう。コンスタンティンに雇い主ぬしとの会話を聞かれ、潮時と考え、よそに移るかもしれない。あまり時間はない。雇い主が、彼に人を殺させたのだろうか。彼の雇い主を見つけるには、どんな手がかりがあるだろう。

　コンスタンティンは、悪あく魔まの言葉を思い返してハッとした。金で雇われて──いや、金とは限らない。

　バートは、仕事はおしまいだと言っていた。それから、確か──




『もうすぐ一年と一日……だからこれでおしまい、ね？』




　逃亡農奴は、一定期間都市で過ごせばそれまでの主従関係から解放され、自由民となる。

　その期間は、一年と一日。




『どうして──俺を自由にしてくれないのさ』




　一年と一日。自由。あれは単なる雇こ用よう関係ではない。

　あの会話は、主と農奴の会話だ。

　ならば『賦ふ役えき』は農奴の義務であり、金銭による報ほう酬しゆうが払われることはない。特別に何か与えるとすれば、たとえば、自分の持ち物のうち古くなった物……

「マント……？」

　バートは彼の他ほかの服装には合わない、仕立ての良いマントを身に着けていた。ブローチが合っていないと思ったが、主は新しいマントを手に入れた時、愛用のブローチを付け替かえ、古いマントを彼に与えたのだろう。盗とう品ひんならばブローチも一いつ緒しよに盗ぬすむはずだから、彼が盗んだものではなく、主から与えられたものだ。彼が金銭で購あがなうには、あのマントは高すぎる。

　そして、もしこの予想が当たっているのなら、彼の主は一いつ般ぱん市民ではない。

　荘しよう園えん領主だ。

　ヒースはバートのことを出入りの奉ほう公こう人と言っていた。バートも自分をパン屋の使いと言っていた。バートは娼館の外の人間で、わざわざ事件の翌日娼館にやってきた。それは、あそこに主がいたからだ。彼の主はあの時宿にいた人間なのだ。新しい客は入れていないはずだから、あの宿にいたのは、足止めされている宿しゆく泊はく客と、従業員、それに警備隊の人間だけだ。

　その中で、農奴を使し役えきできる地位にあるのは──

「……噓うそだろ……」

　黒くろ猫ねこは小首を傾かしげて、呟く彼女を眺めていた。
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　祭りは最終日を迎むかえていた。

　その日は夜の闇やみが来ても、人々は最後の儀式のために起きて、城門前の通りを下った先にある広場に集まる。

　そこは街の中心的な広場で、様々な布告が出され、時には公開処しよ刑けいも行われる。

　三日に亘わたって市内のあちこちを回った【練り歩き】の行列は、そこを最終目的地としてやってくる。彼らの代表が、これからの一年が実り多いものとなることを【夏の王】と呼ばれるものに祈き願がんする。【夏の王】がそれに応こたえて祝福を約束し、集まりはお開きとなる。

　今、広場には、大勢の人が集まり、用意された幾いくつものかがり火に顔を赤く照らされていた。レオンは自らの席ではなく、広場に面した鐘しよう楼ろうの上からそれを見下ろしていた。

　鐘楼は石造りで、その最上部は壁かべで囲まれてはいたが四方に窓が取ってあり、吹ふき付ける風や広場の熱気をそのまま感じることができた。

　吊つるされた鐘かねの他にあるものもなく、レオンは傍かたわらに若い兵士を一人だけ控ひかえさせていた。

　祭りは終わろうとしていた。

「美しい夜ね」

　不意にそこへ女の声が響ひびいた。

　レオンは答えず振ふり返る。

　女が鐘楼の階段を上って姿を現したところだった。

　若い兵士は驚おどろいて槍やりを構えたが、レオンはそれを制し、自ら抜ばつ刀とうした。

「夜を乱しに来たのか、【黒い羊ブラツクシープ】」

　レオンの言葉に、【黒い羊ブラツクシープ】はおかしそうに笑った。

「それはあなた次し第だいね。あなたに確かく認にんしたいことがあるの」

「俺に？　おとなしく捕つかまるのなら、幾らでも確認させてやろう。牢ろうの中でな」

　レオンは剣けんを構えた。左手には鞘さやの方を下げている。狭せまい鐘楼内では長い得物を振り回すのは不利だ。にも拘かかわらず槍を振り回そうと鼻息を荒あらくしている若い兵士を、彼は振り向かずに[image: ]しかった。

　女は、不思議なことに彼の喉のど元もとを指して言った。

「そのブローチ、よく見せて欲しいの」

「ご自由に」

　そうは言いつつ、レオンはブローチを外すことなく、剣を下ろしもしない。力ずくでやれ、ということだ。

【黒い羊ブラツクシープ】は肩かたを竦すくめた。

「いいわ」

　呟つぶやくと同時に、彼女は踏ふみ込む。

　レオンはそれを迎え撃うつべく剣を突つき出す。剣の動作は突くか斬きるかだが、四方を石いし壁かべに囲まれたここはあまりに狭く、振り回すことは不可能だった。

　だからその突きは【黒い羊ブラツクシープ】に読まれ、彼女は切っ先を半身ずらして避よけ、勢いをほとんど殺さずに彼の懐ふところに飛び込んできた。その掌てのひらが彼の眼前に迫せまる。顔を摑つかんではり倒たおす気だ。あるいは同時に目を潰つぶすか。剣を引き戻していては遅おそすぎる。

　レオンは膝ひざを突き上げ【黒い羊ブラツクシープ】の腹に強きよう烈れつな膝ひざ蹴げりを叩たたき込んだ。

【黒い羊ブラツクシープ】の身体からだが一いつ瞬しゆん浮うき、その口から空気が漏もれる。

　彼は間を置かず左手に持った剣の鞘をその側頭部に振り下ろした。鞘は剣自体よりも短く、振り回してもぎりぎり壁にぶち当たることはなかった。これが決まれば【黒い羊ブラツクシープ】といえど昏こん倒とうするはずだ──もしも彼女が人間なら。

　だが、【黒い羊ブラツクシープ】はその一いち撃げきを振り上げた右みぎ腕うでで受け止めた。

　そして、膝蹴りを食くらったために低くなっていた姿勢から伸のび上がり、鞘を振り下ろした状態のレオンの顔面に頭ず突つきを食らわせた。

「！」

　鼻血が出るのを感じる。まともに食らえば鼻の骨が折れていた。

　レオンは咄とつ嗟さに後方へ下がって衝しよう撃げきを幾らか殺そいでいたが、それでも足あし下もとがふらついた。胸を拳こぶしで突かれてそのまま仰あお向むけに倒れ込む。壁に背と後頭部がぶつかる。

　女は彼の右腕を踏みつけた。

　彼は左手の鞘を女の腿もも目がけて振り下ろしたが、女はそれを右手で摑んで止めた。女が摑んだ鞘はそれ以上僅わずかも動かなくなった。彼は愕がく然ぜんとした。【黒い羊ブラツクシープ】の力が人にん間げん離ばなれしていることは承知していたし、自分も不利な姿勢だが、ここまでの力とは。

「サー！」

　若い兵士が悲鳴に近い声を上げ、【黒い羊ブラツクシープ】の背を槍で突こうとした。

　だが、その一撃はあっさり身を捻ひねって避けられ、槍の穂ほ先さきは壁の積み石と積み石の間に挟はさまり、抜ぬけなくなる。

　もがく兵士を放って、女はレオンを見下ろした。空いている左手で、レオンのマントを留めるブローチを摑む。ピンをマントから外し、掌の中のブローチをじっと見つめる。大おお振ぶりな銀製だが、ただのリングブローチで装そう飾しよく性には乏とぼしい。

「それが……なんだというのだ！」

「あなたじゃないわ」

　女の声には、どこかほっとしたような響きがあった。

　レオンの胸むな元もとに、ブローチを置き、女は言った。

「ロウ・ナインスはどこ？　彼は自分の家の農のう奴どを使って人を殺させたかもしれない」

「なんのことだ……」

「これは消去法なの。あなたじゃなかったらロウ・ナインスなのよ、あの翌日娼しよう館かんにいて、荘園主かそれに近い親族の者は。彼が娼館に行ったのは、そこに事件を捜そう査さする主がいたからだわ……そう、三件目の強ごう盗とうの時も……」

「何を言ってるんだ！」

　女は溜ため息いきを吐ついた。

「あたしはロウ・ナインスと話をしなくてはならない。まだはっきりしていないことがある。ナインスはどこ。言いなさい」

「誰だれが……誰が口を割って部下の身を危険にさらすか！」

「昨夜強盗を殺したのはロウ・ナインス？」

　レオンの表情が強こわ張ばった。彼は奥歯を嚙かみ締しめた。頰ほおの筋肉がぴくりと動く。

　黙だまり込んだレオンを見下ろし、【黒い羊ブラツクシープ】は憐あわれみにも似た響きの声で言った。

「あなたは優やさしい人なのね、レオン・リード。あたしを斬りつけたナインスを止めた。あれは、ナインスがすでに二人斬っていたからね？　あなたの焦あせった声。あの時気付けば良かったわ……彼はあの時二人斬っていた、そしてあなたはそれを必要のない流血だったと考えていた。だからまた彼が同じように、今度はあたしを斬ると思って焦って止めた」

「……っ、あれは犯人が抵てい抗こうしたからだ！」

「見た者はいるの？　犯人が抵抗したというのは、彼の証言以外にあるの？」

　レオンは絶句した。もはや心の内を暴あばかれているのを認めるしかなかった。だがそれはあまりに苦痛で、彼はただ全身に力を入れた。右腕を踏みつける女の足を、払はらい除のけようとする。

「レオン・リード」

　女は、悲しげな声で言った。

「あなたはあたしより早い段階から、ロウ・ナインスを疑っていたのね」

「黙れ！」

　女が姿勢を崩くずした。レオンの右腕が、女の足を掬すくい上げたのだ。

　女は後方へ転がって距きよ離りを取った。

　レオンが立ち上がった時には、女は鐘楼の窓に手をかけていた。

「【黒い羊ブラツクシープ】！」

　レオンは叫さけび、そして──

「ナインス隊長はひつじ通りの巡じゆん回かい中だ」

　──そう言ったのは、若い、ニキビ跡あとの残る兵士だった。

　兵士は槍を壁から抜くことを諦あきらめ、そのそばにただ立って、泣きそうな顔で【黒い羊ブラツクシープ】を見ていた。【黒い羊ブラツクシープ】は兵士に向かって一つ頷うなずき、鐘楼の窓から外に飛び降りた。

「くそ！」

　レオンは窓に駆かけ寄った。広場のかがり火が、教会の屋根の上に降りた【黒い羊ブラツクシープ】の姿を一いつ瞬しゆん照らしていたが、彼女はすぐに屋根から裏路地に降り、見えなくなった。

「何な故ぜ喋しやべった！」

　レオンは若い兵士を振り返ってそう怒ど鳴なった。

　兵士は今にも目から涙なみだを零こぼしそうになりながら、項垂うなだれて言った。

「昼間、ナインス隊長が、賄わい賂ろを受け取るのを見たんです。娼館宿の主からの賄賂を、最初は拒こばみましたが、後で、私に見えないところで、要求して、受け取っていました……親しい様子で、私は、それを……見て、どうしたらいいのかと……ゆ、昨夜ゆうべの捜査の時も、抵抗したって言ってましたけど、あの傷……助からないからかもしれないけど、とどめまで……」

「…………わかった。もういい」

　レオンは一度目を閉じ、深く息を吸った。それを吐きだした時には、彼はいつもの冷静さを取り戻もどし、兵士の肩をぐっと摑んだ。怯おびえた目を上げる兵士に、レオンは言った。

「俺の判断が遅おくれて悪かった。だが、この件の始末を【黒い羊ブラツクシープ】につけさせてはならない。サクスの治安を守るのは我々の仕事だ」

「代官様……」

「行くぞ。ロウを捜さがす。行きそうな場所はすべて張るんだ」

　若い兵士は零れた涙を拭ぬぐって、はい、と頷いた。
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『指輪を見ませんでしたか』

　ロウの声は落ち着いていて、何の感情も感じられず、怖こわいくらいだった。

　コンスタンティンは彼が正面の扉とびらを開けて礼拝堂に入り、身廊を真っ直すぐに抜けて主祭さい壇だんの前で立ち止まるまで、ずっと目で追っていた。柱の陰かげになって、ロウの顔は見えない。

　レオンは、苦く渋じゆうに満ちた顔をしていた。

『すまない。見ていない。ロビンのものか？』

　レオンがそう言った。

　ロビンというのは……確か、ロウの弟の名だ。年に一度、毎年祭りの時期にサクスに来る。この時期は市が立つから、必要なものを買い入れるついでに、兄のロウに会っていくのだ。

　朗ほがらかで優しい性格のロビンをロウは傍はた目めにもわかるほど大事にしていた。

　ロビンにはコンスタンティンも一度会ったことがあるが、誰にでも好かれそうな、小こ柄がらな少年だった。年はコンスタンティンより一つ上だから、今年十四……

　ええ、とロウは答えた。

『ロビンが父の遺産として受け取ったものの一つです……元々は祖父が使っていたもので、まだロビンの指では大きすぎてはめられず、いつも首から鎖くさりに通してかけていました。揺ゆらすと鎖と触ふれ合って小さな音がして……しまっておけといつも言っていたんですが、その音を好んでいました』

『……売られたんだろう。捜そう索さくさせよう』

『もう海の向こうかもしれません。戻らなくとも、あなたのせいではありません』

　レオンは顔を歪ゆがませた。

『ロビンのことは……残念だった』

　絞しぼり出すようなその声ですべてを察し、コンスタンティンは震ふるえを抑えきれなくなった。

　レオンは、十四の少年が殺されたと言っていた──ロビンは殺されたのだ。強盗に。身ぐるみ剝はがされて、捨てられたのだ。そしてカラスの餌えさに──吐きそうで、口を押さえるので精せい一いつ杯ぱいだった。

　ロウはレオンに軽く頭を下げ、きびすを返して礼拝堂を出ようとした。その横顔が、コンスタンティンの位置からもちらりと見えた。

　死人のように静かな、色のない顔をしていた。

『ロウ』

　レオンが彼を呼び止めた。

『指輪の見た目について教えてくれ。どんなものだった？』

　ロウは立ち止まり、振ふり返って言った。

『銀の……』




　ロウ・ナインスは厳しく融ゆう通ずうの利きかないところはあるが、公平な男だった。真っ直ぐな人で、考えも理解しやすかったし、その厳しい言動に一いつ貫かん性もあった。

　だが、弟の事件の後、彼は一度ただの酔よっ払ぱらいのちんぴらをひどく打ち据すえて半殺しにしたことがあった。それまでの彼なら絶対にしなかったことだ。

　今から思えば、ロウは弟の事件のせいで心の均きん衡こうを崩してしまったのだろう。

　しかしそんな心のうちまでは当時のコンスタンティンにはわからず、それ以降彼をなんとなく敬遠するようになった。

　そしていつの間にか彼が何を考えているのかわからなくなってしまった。

「バートにマントを与あたえたのは、あなたなの？」

　コンスタンティンは【黒い羊シスター・ブラツクシープ】としてそう尋たずねた。手には銀製のブローチがあった。

　それはピンが剣けんの形をしており、剣の断面は菱ひし形がたをしていた。長く使えばマントには穴が開き、菱形の跡あとがつくだろう──バートのマントについていたような。

　突とつ然ぜん襲おそわれ、マントのブローチを引きちぎられたロウは、愕がく然ぜんとした顔で【黒い羊ブラツクシープ】を見つめていた。右みぎ腕うでを押さえて剣を落としているのは、彼女の蹴けりをもろに食くらったからだ。

　だが、彼は聞き返すだけだった。

「バート？　誰だれだ、それは」

「あなたがバートを使って人を殺させたの？」

「なんのことかわからん」

　ロウはそばにいた部下に目配せした。

「応おう援えんを呼べ」

　コンスタンティンは、兵士が駆けていくのを止めはしなかった。その前に終わらせる。

　レオンとの戦いで鞘さやを受け、右腕には痺しびれたような痛みが残っていたが、彼女は無視した。場所が鐘しよう楼ろうでなければ一時的にでも優位に立つのは難しかったかもしれない。狭せまい場所を選べたのは幸運だった。

　今は違ちがう。広いひつじ通りは剣の動きを制限できない。

　兵士が角を曲がって姿を消すと同時に、ロウは落としていた剣を拾った。構え、じりじりと【黒い羊ブラツクシープ】との距離をはかる。

　コンスタンティンも腰こしを落とし身構えた。

「あなたは地方豪ごう族ぞくの出。荘しよう園えんはお兄様が継ついだんだったわね。バートはそこから逃にげてきた逃とう亡ぼう農のう奴どでしょう。あなたはバートを匿かくまった……でも、何故人を殺させたの？」

「なんのことかわからんと言っているだろう！　俺に薄うす汚ぎたない盗ぬす人つとを殺したい理由はない！」

「あたしは盗人とは言ってないわ」

　ロウは目を細めた。それだけで、顔色を変えることも、動どう揺ようを見せることもなかった。

　ただ、踏ふみ込んだ。鋭するどく重い一いち撃げきが、【黒い羊ブラツクシープ】の脳天目がけて振り下ろされる。その一撃は当たれば頭ず蓋がいを割っただろうが、動きとしては素す直なおすぎた。【黒い羊ブラツクシープ】の指し摘てきに、僅わずかとはいえその心は急せいていたのだ。最初に利き腕うでを負傷したことも後を引いていた。

　彼女は落ち着いて避よける。

　そして腰を捻ひねり、がら空きの胴どうにブーツのかかとを叩たたき込んだ。

　ロウは衝しよう撃げきを真っ正面から受けて吹ふき飛んだ。地面に転がり、なんとか身体からだを起こそうとするが、マントは汚お水すい溜だまりの水に濡ぬれ、呼吸が困難なのか、空気を求めて喘あえぐのがせいぜいだった。

「ねえ」

　そして【黒い羊シスター・ブラツクシープ】は容よう赦しやなく、正義の女め神がみのように確かな足取りで、彼の前に立った。

「あなたは理性的な人だわ。三人も殺すのには理由が必要よ。三人はけちなよそ者の泥どろ棒ぼうで、あなたは警備隊の隊長。なら、殺した理由は金や恨うらみじゃない。ずっと考えていた──やっとわかったわ。口くち封ふうじよ」

　顔を蒼そう白はくにしてあえぐロウは、それでも鋭い目で【黒い羊ブラツクシープ】を睨にらみつけた。

【黒い羊ブラツクシープ】はそれを見下ろし、冷たい唇くちびるを開いて言った。

「彼らが荷を入れた記録はなかったわ。彼らの関税逃のがれを手伝ったわね、ロウ・ナインス。だから口封じに彼らを殺した。彼らが、あなたが賄わい賂ろをもらって目こぼしした荷を利用し、派手なやり方で強ごう盗とうを繰くり返したから。彼らが捕つかまってそれを白状する前に、彼らを消してしまう必要があった。だから二人を捕ほ縛ばくの時に斬きり殺し、残る一人をバートに殺させた。別に大してリスクにも思わなかったでしょうね。だって、彼らは盗人だもの。殺されても、誰だれも訴うつたえないし、気にしない。そう思ったのでしょう？　あなたは単に、腐ふ敗はいにうるさいレオン・リードに目をつけられたくなかっただけ。大きなリスクを回かい避ひするための小さなリスク。それだけ……」

　それだけの理由で、彼は三人殺したのだ。

　ロウ・ナインスは否定の言葉をそれ以上口にしようとはしなかった。

　ただ、地面についた手を握にぎりしめ、汚よごれた土と水を摑つかみとり──

　それを、【黒い羊ブラツクシープ】の顔目がけて投げつけた。

　コンスタンティンは思わず手をかざして目を庇かばった。

　その隙すきを衝ついて、ロウは立ち上がって逃げ出した。

「！　待ちなさい！」

　コンスタンティンは、路地に逃げ込んだロウを追って、修道服の裾すそを翻ひるがえし駆かけ出した。
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　バートはロウの足が格こう子し窓の向こうにちらりと見えた時から彼の来訪に気付いていたが、別に気にせずただ藁わら山の上に腰を下ろし、ぼんやりと足あし下もとのネズミを眺ながめていた。

　だが、床ゆかに散らばるふすまを食べていたネズミたちは、階段を降りるロウの足音が近づくと、驚おどろいて逃げ散ってしまった。

　バートは物もの憂うげに嘆たん息そくして、傍かたわらの短たん剣けんを引き寄せた。鞘に入ったそれは、ロウが初めて彼に与えたものだった。

　部屋はパン屋の半地下にあって狭く、高い位置にある窓には格子がついて、牢ろう獄ごくか、穴あな蔵ぐらのようでもあった。じめじめとした正方形のその部屋には寝しん台だい代わりに汚れたシーツをかぶせられた藁山と、幾いくつかの木箱しかなかった。

　木箱の一つには、割れた陶とう器きの欠片かけらの上に、火の点ついた蠟ろう燭そくが立てられている。獣じゆう脂しといえども蠟燭は彼には身分不相応なものだったが、何もないのもいざという時に不便だろうと、パン屋のおかみが食べ残しの脂あぶらで作った蠟燭を彼に与えていた。

　バートが荘園にいた頃ころに寝ね起おきしていた馬小屋はもっと広かったが、今は狭いとはいえこの部屋をバート一人で使えた。

　唯ゆい一いつの扉とびらを開けて、ロウが部屋に飛び込んできた。

「剣は抜ぬいておけ！」

　いきなり、ロウはそう叫さけんだ。上の階に住むパン屋の主人一家は祭りの最後を見届けるために広場に出かけていて留守だ。不在で良かったとバートは思った。ロウの声は、きっと上階まで届いている。

「どうしたんですか」

　バートは落ち着いて尋ねた。

　ロウは転びでもしたのか、汚水で服とマントを汚して、酷ひどい臭においがしていた。

「今から女が来る。そいつを殺すんだ。俺は腕をやられている、剣は難しい」

　確かに、ロウは右腕を押さえていた。剣を持てないほどではないようだが、それでも普ふ段だんの剣捌さばきは期待できないだろう。

　バートは、ふふ、と声に出して笑った。

「女？　面めん倒どうな女にでも手を出したんですか。そんなものまで俺に後始末押しつけるのはどうかと思いますよ」

「ふざけるな。おまえも聞いたことがあるだろう、【黒い羊シスター・ブラツクシープ】と名乗っている女だ」

「へえ」

　最初に言われた通り、バートは短剣を抜いて立ち上がった。

　ロウは小さな窓から外の様子を窺うかがっている。バートはその背に尋たずねた。

「正義の味方、ですよね。何か悪いことがばれたんですか？」

「この前の殺しだ。これ以上あの女が騒さわぐ前に息の根を止める」

「うーん。でも、部外者の【黒い羊シスター・ブラツクシープ】に知られてるなら、もう代官様にも怪あやしまれてたりしませんかね？」

　ロウは振ふり向かずに答えた。

「レオン様は確たる証しよう拠こがなければ動こうとはなさらんだろう。あの女を殺せば終わる」

「そうかなあ」

「しつこいぞ！」

　怒ど鳴なって、ロウは振り返った。

　その眼前に、何故なぜかバートの顔があった。

「？」

　ロウは、バート、と呼びかけようとした。

　その前に、右みぎ脇腹に衝撃を受け、声が出なくなった。激痛で、立っていられない。彼はくずおれるように座り込み、脇腹を押さえて顔を上げた。

「バート……？」

　声が掠かすれて、ほとんど出ない。

　バートは血に濡れた短剣を持って、顔をしかめていた。

「ああ、振り向くから、ずれちゃった。苦しまないようにしてあげるつもりだったのに。ね、今の内臓届いてます？　まだかな？　あ、まだみたいですね、浅いや。いや、あなたが太ったのかな？　脇腹にちょっと肉がつきましたね」

　何故なぜ、とロウは唇を動かした。それを見て、バートは困った顔で微笑ほほえむ。

「だって、ばれたんでしょう？　俺のことまで知られたくないし。あなたを殺して逃げちゃいます。あと一日ここにいれば俺も晴れて自由の身だったんだけど……まあ、いいや。よそでやり直しますよ」

　ちょうど一年前、バートはサクスに逃げてきた。ナインスの家はロウの兄が継いでいたが、それがひどく残ざん忍にんな男で、使用人たちも農のう奴どたちも、皆みな苦しめられていた。特に若く多少見目も良かったバートは目を付けられ、散々な目に遭あわされた──だから、逃げ出したのだ。

　そして、サクスを彷徨さまよっているうちに、ロウと再会した。

　バートはその再会を懐なつかしみ、別れを惜おしむように、少し悲しい目をした。

「ねえ、懐かしいですね。あなたから初めて仕事を回されて、この部屋を与あたえられた時のこと。でも、あの時から俺はずっと考えてたんですよ。そのうちあなたを殺そうって」

「バー……ト……！」

「あなたのことは、別に好きでも嫌きらいでもなかったけど、お別れはちょっと寂さびしいかな。それじゃ、さよなら、ロウ・ナインス」

　バートは短剣を振り上げた。

　だが、その時、外の壁かべに馬でもぶち当たったような衝しよう撃げきが部屋に走った。

　バートはよろめいて、窓を見た。

　少し高い位置にある窓に、見知らぬ人物の足の裏が見えた。

　その足が、すっと引かれたかと思うと、次の瞬しゆん間かん鋭するどく蹴けり出される。

「てええええいっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに。

　そして、先さき程ほどを上回る衝撃が部屋に走り、泥どろ棒ぼう避よけの格子のはまった窓まど枠わくが、周囲の漆しつ喰くいを巻き込みながら部屋に落ちてきた。

「わっ」

　慌あわててバートは後あと退ずさってその窓枠を避けた。

　窓枠が取れ、できた隙すき間まから、一人の女が室内に身体からだを滑すべり込ませてきた。

　それは、修道服を着た女だった。

　女は土が剝むき出しの床に降り立つと、すぐに背後で蹲うずくまるロウに気付いて、声をかけた。

「ロウ・ナインス、生きてる!?」

　バートは女が僅わずかに自分から注意を逸そらした隙を衝いて、短剣で斬りつけたが、女はバートの剣けんを握にぎる手を摑つかむことでその動きを止めてしまった。

　次いで繰くり出された女の拳こぶしを避けるため、バートは短剣から手を離はなして後退った。

「何、あんた。噂うわさのアレ？　【黒い羊シスター・ブラツクシープ】？」

「そうよ」

　女は短剣をバートから一番遠い部屋の隅すみに捨てた。その顔は黒い紗しやで隠かくされて、口から下しか見えない。目線が読めなくてやりにくいなあ、とバートは思った。

「あんたの目的はその男？　なら、俺これでもう行っていいかな？」

「ダメよ。あなたにも用があるの」

「なんで？」

　本当に理由がわからなくて尋ねると、女は一いつ瞬しゆん返す言葉に詰つまったようだった。

「……人を殺したでしょう。今もロウを傷つけた」

「仕方ないだろ。だって、ロウ・ナインスが言ったんだもん。やれって」

「おま、え、何を……っ！」

　ロウがあえぎながら叫ぶが、バートはもう一いち瞥べつもしなかった。

「俺に拒こばめたと思う？　どうせ調べたらわかるだろうけど、ロウは俺の主人の弟だったんだ。逃にげてきた俺を匿かくまって、その代わり汚よごれ仕事をやらせてた。だって彼は主で俺は農奴だからね。なんでもやったよ。サクスに出てきても、結局何も変わらなかったんだ。主人が兄か弟かってだけ。ロウに会う前、俺はこの街で右も左もわからなくて死にかけてたけど、その頃の方がまだ自由だったね。この街に来て、ロウに拾われるまでの三週間の方が、百倍自由だった」

　黙だまって自分を見み据すえる女に、バートはあえて両手を開き、これ以上の敵意も、武器もないことを示した。

「俺はこの街を出て行くよ。いいだろう？　出て、やり直すんだ。あんたはその男を捕つかまえるといい。俺は行く。ね、それで十分だろ。これ以上、俺をどこかに閉じこめたりしないでくれよ。俺は、ただ、もう誰だれかに頭を押さえつけられて、無む理り矢や理り服従させられるのが嫌いやだっただけだ。俺を行かせてくれよ、シスター」

　女が唇くちびるを嚙かんだ。いける、とバートは考えた。

　だが、彼女が彼に赦ゆるしを与えることはなかった。

【黒い羊ブラツクシープ】は、バートとの距きよ離りをいきなり詰め、彼の胸むな倉ぐらを摑んだ。

　そして、彼が首にかけていた鎖くさりを服の下から引っ張り出した。

「それなら、これは何？」

　彼女はバートにそう問い質ただした。

　鎖に通された指輪は涼すずやかな音を立てた。

　小さな鷲わしがついた、銀製の指輪だ。

「？　おい、待て……」

　女の後ろに蹲っていたロウが、掠れる声を上げた。床ゆかに手をついて身を乗り出し、女がバートの懐ふところから出した鎖とそれに通された指輪に見入る。

　どうして……とロウは言った。

「どうして、おまえがロビンの指輪を持っている……？」

「ロビンがくれたんだよ」

「そんなことはない！　あれは父の形見だぞ？　それを……何故……そばにいたのか？　ロビンが襲おそわれた時？　だがおまえはいないと、他ほかの用事で……そばにはいなかったと……」

　狼狽うろたえ、不安がるロウが憐あわれで、バートは少しの同情を込めて微笑んだ。

　愛する弟を殺されて、そうとは知らずその犯人の面めん倒どうを見ていたのだ。可哀かわい想そうな話だと、他人ひと事ごとのように思う。別にバートはロウが憎にくくてこんなことをしたわけではない。ロウの下もとにいたのは、単に、他に生きるすべがなかっただけだ。

　とはいえ、バートは死罪になるのはご免めんだったから、どんな手を使ってでもこの場を切り抜ぬけなければならなかった。

　バートは微笑みを浮うかべたまま、ロウに言ってやった。

「うん。ロビンが俺にこれをくれるわけない。俺は彼を殺してこれを奪うばったんだ」

「おまえは……」

　それ以上、ロウは何も言えなくなった。言葉を失い、表情を凍こおり付かせてバートを見つめるだけだ。

　どうせ、指輪が出てきた以上言い逃のがれはできないのだ。

「三年前、あんたの弟のお供でこの街に来ただろ？　あの時強ごう盗とうを手引きしたんだ。あんたに恨うらみのある男でね、向こうから分け前をやるって誘さそってきて、俺が乗ったんだ。あの頃ころのあんたって、警備隊の隊長として結構厳しくやってたんだって？　恨まれてたんだね。おかげであんたも代官も俺を怪あやしみもしなかった。まあ、俺はロビンとはほんとに仲良かったし、それを知ってたあんたには俺のことは疑えなかったんだろうけど。強盗は抵てい抗こうが激しくて代官が殺しちゃったし」

　バートの笑えみは、本人としてはロウを労いたわり慰なぐさめるためのものだったが、ロウや【黒い羊ブラツクシープ】の目には嘲あざけるようなものに映っただろう。バート自身も、それを十分に理解していた。

「でも、手がかりはあったんだよ。ロビンの死体のそばに埋うめたような跡あとがあって、そこから紐ひもが出てきただろう？　あれ、俺の髪かみ縛しばってた紐なんだ。すぐによそで似たの手に入れたから、誰も気付かなかったけど。ロビンが暴れた時に俺から取ってたんだ。その時はばたばたしてて放ってきちゃったけど──ちょっとドキドキしてた。あんたは気付かなかったね。事件とは関係ないって判断しちゃってさ」

　バートがそこまで言うと、やっとロウの目に生気が戻もどってきた。

　ロウは傷からの出血などなかったかのようにいきなり立ち上がり、バートに摑みかかろうとした。女がそれを押さえつけたが、ロウは獣けもののように暴れて荒あらい息を吐はき、叫さけんだ。

「ロビンは！　ロビンはおまえによくしてやっていただろう！　何を言っているんだ？　どうしてそんなことをした？　どうして！」

　バートは、ロビンを思い、優やさしく悲しい気持ちになった。ロウにも長ちよう兄けいにも似ない末っ子のロビンは優しく、農のう奴どであるバートにもわけへだてなく接した。あんな善良な人間をバートは知らない。

「善い人だったから」

　ロウは、バートの言葉を理解できていないようだった。

　バートはロウのために、もう一度言ってやった。

「あんたの弟は善い人だったよ、ロウ。俺は彼と一いつ緒しよにいると嬉うれしかった。良い気分になれた。彼の下にいられるなら今のままでもいいと思ってしまいそうだった。でも、俺は誰にも支配されたくなかった。支配されて安らぐ自分なんて、絶対にご免だった。彼といたらいつかそうなる気がした。なあ、俺は今のままで終わりたくなかったんだ。絶対に──絶対に、農奴のまま主人の土地でただ生きて死ぬなんてご免だったんだ。できればロビンを殺した時あのまま逃げたかったけど、そんなことしたら怪しまれるだろ？　だから、一度荘しよう園えんに戻って……隙すきを窺うかがって……十八になって、ずっと隠して取っておいた分け前を使って、やっと逃げてきたんだ。まあ、あんたに見つかっちゃったけど」

　ロウは【黒い羊ブラツクシープ】に押さえつけられ、膝ひざをつきながら、顔を上げて震ふるえていた。

「何故なぜ……そんな、そんなことで？　あの子を？」

　バートは、自分の気持ちも考えも、誰にも理解できないだろうことはわかっていた。話せば、相手が少なからず動どう揺ようすることもわかっていた。ロウも、そして彼を押さえつける【黒い羊ブラツクシープ】すらも。

　だからバートはその隙を衝ついて、間合いに入られる前に動いた。

　壁かべ際ぎわに寄せた木箱を摑み、それを女に投げつけたのだ。

「！」

　女は腕うでを振ふり上げてそれを叩たたき落とした。木箱が床に落ち、上に載のっていた蠟ろう燭そくが倒たおれた。藁わら山の中に灯心が潜もぐり込み、煙けむりと、焦こげた臭においが漂ただよい始める。

　だが、逃げたバートが階段へ差し掛かかる前に、女は彼の肩かたを摑み、押し倒して両りよう腕うでをがっちりと背中に回した。うつぶせに倒された彼はもがくが、女は持ち歩いているらしいロープで彼の腕を縛しばり上げていく。

　ロウは出血でやはり立っていられなくなったのか、再び床に手をついてバートを食い入るように見つめるだけだった。

「つ……っ、火、消さないと大変、だよ……っ」

　女の動きが一瞬止まる。炎ほのおはまだ見えていないが、藁山はくすぶり始めていた。

　バートはうつぶせに組み伏ふせられ、床の土を嚙みながらも、彼女を嘲あざ笑わらった。

「あはは、どうしようね。ね、俺を捕まえてる暇ひまなんて、ないんじゃないの……！」

　予兆もなく、藁山の端はしから、炎の赤い舌がちろりと見えた。熱を感じ、ふふふ、とバートは笑う。

　その笑いが、消える。

　扉とびらが開いて長身の男が入ってきたのだ。彼は火の点ついた藁山を見ると、自分のマントを取って火に叩き付け始めた。藁は散らばり、火の粉も飛んだが、男はそれらをすべて踏ふみつけ、最後には扉の外に置いてあった水みず桶おけの水で完全に消火してしまった。

　床も藁山も濡ぬれた頃には、バートはすっかり縛り上げられて、床に座らされていた。

　バートは長く溜ため息いきを吐いて、壁かべに頭をもたれさせた。

「ちぇ……うまくいくかと思ったのになあ」

　せっかく正直になってみたのに、逃とう亡ぼうは失敗してしまったのだ。

　火を消した男は二十四、五で、立派な体格に、青いサーコートを着けていた。今は濡れて、煤すすけたマントも同色だ。蠟燭は消えていたが、男が持ち込んだカンテラのおかげで、褐かつ色しよく気味の金きん髪ぱつと、男らしい顔立ちも見て取れた。

　彼の名を呟つぶやいたのは、窓の下に蹲うずくまったままのロウだった。

「レオン様……」

　バートは微笑ほほえんだ。バートの狭せまくじめじめした半地下の部屋に、この街を伯より預かる代官がいる。それは不思議と彼の自尊心を満足させたし、そもそもこの状じよう況きようがおかしかった。

　若き代官はバートと【黒い羊ブラツクシープ】を一いち瞥べつした後、ロウを見て、悲しげに顔を曇くもらせた。




　代官は、【黒い羊ブラツクシープ】のことも、バートのことも放って、ロウのそばへ向かった。

【黒い羊ブラツクシープ】は何故か逃にげず、黙ってバートのそばに立ち、代官たちを見ていた。まるで、代官がロウをどうするのか、逃がすのか、捕つかまえるのか、見届けようとしているようだった。

　ロウは、脇わき腹ばらを押さえながら立ち上がった。落とした剣けんを拾い上げ、荒い息を吐きながらも、顔を上げた。その顔には脂あぶら汗あせが玉のように浮き、次々に頰ほおやこめかみを垂れて流れ落ちていく。傷と感情の乱れのために掠かすれる声で、彼は言った。

「レオン様、何故ここに」

「兵から、おまえが最近よく出入りしていると聞いてな。奉ほう公こう人を店に紹しよう介かいしたからだと聞いているが、そこの男か？」

「どいてください、私は……」

「おまえの話は後で聞いてやる」

　代官の言葉に抗あらがい、首を振り、あえぎあえぎロウは言った。

「お願いです。その男は、その男だけは……！　そいつがロビンを殺したんです！」

　代官は背後のバートにちらりと視線を走らせたが、すぐにロウに向き直った。

「彼も連れて行く。おまえも一緒だ」

「従えません！」

　傷ついた身体からだでよくそんな声が出るものだ。ロウはかなり強い口調で言い、ぎらぎらと輝かがやく目で代官を睨にらみつけた。

「そいつだけは殺させてください。今！　私の手で！　そうすれば従います、どのような罰ばつでも受けます、しかしその男だけは！」

「ダメだ」

「どうしようもない悪党が一人消えるだけです。お願いです……！」

　代官は硬かたい表情で突つっぱねた。

「これ以上罪を重ねるな。彼から聞きたいこともある」

「私がその男にやらせたことなら隠かくし立てなどしません、もうそんなものはどうでもいい！」

「そんなものだと？　おまえが無む抵てい抗こうの強ごう盗とうを殺したことか？　賄わい賂ろを受け取ったことか？」

　代官の声も怒いかりに震えていたが、ロウは命すら吐き出すように言葉を吐き出した。

「あなたは若すぎる。何もわかっていない。私が何年ここで警備隊を率いてきたと？　その間この街は変わらなかった。どう足あ搔がいても変わらなかった。それならもう認めるしかないでしょう。この街はこういう街なんです。変わらないのです。受け入れるしかないんです。私を罰したいならそうしてください。どうせ何も変わりません。何一つ変わらず、この街は朝を迎むかえて、また悪徳がのさばるでしょう。この街に必要なのは正義などではない。あなたの理想は叶かなわない！　ならばせめて今目の前にいる悪党を殺させてください！」

「ふざけるな！」

　代官は、激しい怒りを抑おさえきれない様子で怒ど鳴なった。

「おまえが言っているのは言い訳だ。自分が賄賂を受け取り、背中から人を切り捨てた言い訳に過ぎない。そんなものでこの街を汚けがすな。おまえの勝手な言い分で、この街で正直に、真っ当に生きて、悪事に耐たえている人々を汚すな!!」

「レ……」

「一度しか言わんぞ。剣を捨てろ、ロウ・ナインス」

　代官は一動作で剣を抜ぬき、その切っ先をロウの首に突きつけた。

　ロウはあえぎ、項垂うなだれ──

　剣を捨てた。

「残念だったね、ロウ」

　後ろ手に縛り上げられ、そばには噂うわさの【黒い羊ブラツクシープ】がいるというのに、バートは憐あわれみを込めて言った。

「ロウ、俺、知ってるよ。あんたが俺に、死んだ弟重ねてたこととか、あんたとしては俺を可愛かわいがってたつもりだったってこととか。なあ、あんた俺のこと愛してたよな。憐れんで、色々恵めぐんで、世話してやって。俺は、あんたの汚れ仕事を受けるたびに、ほんとこいつはバカだなあって思ってたよ。バカで、憐れな男だなあって。俺はずっとあんたを殺す気だったんだ。ちょっとずつ準備して、人脈作って、俺一人でこの街で生きていけるようになったら、あんたを殺して自由になろうって。だってあんたは俺の農奴時代の惨みじめなこと全部知ってるし、俺がこの街でどんな罪を犯おかしたのかも知っている。生かしておくわけないだろう？」

　代官に服を剝はがれ、傷の手当てを受けながらも、ロウは意識が朦もう朧ろうとしているのか荒あらい息でバートを見るだけだった。

　可哀かわい想そうな男だ、とバートはまた思った。

　あんまり憐れで、笑えてくる。

「ロウ。あんたバカだよ。俺がロビンを殺したことに気付かなかったってだけじゃない。何にもわかっていなかった。俺が何を考えていたかわかっていなかった──いや、想像もしなかったんだ、俺が何か考えることがあるなんて。でも俺だって考えるんだよ。抜けだしたくて、考えて、殺したんだ。ロビンを……あんたの大事な弟、俺の……っ！」

　不意にバートは胸むな倉ぐらを摑つかまれ、乱暴に壁に押しつけられた。目を上げると、彼を見下ろす【黒い羊ブラツクシープ】の顔があった。

　カンテラの明かりだけでは彼女の顔はよくわからず、ただベールの下の闇やみから声が響ひびいた。

「黙だまりなさい」

　石のように冷たく硬い声だった。

　バートはその忠告を聞く気はなかった。

「【黒い羊シスター・ブラツクシープ】か。あんたも、代官も、よくわかんないな。俺を殺さないの？　俺は絶対に後こう悔かいなんてしないよ。同じ状況になったら、何度でも同じことをするよ。何度でもロビンを殺すよ。俺にはロウの気持ちの方がまだわかる。どうしてあんたたちは、俺を殺さないの？　法だから？」

　考え込むような沈ちん黙もくを置いて、女は答えた。

「……あたしが正義の味方で、それがあたしの覚かく悟ごだからよ」

　バートにはその言葉の意味がわからなかった。覚悟だから？　殺さない覚悟なんてあるのか？　興味深いのが半分、バカみたいだなと思ったのが半分。

　バートは彼女に素す直なおに思ったことを言った。

「その覚悟、いつまでも保もつのかなあ？」

　女はそれ以上は何も言わなかった。
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　バートの部屋の周辺はすでに警備兵に囲まれていた。

　コンスタンティンは兵士の囲みを破って逃げ出すことには成功したが、すぐさまレオンは部下に指示を出し、彼女を追つい跡せきさせた。それがなかなかきつく、どこへ逃げても先回りされて兵士の声がわっと上がるので、彼女は次し第だいに一つの方向に追いつめられていった。

「うう、今日はなんかいつにも増してきっつい……」

　罠わなかと疑いつつも、逃げ場はなく、彼女は屋根から屋根へと飛び移り、そこへ辿たどり着いた。

　祭りの最終イベントのために、人々が集まる広場へと。

　市庁舎の屋根から広場を見下ろし、コンスタンティンは首を傾かしげる。

「考えてみれば、たくさん人が集まってる広場にレオンが僕を追い込むわけないよね……？」

　夏げ至しの夜、【練り歩き】の行列は最終目的地である広場に到とう達たつしていた。

　行列の中から若者の代表が進み出て、広場の中に設けられたひな壇だんに上がる。

　すでにそこには昔から伝わる仮面をつけ、藁わらで作ったたてがみのようなかつらを被かぶった男がいて、ガラス玉のはめ込まれた椅い子すに鎮ちん座ざしていた。木の仮面には炎ほのおのゆらめきのような模様が幾いくつも描えがかれ、開かれた大きな口と、牙きば、ぎょろりと大きな目がついていた。衣装には色とりどりの端は切ぎれが大量に使われている。おどろおどろしいその容姿に、泣き出す子どももいる。

　これが、市民が仮装した【夏の王】だ。

　コンスタンティンはひな壇を右手に見る位置にいた。人々の視線はひな壇に集中し、市庁舎の上のコンスタンティンに気付く者はいない。そもそも、彼らの位置からでは暗すぎて見えないだろう。

　気が付けば、ここまで彼女を追ってきた警備隊の姿もなかった。広場には確かに兵士の姿も見えるが、これは祭りで問題が発生した時に対応するために配置された兵力で、【黒い羊ブラツクシープ】を追う部隊ではないだろう。

「……あ！」

　そのことに彼女が気付いた直後、広場に灯ともされていたかがり火が、一いつ斉せいにその大きさを三倍ほどにも膨ふくらませた。

　かがり火の中から火のついた木もく片へんが飛び散り、人々は熱気と火の粉に怯おびえて、瞬またたく間に広場は混乱に包まれた。

　逃にげまどう人々を誘ゆう導どうしなければならない兵士たちも、この予想もしない事態に驚おどろき、咄とつ嗟さには動けずにいる。

「あいつか……！」

　コンスタンティンは舌打ちした。昨夜悪あく魔まは言っていたのだ。




『街中にある【力りき場ば】の力は吾われらの儀ぎ式しきに向けて高まり、吾わが輩はいがそなたと婚こん姻いんの儀式を執とり行う最終日に、その力は最大となって放たれる』




　今日は祭りの最終日、そしてこの広場は【練り歩き】の最終目的地。

　つまり、ここが──

「結けつ婚こん式しき場じよう……！」

　コンスタンティンは自分が出て行けば何が起こるのかおおよそ察したが、他ほかに事態を収しゆう拾しゆうできそうな人間の姿も見えなかった。仕方なく、屋根を蹴けって四階建ての市庁舎のてっぺんから、隣となりに建つ毛織物取り引きのための取引所の屋根に飛び降りる。二階建てのそこからならば、声が届くだろう。

「みんな！　落ち着いて！」

　コンスタンティンは声を張り上げた。

　かがり火は小さくなることはなく、人々は恐きよう慌こう状態になり、逃げるために前にいる者を押し倒たおしていく者もいた。一カ所で誰だれかが転ぶとそれに躓つまずいて後ろの者が転び、将しよう棋ぎ倒だおしになった。

　広場には、地じ獄ごくのような光景が広がっていく。

　コンスタンティンの声は届かない。彼女は息を吸い、もう一度、精せい一いつ杯ぱいの声を張り上げた。

「みんな！　こっちを見なさい！」

　近くにいた者が、数名こちらに気付いて驚きの声を上げた。すぐに周囲の者にそれは広がるが、それ以上に混乱の広がりの方が大きく、収拾がつかなかった。

「押してはダメ！　炎が大きくなっただけよ！　落ち着いて逃げるの！」

　聞こえた者が指示に従おうにも、少数では周囲の流れに抗あらがえない。

　コンスタンティンは焦あせった。声が嗄かれそうだ──

　があん、があん、という音が鳴り響いたのは、彼女がもう一度息を吸った時だった。

　その音は、リズムを刻むように定期的に鳴り響いた。音に気付いた人々はそちらを見た。

【夏の王】も【練り歩き】の行列も逃げ去ったひな壇の上に、二人の人物が立っていた。

　一人は女で、すらりとした身体からだを男ものの衣装に包んでいたが、【練り歩き】に参加するにはやや薹とうが立っているように見えた。

　彼女の傍かたわらには木き枠わくから吊つるされた大きな鐘かねがある。儀式の進行に使う鐘だ。

　があん、があん、という音は、彼女の従者らしき男が、その鐘を打ち鳴らす音だった。

　女は鐘の音に負けない、コンスタンティンを上回る、大きな声を張り上げた。

「黙れ!!」

　細身の身体からは考えられない、強きよう烈れつな一いつ喝かつだ。

　その声はよく通り、広場中に響いた。誰もがその声を聞いた。聞いて、振ふり返らずにはいられない声だった。鐘の音に気付いていなかった市民も、啞あ然ぜんとして、ひな壇の上の女を見た。

　視線を集めた女は、市民を睥へい睨げいして言った。

「狼狽うろたえるな！　炎が膨れあがっただけだ、足あし下もとを照らしてくれると思って落ち着いて行動しろ！　老人と子どもを押し倒さぬように、近くの兵士の指示に従ってこの広場から出るのだ！」

　誰もが口を噤つぐんでいた。言葉を発していたのはその女だけだった。混乱のただ中にあった広場で、突とつ然ぜん現れたそれは異常な光景だった。

　棒立ちになってしまった兵士を、女は[image: ]しかり飛ばした。

「時間を無む駄だにするな！　この広場から大通りは四本、路地を入れれば十本は出ているのだぞ！　それぞれ近くの市民を誘導しろ！　子どもは大人が抱だき上げ、足あし腰こしの弱い者は強い者が背負え！」

　止まっていた時間は、再び動き出した。兵士たちは突然現れた女の言葉に従い、市民の中でも指導者格の者たちは、兵士たちを助けて周囲の人々をまとめた。小さな騒そう動どうは幾つかあったが、最初のような途と方ほうもない混乱は起こらず、人々は広場からの脱だつ出しゆつを再開した。

　女はその様子を見守り、時折指示を出しながら、相変わらずひな壇に立っていた。

　ふとその顔を上げる。

　女は、【黒い羊ブラツクシープ】の姿を見つけ、にやりと微笑ほほえんだ。

「やあ、また会ったな」

「あなたは……」

　コンスタンティンは、女の正体をほぼ確信した。

　しかし、相手が誰であろうと、暴言は暴言だ。

　コンスタンティンは腕うでを組み、彼女を見下ろして言った。

「よくも人のことクズ呼ばわりしてくれたわね。今なら、謝れば許してあげるわよ？」

　それを聞き、女は意外なことに声を上げて笑った。笑い顔は、思いの外柔やわらかい。

「グロリア様！」

　せっぱ詰つまった声が聞こえた。

　見ると、レオンが群衆の中から声を上げていた。焦った様子のレオンは何かを伝えようとしている。

　ひな壇の上の女は彼を見つけて不思議そうな顔をし、そして轟ごう音おんが轟とどろいた。

　ひな壇の後ろで丸太を組み上げて焚たかれていた一ひと際きわ大きなかがり火が、内部から弾はじけ飛んだのだ。

　予兆はあった。弾け飛ぶ寸前、炎は色を変えていた。赤や橙だいだいではなく、あの古い泉からの光を思わせる、禍まが々まがしい青に。

　だから、コンスタンティンも反応していた。真っ先に動いたのはひな壇の上にいた女の従者で、彼は主を突つきとばしてひな壇の下に落としたが、自分は逃げ遅おくれた。コンスタンティンは取引所の二階からひな壇の上に飛び降り、従者の身体を抱かかえて転がり、ひな壇の脇わきに設けられていた、賓ひん客きやく用の天幕の中に飛び込んだ。

　そして、轟音を上げ、丸太が弾け飛んだ。衝しよう撃げきで炎はほとんど消えていたから延えん焼しようの心配こそなかったが、砕くだけた木材がひな壇だんやそばの地面、あるいは取引所や市庁舎の壁へき面めんに突き刺ささった。

　幸いだったのは、その頃ころにはひな壇近くの避ひ難なんはほぼ完かん了りようしていたことだ。それでも人々は悲鳴を上げ、また恐慌がぶり返しそうになった。親方や市長たちは周囲の人々をまとめ、指揮し、兵士も喉のどを嗄からして対応した。

「奥方様は……っ！」

　コンスタンティンが助けた従者は、彼女に礼を言うどころか、自分の安全を確かく認にんすることもそこそこに、天幕の外に飛び出した。

　従者は主をひな壇の上から突き落としていた。あの位置ならひな壇自体が盾たてになって、飛んできた丸太の破片で負傷することはなかっただろう。

　だが、そもそもひな壇は大人の身長ほどの高さがあった。そこから無防備な体勢で落ちて、ケガをした可能性はある。

　コンスタンティンも従者の後を追って天幕の外に飛び出した。

　だが、彼らの心配は杞き憂ゆうだった。

　レオンが、地面に落ちたはずの女を抱き抱えていたのだ。

　女は相変わらず不思議そうな顔で、自分を抱き留とめたレオンの顔を見ていた。

「おけがはありませんか」

　レオンに問われて、女は首を横に振る。

「よく気付いたな」

「は？」

「あのかがり火が弾け飛ぶと。どうしてわかったんだ。こちらに警告しようとしていただろう」

　レオンは呆あきれ顔で、いや、むしろ信じられない、という顔で、上うわ擦ずった声を上げた。

「炎ほのおが変わっていたでしょう。大きくなっていましたし、色が──」

「色などわかるか。背を向けていたのだ」

「熱気もすごかったでしょう！　炎自体の温度も上がっていたはずです、気付いていなかったんですか!?」

　女は、その美しい眉まゆを顰ひそめ、小首を傾かしげた。

「いや」

「少しはご自分の安全にも注意を払はらってください！」

　レオンは悲鳴じみた声を上げている。彼がそんなふうに狼狽えたり、女性を[image: ]りつけたりする姿は、付き合いの長いコンスタンティンでも見たことがなかった。いつまでも観察していたかったが、残念ながらそうもいかない。

　ひな壇の上ではまだ弾け飛んだ丸太の数本が残ってくすぶり続けていたが、その丸太を踏ふんで現れた男がいたのだ。

　月下では青みがかって見える黒くろ髪かみは、かがり火のために赤しやく銅どう色が混じって見える。

　微笑み一つで男女問わず蕩とろかすような美び貌ぼうの男が、ゆっくりと、舞ぶ台たいに現れた。

「出たわね、悪あく魔ま」

　コンスタンティンは口の端はしに笑えみすら浮うかべて言った。身構えるレオンに、鋭するどく警告する。

「あなたたちは下がっていて！」

「なんだあれは──」

　レオンに抱かれたままの女が、周囲を威い圧あつする男の出現に、さすがに緊きん張ちようした様子で言った。

　コンスタンティンはひな壇の正面に立つと、背後に退いたレオンらに、振り向かずに答えた。

「悪魔よ」

　広場にはまだかなりの人数が残っていた。それらの人々は、ひな壇に立つ男を見て、またそれと対たい峙じするように立つ【黒い羊ブラツクシープ】の姿を見て、驚おどろいたように叫さけび、あるいは囁ささやきかわした。

「吾わが花はな嫁よめよ」

　悪魔は、甘い青年の声で囁き、恍こう惚こつとした表情で、【黒い羊ブラツクシープ】に向かって手を差し伸のべた。

「吾われらの結けつ婚こん式しきを執とり行おう。力に満ちた、この地で──」

　その直後、広場の地面から、青白い光が立ち上った。

　人々は戸と惑まどい、悲鳴を上げる。まるで昼間のような光に包まれた広場は式場だった。悪魔が、コンスタンティンを手に入れるためにあつらえた、結婚式場なのだ。

　コンスタンティンは歯は嚙がみして呟つぶやいた。

「幻まぼろしの兵士の声を使ってあたしをここまで誘ゆう導どうしたのね……！」

[image: ]

　そして、騒さわぎを起こし、コンスタンティンが出てくるのを待ったのだ。

「許せない──人死にだって出たかもしれないのに！」

　叫び、彼女は駆かけ出した。悪魔へ向かって真っ直すぐに。

　ひな壇に飛び乗り、助走を付けて跳ちよう躍やくし、悪魔の脳天目がけて空中からかかとを振ふり下ろす。

　悪魔はそれを身を捻ひねって避よけた。

　コンスタンティンのかかとは、板を打ち付けて作ったひな壇にめりこみ、その亀き裂れつは広がって、床ゆかはコンスタンティンを中心に直径一尋ひろほどの円形に陥かん没ぼつした。コンスタンティンは床が抜ぬける前に亀裂の端はしを蹴けって脱出し、陥没した穴を挟はさんで悪魔と向き合った。

　悪魔は面おも白しろそうに目を輝かがやかせた。

「ほう。式の前に、殴なぐり合いか。よかろう、一つくらいはそなたの流りゆう儀ぎに従ってやろう。しかし、そなたはもはや逃のがれられぬ。この儀ぎ式しきの完了をもって、吾わが輩はいはそなたの心を手に入れ──」

　悪魔は言葉を切って振り返った。

　だが、すでに遅おそかった。白はく刃じんが悪魔の胴どう体たいを引き裂さいて、木こっ端ぱのように吹ふき飛ばした。

　悪魔は一度教会の壁かべまで飛ばされ、そこに激しく打ち付けられた。壁面を滑すべり、その身体からだが地に落ちる。

　かろうじて膝ひざを突いて地面に落ちた彼の頭部を、さらに追いすがった男の剣けんが横よこ薙なぎにした。人ならば確実に致ち命めい傷しようとなりうるその一いち撃げきを食くらいながらも、悪魔は生きていた。

　剣の男はさらに追い打ちをかけようとするが、悪魔がその前に一いつ瞬しゆんで異様に長く伸びた爪つめを、男の胸に振り下ろした。

　男は後方へ跳とんで逃れ、ひな壇の手前で、再び剣を構えた。

「貴様……！」

「口上の途と中ちゆうで失礼しました」

　胴どうを薙ぎ、さらに頭部に斬きりつけ悪魔に膝を突かせた男は、冷ややかな声で言った。

「しかし、あなたの計画が完了する前に滅ほろぼしてさしあげます。口上に意味はありませんよ」

「司祭様!?」

　あまりにうますぎるタイミングだ。コンスタンティンはひな壇の上から悪魔を警けい戒かいしつつ、司祭──ファーザー・ユリエルの様子も窺うかがった。

　ユリエルは昼間とは違ちがう、冷たい、一いつ切さいの迷いのない表情を浮かべていた。その手に構えるのは、抜き身の剣けんだ。鍔つばと刀身が十字を描えがく、片手で扱あつかうのには大ぶりの剣だが、ユリエルは右腕一本で軽々と振るう。古びて見えるが、今や刀身は白く輝き、眩まばゆいほどだった。

　悪魔退治に力を発揮する、修道会秘蔵の聖剣だ。

　ユリエルは剣を構え、悪魔を見み据すえたまま後方へ向かって言った。

「代官殿どの。これは私の領分です。よろしいですね？」

　コンスタンティンは以前との違いに気付いた。ユリエルがこの街に来たばかりの頃、まだレオンはユリエルが悪あく魔ま祓ばらい師とは知らなかった。だが、今ユリエルは、レオンが明らかにユリエルの事情を知っている前提で話している。

　ユリエルの口ぶりといい、何か、そう、密約ができたのだ。領主と教会との間に。

　ちらりと視線を走らせると、レオンは彼が抱だき抱かかえる女と目を交かわし、頷うなずいたところだった。

「わかった、ファーザー。これはあなたの領分だ。あなたと教会の。我らは退こう」

「感謝します」

　視線を戻もどしたコンスタンティンは、ユリエルの微笑ほほえみを見た。地面からの青い光に照らされたせいか、彼の笑みは、ひどく好戦的なものに見えた。

「こちらに、代官殿」

　そう言ってレオンらを誘導するのは、ユリエルの助力者であるというニコラスだ。影かげのように忽こつ然ぜんと現れたニコラスに驚きながらも、レオンらと女の従者はひな壇から離はなれていった。

　まだ遠巻きにしている市民もいたが、地面からの青い光が溢あふれる空間にいるのは、これで三人きりだ。

　ふん、とつまらなそうに鼻を鳴らし、悪魔はその場に立ち上がった。

「貴様のせいで、参列者がいなくなったぞ、司祭」

　ユリエルは悪魔の言葉を無視し、剣を手に再び悪魔との距きよ離りを詰つめようとする。

　だがその足あし下もとが突とつ然ぜん揺ゆらいだ。地面が割れ、そこから光の蛇へびが現れた。青白く輝く蛇は実体がないかのように透すき通っていたが、ユリエルの周囲を取り囲むと、彼の足や腕うでに嚙かみついた。

「このような幻げん覚かくで……っ！」

「幻覚だと思うか、司祭よ？　今こ宵よいは祭りだ。三日掛かけて集められた大地の力がここに結集している……心ここ地ちよいぞ、貴様と会う前の力を取り戻したかのようだ！　吾が花嫁にもくれてやろう！」

　悪あく魔まはそう言うなり背後を振り返った。

　背後から回り込んで近づこうとしていたコンスタンティンに、地面から伸びてきた光の蛇が迫せまる。

「くっ」

　コンスタンティンは一度方向を変えた。やや右手に走り込む。

　しかしそちらには教会の壁がある。蛇は壁へき面めん以外の三方を塞ふさいで迫る。

　だから、彼女は十分に蛇を引きつけてから跳躍し、空中ですぐ右手に迫った壁を蹴った。

「っらああああああ！」

　気合いの声とともに、壁面を蹴った反動を利用し、すべての勢いと力と体重を蹴り足に乗せ、悪魔の側頭部を蹴り抜く。さすがに丈じよう夫ぶな悪魔も首が折れるかというほどの衝しよう撃げきだ。吹き飛びはしないものの、ざざっ、と踏ん張った足が横に滑る。

　だが、コンスタンティンは足首を摑つかまれていた。

「あっ」

　悲鳴を上げたか上げないかで、悪魔の腕が彼女の身体を地面に押し倒した。

　衝撃に仰のけ反ぞり、身体が宙に浮いたところで、喉のどを摑まれる。

　悪魔の唇くちびるの間から、昨夜も聞いた、不思議な旋せん律りつの歌声が聞こえてきた。まるで聞いたことがない言語で、悪魔は歌を紡つむぐ──コンスタンティンは触ふれられた喉から全身へ熱が回るのを感じた。血の流れに乗って、力が身体に注ぎ込まれる。

「い……や、だ……！」

　儀式が進んでしまう。この悪魔を愛するようになってしまう。

　嫌いやだ。

　絶対に、心だけは嫌だ。

　コンスタンティンは喘あえいだ。泣きそうになるのを堪こらえ、目を開けて悪魔と自分の周囲を見る。

　そして彼女は力を振り絞しぼって腕を上げ、自分の喉を摑む悪魔の右手首を、両手でしっかりと摑み、叫んだ。

「さっさとやりなさい、司祭様！」

「言われずとも」

　悪魔が振り返るよりも早く、蛇から逃れ、彼の背後に迫っていたユリエルが剣を振り下ろした。

　聖剣は、悪魔の肩かた口ぐちに食い込んだ。

　だが、聖剣は腕を完全に断たち切ることも、抜けることもなく、肩の肉にがっちりと埋うまってしまう。ユリエルの顔が歪ゆがむ。柄を両手で持ち、すべての力を込めているのに、剣が動かないのだ。

「司祭……随ずい分ぶんと……やってくれたものだな……」

　聖剣は、留とどまりながらも悪魔の肉を焼いていた。立ち上る煙けむりの中で、悪魔はさすがに苦しげに、獣けもののような唸うなりを漏もらし、コンスタンティンの手を振り払はらう。

　その右手の爪が、短たん剣けんのごとく鋭するどく伸のびた。

「逃にげて、司祭様！」

　コンスタンティンは叫さけんで、悪魔に体当たりした。

　悪魔は右手で彼女の身体を投げ飛ばし、彼女はユリエルにぶつかり、衝撃でやっと剣が抜け、ユリエルは彼女とともに地面を転がった。

　悪魔は斬られた左ひだり肩かたを押さえ、よろめきながら後あと退ずさった。

　不思議なことに剣に血はついていない。悪魔の身体につけられた傷口からも、血は流れていない。ただ、黒い靄もやが、じわじわと大気に流れ出している。

　投げ飛ばされた【黒い羊ブラツクシープ】の下した敷じきになったユリエルは、身体を起こすために彼女を押しのけようとその肩を摑んだ。

　突とつ然ぜん、彼女は悲鳴を上げる。

「あ、あああああっ!?」

　左肩に激痛が走っていた。ちょうど、悪魔がユリエルに斬られたところだ。

　地にはいつくばり、痛みを堪えながら、彼女は顔を上げて悪魔を見た。

「ど、どうして……！」

　悪魔は自身も肩を押さえながら、苦しむ彼女を見て笑っていた。

「儀ぎ式しきが進んだのだ。吾わが輩はいとそなたの物質的な結びつきを強めた。こののちには、そなたの心を手に入れられる……あと一つ、最後の儀式である口づけによってな」

「そんな！」

　コンスタンティンが叫んだ時、突とつ然ぜん悪あく魔まと彼女たちの間に、小さな袋ふくろのようなものが投げ込まれた。それは地面にぶつかると弾はじけ、中に詰めてあった粉末が周囲に吹ふき飛んだ。

「！　何こ……」

　いきなり口を手で塞がれた。ユリエルだった。

　彼はコンスタンティンを抱き上げると、その場から離れ、正面扉とびらから市庁舎の中へ駆かけ込んだ。すぐに扉を閉め、ホールの窓から外を窺うかがう。

　コンスタンティンは戸と惑まどい、危あやうく【黒い羊シスター・ブラツクシープ】として装うのを忘れそうになりながらも、その背中に話しかけた。

「何……？　あたしを……助けた、の？」

「あれは近くの建物に潜ひそんでいる私の助力者です。豚ぶたの腸に目め眩くらましのための粉と……いや、あなたが聞きたいのはそういうことではありませんね」

　ユリエルは外への警けい戒かいを続けながら言った。

「事情を知りたかったので、ここまで連れてきただけです。悪魔は肩の治ち癒ゆをしているようです。傷を塞ぐだけでは流出した魔ま力りよくは取り戻せませんが、傷を塞がなければ左ひだり腕うでが使えません。さすがに不利と考えたのでしょう。今のうちに話してください。さっきの会話はどういうことです？　悪魔の儀式について、何か知っているのですか？」

　コンスタンティンは壁かべにもたれかかり、まだ肩の痛みのために荒あらい息を吐はきながら、とぎれとぎれに答えた。

「あいつが言うには、結けつ婚こん式しきよ……あの悪魔はあたしの心が欲しいって、昔からサクスでやってる祭りを利用しているの。悪魔の話じゃあ、街のあちこちから力が集められているから、それを利用するって……自分じゃ魔力が足りないから、あたしを思うままにできないのよ」

「あの悪魔は、あなたの心を手に入れるために、ここまで大がかりな儀式を行っている、というのですか？」

「そうよ」

　ユリエルは突然彼女の腕を摑んで、自分の方に引き寄せた。驚おどろくコンスタンティンの頭を摑み、無む理り矢や理り窓から外を見せる。

「ご覧なさい、この惨さん状じようを。これが、あなたの心を手に入れるためのものだと言うのですか？　確かにあなたの心を手に入れて、一生自分の下げ僕ぼくとするのに十分な力はあるでしょう。ですが、あなたはすでに彼の下僕でしょう？　それが目的ではないはずです。どのような計画があるのです」

「う……つう」

　肩が痛くて顔を上げるのも一苦労なのに、腕を背中に捻ひねり上げられ、外を見るように頭を押さえつけられた。痛みに目の前が眩んでくる。

　確かに、これは助けたわけではない。彼は純じゆん粋すいに、彼女から事情を聞き出したいだけだ。

「ちが……う、せいぜい、あなたの息の根を止めること、くらいでしょ……」

「異教の儀式なのですよ？　それを悪あく魔まが復活させようとしているのです。悪魔崇すう拝はいを広めるつもりではありませんか？　これはその呼び水に過ぎないのでは？」

　なんてことだ──確かに言われてみればユリエルの懸け念ねんもわかるが、あの悪魔の目的はそんなことではない。単にコンスタンティンだ。

　ユリエルは彼女が苦しむさまを見ても眉まゆ一つ動かさず、冷れい淡たんに言った。

「この街の夏げ至し祭については調べさせてもらいました。三日目の夜にすべての力がこの広場に集まるとわかり、張っていたのです。悪魔が動くという予想は当たりました。隠かくし立てしても良いことはありませんよ。彼はあの力を制せい御ぎよしきれていないようです。むしろ、何かのためにとってある、という感じがします……いったい、何をしようとしているのです？」

「あっ、あたしを手に入れるためよっ！　それしか……っ、」

　ユリエルの手が痛む肩を摑む。あまりの激痛に意識が飛びかけ、知らないうちに悲鳴を上げて蹲うずくまっていた。目の端はしから涙なみだが零こぼれて頰ほおを汚よごす。

　憐あわれむような目で、ユリエルが彼女を見下ろしていた。

「あなたは、自分にそれほどの価値があると思っているのですか？」

　怒いかりが膨ふくれあがった。このわからずやと叫んでしまいたかった。

　コンスタンティンは解放された手を地面について身体からだを起こし、どうせ紗しやで見えないだろうが、きつく彼を睨にらみつけた。

「それはあの悪魔が決めることよ。あたしでも、あなたでもない。人の世の常識に囚とらわれて、真実を見失わないことね、司祭様」

　ユリエルは、僅わずかだが不快そうに眉を顰ひそめた。

　その直後、市庁舎が大きく揺ゆれた。

　壁を突つき破って例の光の蛇へびが押し寄せてきた。まるで津つ波なみだ。

　光のうねりに飲み込まれそうになったコンスタンティンの手を、ユリエルが摑つかんで引き寄せた。彼が聖せい剣けんを振ふるうたびに蛇はその数を減らしたが、いかんせん数が多すぎた。

　蛇たちは聖剣を警戒するように一いつ旦たんは距きよ離りを取ったが、彼らを囲み、徐じよ々じよに輪を狭せばめてきた。

　そして、ホールに烈れつ風ぷうが吹き込む。

　正面扉を開け放ち、悪魔がついにこのホールにやってきたのだ。

　司祭よ、と悪魔は楽しげな声で呼びかけた。

「その娘むすめは貴様の手には余るぞ」

「あんたの手にだって収まりゃしないわよ……」

　コンスタンティンは肩を押さえながらも立ち上がって言った。

　悪魔の肩はすでに治ち療りようを終えているようだった。コンスタンティンの方も、手は動かせるようになった。それでも、悪魔を殴なぐり飛ばすにはまだ痛みが残る。この場は逃げるべきかもしれない。

　だが、いつまで抗あらがえるというのだろう。

　悪魔は最後の儀式は口づけだと言っていた。逃げ続け、朝になれば、もう安全だろうか？　集められた力とやらも、永続的なものではあるまい。朝とともに散るような力ならば、儀式の効力も朝日とともに消える……だが、そう都合よくいってくれるだろうか？　たとえば、力が、一年かけて少しずつ散っていくようなものだとしたら？　一年間、自分はあの悪魔から逃げ続けるのか。

　できるとは思えない。

　だが、捕つかまり、口づけを受ければ、あの悪魔を愛し、自ら望んで地じ獄ごくに行くようになるのだ。

　それはコンスタンティンにとって死んだも同然だった。

「妻よ、こちらへ来い」

　悪魔は彼女にそう命じた。

　コンスタンティンはゆるく首を振った。ベールがさらりと音を立てた。

　それまでのやりとりを黙だまって聞いていたユリエルが、小さな声で口早に囁ささやいた。

「【黒い羊ブラツクシープ】。もしもあなたの言葉が本当で、悪魔の目的が婚こん姻いんの儀式に則のつとってあなたの心を手に入れることにあるのなら手はあります。うまくいけば儀式を失敗させられるかもしれません。そうすれば力も消えるはずです」

「！　信じて……くれるの？」

「何を話している？」

　悪魔がそう言って片手を妖あやしく蠢うごめかせた。その手の動きに従って、光の蛇たちはぞろりと鎌かま首くびをもたげ、一いつ斉せいに輪を狭め、襲おそいかかってきた。

「二階へ！」

　ユリエルは聖剣で蛇を斬り捨てながら、彼女の手を引いて市庁舎の正面階段を駆け上った。

　一階ホールは吹き抜ぬけになって、二階には吹き抜けを囲むように回かい廊ろうが巡めぐらされ、扉が何枚もあった。その扉の一枚を開け、二人は室内へ飛び込んだ。

　コンスタンティンがすぐに扉を閉め、さらにそばにあった棚たなを倒たおして扉を塞ふさいだ。光の蛇相手では大して意味はないかもしれないが、時じ間かん稼かせぎになればマシだ。

「それで、手って──」

　振り返ってコンスタンティンはユリエルに問おうとしたが、ユリエルが思いの外近い位置にいたので思わず口を噤つぐむ。後あと退ずさると、背中が倒した棚にぶつかった。

「あの」

　近すぎる。異変を感じて彼女はさらに逃のがれようと棚とユリエルの間をすり抜ける。

　だが、壁かべ際ぎわに逃にげたところで腕うでを摑まれ引き寄せられた。

　ユリエルは、驚くほど冷静な顔で言った。

「要は儀ぎ式しきの妨ぼう害がいをすれば良いのです。教会式にやるのなら、結婚式の前に報しらせを回して婚姻に異議を申し立てる者がいないかどうか確かく認にんしますが、これは異教の結婚式ですから」

「で、ですからっ!?　ですから何、ちょっと待って、まさか──」

「実力行使でいいのではないかと思います。そうやって花はな嫁よめをさらった例も文ぶん献けんにはありましたし。それで婚姻が無効になったという話です」

「ま、」

　力では勿もち論ろんコンスタンティンが勝まさっていたが、ユリエルは、まるで彼女の呼吸の隙すきを衝つくように、一いつ瞬しゆんで距離を詰つめて唇くちびるを奪うばった。もがく彼女の腕を捻りあげて壁に押しつける。

　顔を背そむけたその先に回り込んで、また唇を重ねた。無理矢理。

「や、」

　やめてと言おうとしたのに、タイミング悪く開いた口の中で互たがいの呼吸と熱が混じり合い、余計わけがわからないことになっただけだった。

　ど、と部屋に光の蛇がなだれ込んできたのはその時だった。

　蛇は壁という壁に穴を開けて侵しん入にゆうし、壁はあっという間に跡あと形かたもなく崩くずれた。壁を食くらいつくした蛇は音もなく彼らに襲いかかった。

　だが、その蛇が突とつ然ぜん消えた。

　一いつ匹ぴき残らず、同時に。

「おや」

　とユリエルは呟つぶやいた。

「うまくいったようですね」

　彼の視線の先には、目を見開きわなわなと震ふるえる悪魔の姿があった。
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　外を昼間のように照らしていた光は消えていた。窓から見えた限りでは、元の大きさに戻もどったかがり火が、広場のところどころを照らしているだけだった。

　先さき程ほどから騒さわぎ続けていた聖剣も、今はおとなしいものだ。

「貴様、吾わが妻の唇を奪ったのか……！」

　悪魔は事態を理解していた。

　この土地から得た力は儀式の最後の瞬しゆん間かんに向けて練り上げられ、高められていた。悪魔とその花嫁の結けつ婚こん式しきだったのだ。

　それを横から邪じや魔ました者がいた。

　だから儀式は失敗し、力は雲散してしまった。

「すり潰つぶしてこの世から消してくれるわ……貴様を絶対に許さぬ……司祭！　司祭め！」

「そう思うのなら、今やってみるがいい、悪魔よ」

　ユリエルは聖剣を構え、冷れい淡たんに言い放った。

　悪魔の力が弱まっていることに、彼は気付いていた。悪魔はどうやら本気で【黒い羊ブラツクシープ】の心を手に入れるためだけに古いにしえの儀式を復活させたらしい。彼らの関係がユリエルにはわからなくなった。彼が考えていたような主従関係ではないということだろうか？

　悪魔を見み据すえつつ、聖剣を構えて考えていたら、横から胸むな倉ぐらを摑まれ、殴られた。

「!?」

　彼の胸倉を摑み、有う無むを言わせず殴ったのは、【黒い羊ブラツクシープ】だ。

　攻こう撃げきか、と思ったが、何か雰ふん囲い気きが違ちがう。

　事態が飲み込めず、ユリエルは、一いつ瞬しゆん啞あ然ぜんとして抵てい抗こうも、回かい避ひも忘れる。また一発頰を殴られる。

「あたしは……っ」

【黒い羊ブラツクシープ】はユリエルに言葉を叩たたき付けるように叫さけんだ。

「あたしは悪魔の下僕でも、物でもない！　あなたがなんて言おうが、人間だ！　あなたを、見み損そこなったよ、司祭様！　儀式の解除のため？　そりゃわかるよ、ありがとうね！　でも、これじゃ……」

　震える拳こぶしで、彼女は最後の言葉を絞しぼり出した。

「悪魔と変わらないよ」

　呆ぼう然ぜんと座り込むユリエルには何も言えなかった。彼は腫はれた頰で、ぼんやりと【黒い羊ブラツクシープ】を見ていた。その震える唇を。

　その時になって彼は初めて気付いた。

　この【黒い羊ブラツクシープ】は、どんな人並み外れた力があろうと、精神的にはただの若い娘だ。

　彼は【黒い羊ブラツクシープ】を人ではあっても人の道を踏ふみ外はずした者だと思っていた。若いかもしれないとは思ったが、本当にその精神が若い娘のものであると理解したのはこの時が初めてだ。

　震える彼女を見て、彼は今いま更さらながら、強きよう烈れつな罪悪感を抱いだいた。その唇を彼は無む理り矢や理り奪ったのだ。儀式を無効化できると思ったからとはいえ、相手の同意も得ず、乱暴に。唇からは血すら滲にじんでいた。もみ合ううちに嚙かんだのだろう。彼女は抵抗しようとしていたのだ。肩かたの痛みに耐たえて、押しのけようと。それを。

「す……すみませ、」

　謝罪の言葉が口をついて出たが、言い終える前に、悪あく魔まが眼前に迫せまっていた。ユリエルは咄とつ嗟さに剣けんを持ち上げその鋭するどい爪つめを弾はじいた。

　悪魔の赤い目は冷たく燃え上がっていた。

「楽には死なさん」

　その目の迫はく力りよくに気け圧おされた一瞬、再び爪が空を薙なぐ。彼は避よけ損ない、目の下に横一文字に切り傷を受けた。ぱ、と血が飛ぶ。

　羽ばたきの音をさせ、悪魔はミミズクに変じて飛び立った。

【黒い羊ブラツクシープ】はその後を追うように窓から外へ飛び出す。

　ユリエルは窓辺に駆かけ寄ったが、追う気には到とう底ていなれなかった。

　……ややあって、瓦が礫れきをまたいで、彼の後ろからニコラスが現れた。

　ニコラスは不服そうに言った。

「何故なぜ追われないのです？　せっかく悪魔の狙ねらいを察知して待ちかまえておりましたのに」

「……いいのです」

　ユリエルは呟いて、首から吊つるした十じゆう字じ架かに服の上から触ふれた。

　その夜の風はこの季節にしては涼すずしく、火ほ照てった彼の頰ほおに冷たい口づけを与あたえて吹ふき抜けていった。
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　街全体が、やけに騒がしい。祭りの最終日にしてもおかしい。

　それに気付いた代官がバートらの城への連行を一部の部下に任せ、残りを率いて広場に向かったのは、少し前のことだった。

　バートは後ろ手に縛しばられ、その縄なわの端はしは彼を後ろから見張る兵士の中にあった。ちょうど橋に差し掛かかったところで、バートは水面を見ていた。首を川の方へ曲げ、足を止めようとするバートを、後ろから追い立てる兵士は[image: ]しかった。

「よそ見をするな！　真っ直すぐ前を……おい、立ち止まるな！」

　兵士はそう言って、立ち止まって欄らん干かんから黒々とした水面を見下ろすバートを槍やりで小こ突づこうとした。バートはその槍をすっと避けた。槍を避けられるとは思っていなかった兵士は、前のめりになった。バートは自分の足に兵士の持つ縄を引っかけ、それをぐいと引く。

　兵士はいっそう姿勢を崩し、地べたに転がった。

「貴様！」

　周りの兵士がバートに向かってわっと飛びかかってきた。

　バートは一人の腕はかいくぐったが、二人目に捕つかまり、橋の欄干に身体からだを押しつけられた。ちょうど目前に迫ったその二人目の耳に嚙みつく。

「ぎゃあああっ」

　悲鳴を上げて兵士は仰のけ反ぞり、バートから逃れようとした。バートは兵士たちが怯ひるんだ隙に、まだ縄から手を放さない兵士の顎あごを蹴けり上げた。

　ダメだ。縄は兵士の手首にくくりつけられている。

　ならばと、バートはそのまま欄干を越こえて川面かわも目がけて飛び降りた。体重と勢いが縄にかかり、顎を蹴られて意識が朦もう朧ろうとなった兵士はそのまま一いつ緒しよに川面に落ちそうになった。

　それを他ほかの兵士が捕まえ、なんとか橋の側に引き留める。

　バートは橋からぶら下げられる恰かつ好こうになった。

　だが、兵士たちが安あん堵どした、その時──

　度たび重かさなる負ふ荷かに結び目が緩ゆるんだらしく、縄が、兵士の手首からずるりと抜ぬけ落ちた。他の者が摑つかもうとしたが無む駄だだった。

「バート!!」

　ロウの怒いかりと驚きよう愕がくに震える声が響ひびいた。

　バートは後ろ手に縛られたまま、真っ暗な川の中へ落ちた。
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　左肩の痛みはすでに取れていた。腕うでも足もあちこちケガはしていたが、骨折はないし、僧そう衣いで隠かくれてしまうから、あとは痛みを我が慢まんすればいい。

　その我慢が、なかなか大変なのだが。

　コンスタンティンは、痛み続ける身体を庇かばいながら、礼拝堂の掃そう除じをしていた。

　祭りから一夜明け、サクスは普ふ段だんの喧けん噪そうを取り戻していた。

　昨夜の大おお騒さわぎはこれからしばらく市民の噂話の種になり、ひょっとすると伝説として世代を経て語り継つがれてしまうかもしれない。何しろ、市庁舎は勿もち論ろん、周囲の建物の壁へき面めんにも大きな傷きず痕あとが残ったのだ。転んだり、火のついた木材で火傷やけどしたりして、怪我けが人も大勢出た。幸運にも死んだ者や深い傷を負った者はいなかったが、大変な事件だった。

　それでも教会の中は変わらず静かだった。

　レオンが訪ねてきたのは、掃除が終わりかけた頃ころだった。

　彼は入り口の聖せい水すい盤ばんで指先をぬらし、十字を切ると、珍めずらしく真っ直すぐ主祭さい壇だんに向かった。膝ひざを突ついて、目を閉じ、口に出さず祈いのりを捧ささげる。

　コンスタンティンは邪じや魔まにならないよう、掃除を控ひかえて礼拝堂の隅すみにいた。

　彼は目を開けたあとも、しばらくその姿勢のまま、祭壇奥の聖ブリジット像を見つめていた。まるで彼女に語りかけ、答えをもらおうというようだった。

　やがて、レオンは立ち上がった。控えていたコンスタンティンを振ふり返り、笑えみを見せる。

「よお」

「こんにちは、サー・レオン」

　コンスタンティンは箒ほうきを抱かかえたまま彼の方に近づいて、その顔を見上げた。疲ひ労ろうの色が濃こい。口元には笑みが浮うかんでいるが、いつもの豪ごう快かいな笑い方とは似ても似つかない、静かな微笑だ。

　当たり前だ。腹心の部下である警備隊長が収しゆう賄わいで捕まったのだ。殺人はまだ証しよう拠こが出ていないが、公職に就つくものの汚お職しよくへの刑けい罰ばつは厳しい。死し刑けいはごく普ふ通つうのことだ。

「……大変でしたね」

　そう声を掛けると、レオンは肩を竦すくめた。

「俺がもっと早く判断できてりゃよかったんだがな。あいつにだらだら罪を重ねさせた。薄うす々うす勘かんづいちゃいたのに、証拠もなかなかなくて、どうにも動けんなってところだった。いや……それだけじゃないな」

　レオンは聖ブリジットを再び見上げた。

「あいつは俺がガキの頃から行ぎよう儀ぎ見習いやらなんやらで屋や敷しきに出入りしててな。よく遊んでもらったし……要するに情がな。ダメだなあ」

「この街が嫌いやになることは、ありませんか？」

　レオンはコンスタンティンと目を合わせた。

　疲つかれ、悲しげではあったが、思いの外、さっぱりとした顔をしていた。

「昔、ファーザー・アンガスに言ったことがあった。この街を愛せない、って。ここで……」

　優やさしい光がステンドグラス越ごしに色づいて、彼の頰を照らしている。あの時もそうだったとコンスタンティンは思った。三年前、ロビンが死に、レオンがアンガスに訴うつたえたあの時。

「その時、言われたんだ。愛せなくたっていいって」

　驚おどろくコンスタンティンを見つめ、レオンは微笑んだ。

「人間相手でも同じだ、毎日連れ添そううちに愛が生まれることもある、何かのきっかけで愛が目覚めることもある。まずは一人、誰だれかこの街で愛する人を見つけなさい。やがて一人が二人になり、二人が三人になり、あなたは街を愛するようになる……そうならなかったら、それはそれで仕方ない。そういうものです、ってな」

　アンガスらしいな、と思った。コンスタンティンにも、レオンの言葉がアンガスの声で聞こえてくるようだった。暗い礼拝堂の、この主祭壇の色づいた光の中で、アンガスが語るその声が。

「だから俺はこの街の人間をできるだけ知ろうと思った。実際できるだけそうしてきたつもりだ。一番身近な人間を、わかってなかったのが残念だが……」

　レオンが作った握にぎり拳こぶしに、コンスタンティンはそっと手を置いた。

　目が合うと、彼は少し照れ臭くさそうに笑って言った。

「大だい丈じよう夫ぶだ。どうしても辛つらくなることはあるが、今は、もう、何があっても……」

　コンスタンティンも微笑みを返し、穏おだやかな気持ちで、心からの言葉を贈おくった。

「僕らも、あなたが好きですよ、サクスの代官」

　おう、とレオンは頷うなずいた。

　何かを変えるには大変な労力が必要だし、裏切られるのは辛い。

　だから、彼らは寄り添うように立ち、互たがいを勇気づけるように微笑みをかわし合った。




　牢ろうは城の地下にあって、ひんやりとしてはいたが、湿しつ度どが高く、不快な臭においがこもっていた。

　コンスタンティンは濡ぬれた石いし畳だたみの上を歩き、教えられた独どく房ぼうの扉とびらの前で立ち止まった。

　扉は分厚い木でできており、大きな錠じようがかけられ、コンスタンティンの目線ほどのところに覗のぞき窓まどがついていた。中に誰がいるかはわかっていたので、コンスタンティンはそこを覗き込みはせず、ただ扉のそばに立った。

　声は牢からかかった。

「誰だ」

「聖ブリジット教会のコンスタンティンです」

　何の用だ、とロウは言った。コンスタンティンは扉の木目だけを見つめて答えた。

「あなたと話しに来ました」

「まだ司祭を呼ぶような状じよう況きようじゃないだろう」

　死し刑けい執しつ行こう前なら司祭が来るのもわかるが、死罪だとしても裁判がまだだ、という意味だろう。

　コンスタンティンは首を振り、相手に見えてないと気付いて口に出して言った。

「違ちがいますし、僕はそもそも助祭です。ただ、僕があなたと話したかったんです。昔、僕が賭と博ばくで捕まって、ここの牢に入れられた時、あなたは話しかけてくれたから」

　ロウは沈ちん黙もくした。コンスタンティンは話しかけ続けた。

「僕、一度だけですけど、ロビンに会ったことがありました。すごく感じの良い子でした。ロビンはあなたを心から尊敬してたし、愛していた……ロビンの話をしませんか？　あなたさえよければ、ですけど」

　少しの沈黙の後、ロウの声が覗き窓から聞こえてきた。

「ロビンは宿に帰る途と中ちゆう強ごう盗とうに襲おそわれて身ぐるみ剝はがされ、川かわ縁べりに捨てられた。殺人の目もく撃げき者はいなかったが、売り払はらった品物を辿たどって、強ごう盗とうはすぐに特定できた。俺が前に捕まえて、裁判で市外追放にされた男だった。だからあの子は俺のせいで死んだ、ずっとそう思ってきた……これで満足か、コンスタンティン助祭」

「だからあなたは法を犯おかすようになったのですか？」

　ロウは何も言わなかったから、反応はわからなかった。コンスタンティンは扉に額をつけ、この向こうにいるロウを思って言った。

「ロビンを殺したのは自分だと、ずっと悔くいてきたんですね。でもあなたは何も悪くない。悪くなかったのに……」

「無駄だとわかっただけだ」

　答える声は冷れい淡たんな感じがしたが、語ご尾びは掠かすれていた。

　ロウの無力感と絶望を感じ、コンスタンティンは目を閉じた。

　愛する弟を守れなかった、むしろ自分が遠因となって死に至らしめたのだと考えていたのなら、彼の慟どう哭こくは察するに余りある。しかも遺い棄きされた時ロビンは生きていたのだ。助けようともしなかったのはこの街の住人たちだ。

　彼は尽つくしてきたこの街に裏切られ、弟を殺された。

　だから、この街を裏切ったのだ。

「ロビンは、川縁から、通りに出ようとしていたんですよね。土手を上って……」

「ああ」

　その痕こん跡せきを見つけた時のロウの絶望は、想像するだけで恐おそろしい。

　だが、だからこそ、わかることが一つあった。

「ロビンには時間があったはずです。彼が望むなら、力ちから尽つきてしまう前に、自分を殺した犯人についてもっと明確な手がかりを残せたはずです。それなのに、犯人……バートという少年からロビンが奪うばった髪かみ紐ひもは土の下に埋うめられていたと聞きました。バートが埋めたんじゃ勿もち論ろんありませんよね。埋めたのはロビンでは？」

「……おい、何を言っている？」

　ロウが立ち上がる気配があった。扉とびら越ごしにどんという衝しよう撃げきが伝わる。ロウが扉を叩たたいたか、手を押し当てたかしたのだろう。

「何を言っている!?」

「ロビンはバートを許したのではないでしょうか」

「バカな！」

　どん、という衝撃がまた扉に走る。コンスタンティンはちょうど衝撃を受けた辺りに手を置いた。叶かなうならば扉越しに彼の拳を受け止められるようにと。

「ロビンは優しい子でした。バートととても仲がよかったのでしょう？　それならロビンはバートを許したのでは？　紐ひもが埋めてあったのはどうしてですか？　最後の力を振り絞しぼって、ロビンがそんなことをしたのは、友人を庇かばいたかったからでは？　あなたはそう考えませんか？」

「ふざけるな、ロビンは殺されたんだぞ!?」

　どん、と三み度たび、扉は叩かれた。衝撃が伝わり、扉に置いたコンスタンティンの手がじんと痺しびれた。

「確かに僕の勝手な想像かもしれません。だって僕は一度しか彼に会ったことがないんですから。でも、それならあなたはどう思うのですか？　川縁で、何を考えて死んでいったと思いますか？　あの紐が埋められていなければ、あなたは確実にバートを疑ったでしょう？　あなたが紐を無関係と判断したのは、そんなものをそんなところに埋める理由が誰にもないからです。ロビンがバートを許そうとしたのでない限り」

「ロビンは……！」

　どん、と一ひと際きわ大きく扉が揺ゆさぶられた。

　兵士が近づこうとするのをコンスタンティンは首を振ふって止めた。

　ロウは覗き窓に指をかけていた。力を入れているせいで、その指先は白く血の気が失うせていた。その指に、コンスタンティンは手を置いた。

「僕は司祭じゃないから、赦ゆるしの秘ひ蹟せきをあなたに与あたえることはできないけど」

　震ふるえる指先から伝わる思いを感じ、コンスタンティンは言った。

「僕はあなたのために祈いのります、ロウ・ナインス。たとえあなたが僕の知らないどんな罪を犯していても。この街の誰がなんと罵ののしろうと。どんな罰ばつが下されることになっても……昔あなたに何度も[image: ]しかられ、諭さとされて、今僕はここにいるから」

　ロウは何も言わず、しかしコンスタンティンの手を振り払うこともなく、何かを堪こらえるように震えていた。

　コンスタンティンも、しばらく彼の手に触ふれ、その震えを感じていた。




　指輪の異変に気付いたのは、兵士に連れられ通路を歩いていた時だった。

　明かり取りの小さな窓が高い位置にある石造りの狭せまい通路は、地上に至る階段に通じていた。薄うす暗ぐらいそこで、コンスタンティンの左手がちかちかと輝かがやいたのだ。

　幸い先を行く兵士は気付かなかったようで、コンスタンティンは左手に右手をかざし、光を遮さえぎった。左の薬指の付け根に、黒い石がはまった指輪が現れていた。悪あく魔まとの婚こん姻いんの指輪だ。

　石の色が以前見た時より、薄うすくなっている。

　善行を積めば石の色は徐じよ々じよに薄くなり、やがて壊こわれる──悪魔はそう言っていた。

　幾いくつかの経験から、石はどうやらコンスタンティンが人の心になんらかの光明をもたらした時にそれを善行とみなして色を薄くするらしい。

　色が薄くなったのなら、ロウは救われたのだろうか。

　救えたとは到とう底てい思えなかったが、そうあって欲しい、と心から思う。

　階段を上り、地上に出た時、コンスタンティンは陽光の眩まぶしさに目を細めた。

　──バートは、城への連行中に川へと身を投げたらしい。

　遺体は上がっていない。後ろ手に縛しばられていたはずだから、泳ぐことはできなかったはずだ。

　それでも、彼はもしかしたら岸に辿り着けたかもしれない。辿り着いて、今は違う名前で、また生き直そうとしているかもしれない。

　見知らぬ人間として。

　コンスタンティンは、自分はすれ違う人間をしばらくの間は気にするだろうと思った。もしかしたらフードを被かぶったバートではないかと疑って。振り返って、後ろ姿を見送って、曖あい昧まいな不安を胸に抱いだいて、また視線を戻もどして歩き出す。きっとそんなことが何度もあるだろう。

　いつもと変わらぬ喧けん噪そうの中、大通りを歩きながら、コンスタンティンはその予感通り、一度だけ背後を振り返った。

　そして、すれ違ったのがバートとは似ても似つかない男だと気づき、また目を前方に向け、教会への道を歩き出した。
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　サクスの領主であるウォール女伯グロリアは、狼おおかみを思わせる理知に溢あふれた灰色の眼まな差ざしを、臣下のレオンに向けた。グロリアが父の領地を継ついでサクスの領主となったのは六年前。夫を失ったのが五年前。レオンは少年時代、小こ姓しようとして、彼女の父から行ぎよう儀ぎ作法、剣けん、振る舞まい方など、あらゆることを学んだ。今は代官としてサクスを預かる身だ。

　ほぼ半年ぶりにサクスの城に顔を出したグロリアは、城の小広間にレオンを通し、人ひと払ばらいをした。

　窓辺に立つグロリアは頰ほおにかかる一筋を残して長い髪かみを編み込み、後頭部に回してネットに入れていた。身に着けるのは金糸と銀糸で細かな刺し繡しゆうの入った白いガウンと、緑色の上品なドレスだった。くつろいだ様子の彼女は、レオンに顔を上げさせ、くつくつと笑った。

「仏ぶつ頂ちよう面づらだな。私に会うのがそんなに嫌いやか」

　暖だん炉ろの前に立つレオンは再び顔を伏ふせ、淡たん々たんと応じた。

「いいえ。慚ざん愧きの念に堪たえないだけです」

「何を悔いることがある？」

「部下に罪を重ねさせました」

「ロウ・ナインスか。あれはもう良い。おまえは結局正しい判断をしたのだ。おまえが同じ間ま違ちがいを二度とはしないことは、私もわかっている」

　城は石造りで、冷たく、じめじめして、あまり住みよいところではなかったが、グロリアは楽しげな笑えみを浮うかべ、その冷たい壁へき面めんに指を滑すべらせていた。

　レオンはまだ俯うつむいたまま言った。

「あなたの信しん頼らいを裏切るところでした」

「多少待たされただけだ──まあ、確かに待ちはしたがな」

　グロリアは、肉の付いていない肩かたを竦すくめた。

　ロウ・ナインスについては、彼女もレオン以外のルートから報告を受けていたのだが、レオンの決断を待って、特に口出しはせずにいた。彼女は領地を回るため、サクスにいるのは一年のうちの限られた期間だけだったが、各地に多くの分野に跨またがる情じよう報ほう網もうを持っていた。ナインスが見み逃のがした盗ぬす人つとがサクスで悪さをしている、という情報も、裏世界に通じる人間から得ていた。レオンは少し融ゆう通ずうの利きかないところがあるから、そういった者たちは、彼よりも彼女の方に情報を流したりもする。

　レオンはそれでいい、と彼女は思っている。この融通の利かないところがレオンなのだ。

　だが、ロウ・ナインスはいけない。あの男がそばにいて、レオンを補ほ佐さするのでは、レオンが変わってしまう可能性がある。彼女はレオンを信頼していたが、同時にロウ・ナインスのレオンへの影えい響きよう力を恐おそれてもいたので、【黒い羊ブラツクシープ】に情報を与え、この件に介かい入にゆうするよう仕向けた。そうすればレオンがせっつかれ、ナインスの捕ほ縛ばくに動くと考えて。

　グロリアは結果に満足していた。

「私はこれからもおまえを信頼し、サクスを預けよう。ただ、苦労させられているな。【黒い羊ブラツクシープ】に」

　レオンの肩がぴくりと震えた。

　グロリアは、闇やみ夜よの修道女を思い出すため、目を閉じた。

「あの女、面おも白しろいな。この間会った時、ちょっとからかってやったんだが、思い切りよく食いついてきたぞ。あれはいい。欲しいな」

「…………なんとおっしゃいましたか？」

「欲しいな、と言ったんだ。【黒い羊ブラツクシープ】を私の手て駒ごまにしたい。民たみもあれに懐なつきつつあるしな」

　目を開き、グロリアは、驚おどろいた顔のレオンに言った。

「だから、必ず私の前に連れてきておくれ。悪魔などは司祭に任せて構わぬが、あの女は惜おしい。教会にくれてやるにはもったいない」

「承知致いたしました」

「近くにおいで、レオン」

　グロリアはレオンを手招きし、レオンは跪ひざまずいて彼女の手を取った。

「グロリア様。一つお願いがあります」

　指輪に忠誠のキスをして、彼は彼女を見上げた。グロリアは小首を傾かしげる。

「『危険に飛び込むな』か？」

「もう少し、ご自身の供の人数を増やしてはくださいませんか」

「アルフレッドがいれば十分だ」

　レオンが途と端たんに渋じゆう面めんになった。

「広場でもあのように派手に……あの群衆の中には、あなたの民ばかりではなく、敵対者も混じっていたかもしれないのです。ご自分の安全に気を配ってください」

　考えておこう、と彼女は言った。

「で？　他ほかはないのか」

「あって欲しいような口ぶりですね」

「無論だ。私はおまえの小言を聞くのが好きなんだ」

　グロリアは上じよう機き嫌げんで彼を立たせ、その肩を叩たたいた。

「私のことを心から心配しているのがわかる。素す晴ばらしい小言だ」

「たちの悪い人だ」

　レオンは吐はき捨てるように言った。

「そう、私はたちが悪いのだ。さあ、邪じや悪あくで冷れい酷こくなご領主様に、何か言いたいことはあるか、レオン？　次は聞き届けてやるかもしれんぞ」

　グロリアは肩を揺ゆすって笑い、窓に視線を移した。城は盛り土の上にあり、その窓からはサクスの街がよく見えた。教会の尖せん塔とうも、連なる屋根も、銀色に輝く川も、港も。あの港をいつか大陸からの船で満たすのが彼女の望みだったし、レオンの望みでもあった。

　レオンは溜ため息いきを吐いて、彼女の肩からずれたガウンを、元のようにかけ直してやった。

「ロウ・ナインスの裁判は私にお任せ願えますか」

　ちろりと彼女はレオンを見て、頷うなずいた。

「許す」

　ロウについての願いだったのが気に食わず、彼女の表情はやや不ふ機き嫌げんなものとなったが、レオンはその不満に付き合わず、城の窓からサクスの街並みを眺ながめていた。




[image: ]




　ユリエルは主祭さい壇だんの前に両りよう膝ひざを揃そろえて蹲うずくまり、祈いのりを捧ささげていた。背を曲げ、髪が床ゆかにつくほどに頭を下げ、声には出さずに祈りを捧げる。心の安息が必要だった。夏げ至しの夜以来、彼の心から安息の二文字は失われ、心は千々に乱れていた。

　若い娘むすめの唇くちびるを強ごう引いんに奪うばってしまったのだ。それが悪あく魔まの儀ぎ式しきを食い止める手段だったとはいえ、彼女の言葉通り、相手を物としか見ていないような扱あつかいをしてしまった。彼女の心を深く傷つけたのは間違いない。

　無論、司祭である彼が若い娘に口づけること自体、大いなる罪だ。あの時はどうしてあそこまで簡単にことに及およんでしまったのか、彼にはさっぱりわからなかった。

　確かに、彼には、悪魔退治となると少々見境がなくなるところがあった。悪魔の目的をくじくことが彼の喜びで、あの時の彼はその暗い喜びにすっかり支配されていた──あるいは、あの儀式の力が彼の精神に影響を与あたえていたということもあるかもしれない。

　いや、それは言い訳に過ぎない。彼はそのまま、ごっ、と額を床にぶつけた。本当に情けなくて消えてしまいたくなる。

　彼女の吐と息いきを口の中に感じたのを、覚えている。泣き叫さけぶような声ごと、彼はその唇を食くらったのだ。そこに一いつ切さいの愛はなく、ただ、その行こう為いが悪魔の目的を妨さまたげるだろうからという理由で。それでいて、彼はその感かん触しよくを覚えているのだ。柔やわらかな唇の濡ぬれた感触を。彼女の吐息の熱を。そこに愛はないのに。

　愛がないのに克こく明めいに覚えているのなら、そこにあるのは、ただの情じよう欲よくだ。

　凄せい絶ぜつな罪悪感でいっぱいになり、ごっ、と彼はその日二度目の頭ず突つきを床に食らわせた。一度目よりも体重が乗っていて、頭ず蓋がいに響ひびいた。

　許されることではない。神の教えにも、勿もち論ろん背そむいている。むしろ悪魔の所行だ。まったく、彼女の言葉はいちいち正しい。

　背後から、心配そうな声がかけられた。

「あ、あの、ファーザー？」

　がばりと彼は上半身を起こした。

　振ふり返ると、日課の掃そう除じに来たのだろう、箒ほうきと桶おけと雑ぞう巾きんを持ったコンスタンティンがそこに立っていた。コンスタンティンは、彼の顔を見て悲鳴を上げた。

「ちょ、血っ！　血が出てますよ、ファーザー！」

「え？　え、あっ」

　確かに指で触ふれると僅わずかに指先が血で汚よごれた。ユリエルはコンスタンティンから渡わたされたリンネルの布ふ巾きんで額を押さえた。

「た、たいしたことはありません。血もあまり出てませんし……」

「お祈りに情熱を注がれるのはいいですけど、ファーザーがおけがをなさっては聖ブリジットも悲しまれるのではないでしょうか……」

「は、はは、気を付けます……」

　祈りに情熱……コンスタンティンの言葉が胸に突つき刺ささる。祈りに情熱を注げたらどんなにいいか。あまりに大きな罪悪感にさいなまれ、今は到とう底てい集中して祈りを捧げることはできなかった。ユリエルは立ち上がった。

「あ、血止まってます？　手当てしましょうか？」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶですよ。これは洗っておきますね……」

　ユリエルはそう言うと、ふらつく足で布巾片手に司祭館へ向かって歩き出した。




　コンスタンティンはユリエルを見送り、ぽつりと呟つぶやいた。

「なんか……やっぱり、夏至のアレから変だよねえ……」

　司祭館に一いつ緒しよに寝ね起おきし、教会でもともに長い時間を過ごすのだ。彼の異常に、とっくの昔にコンスタンティンも気付いていた。

　たぶん、原因はあの口づけだ。

　決して、劣れつ情じようを抱いだいてのことではない。悪魔の儀式を食い止めるという目的のためだ。とはいえ同意を得ずに唇を奪い、しかもその理り不ふ尽じんさを当の口づけの相手から拳こぶしとともに説教されたら、まあ、真ま面じ目めな彼のことだ、凄絶に落ち込むのは当たり前のことだ。

「言い過ぎたかな……」

　自分が彼に言い放った言葉を思い返し、コンスタンティンはちょっと後こう悔かいする。少なくとも、悪魔と変わらないとか、あの辺は言い過ぎた気もする……

　こんな状態が一週間続いているので、コンスタンティンとしても、もはや彼に対する怒いかりを抱くことはできなくなっていた。むしろ、もういいからやめてくれ、と言いたくなる。

「今度【黒い羊シスター・ブラツクシープ】の時に会ったら言おうかな……いや、かえって落ち込ませるだけかな……」

　彼女自身、あの口づけを思い返すと複雑な気分になる。自分の唇に指先で触れる。同意もなかったし、強引だったし、唇から血が出ていたし、まあひどいものだったと思う。彼がそうしたということが悲しくて、胸が痛い。しかも顔見知りなだけに、そわそわと落ち着かない気持ちになる。

「憎にくい……」

　背後から、いきなりそんな呟きが聞こえた。

　あまりに物ぶつ騒そうで振り返ると、黒くろ猫ねこが床にべたっと腹をつけて寝ねそべっていた。悪魔も、よほど応こたえているのか、あの一件以来もう一週間が経たつというのに、まだこうしてしょげていることが多かった。

　……いや、もしかしたら、夏至の翌日、捜さがし回って捕つかまえた彼に宣言通りロザリオの首輪をつけ教会の十じゆう字じ架かに結ゆわえて放置したのがまだ応えているのかもしれないが。勿論、コンスタンティンだって、何かあってはまずいと思ったから、ちゃんと死なないように様子は観察しながらやったのだが。

　コンスタンティンの唇をユリエルに奪われたことがよほど悔くやしかったのか、この一週間、猫ねこはしばしば彼女の唇を奪おうとした。儀式で魔ま力りよくはほとんど使い果たしてしまって変身もできないから、猫の姿でだ。

　だんだんコンスタンティンも憐あわれになってきたが、あれだけのことをやった猫に対して、キスを許すような甘さは彼女にはなかった。

「吾わが妻の唇を……吾わが輩はいだってまだだったのに……許さぬ……」

「たかがキス一つでいつまでもぐたぐたうるさいやつだな」

　コンスタンティンは呆あきれてそう言った。

　猫はがばりと身を起こし、見開いた金色の目で彼女を見つめた。

「たかがキスだと？　そなた、それでも乙女おとめか！　いいか、乙女の口づけとは神聖なものなのだ。そなたらも婚こん姻いんの儀式で口づけをかわすであろう？　それをあの男はケダモノのように……！　ええい、そなたも少しは貞てい操そうの危機であったことを理解せぬか！」

「ファーザー・ユリエルに限って、んなことないよ」

「しかしそなたは吾が妻なのだ！」

　一人で言ってるだけだが。

　それでも猫が本当に必死で訴うつたえてくるので、コンスタンティンは彼の前にしゃがみ込んでその顔を見下ろした。

「髪かみと目と肌はだの色だけで僕のこと愛するって決めたんだろ。それなら別に、僕の唇が誰だれのものになろうがかまやしないじゃないか」

「かまうわ愚おろか者！　そなたは……っ」

「？」

　猫が何か言いたげにコンスタンティンを見上げるが、結局何も言わずにそわそわと足あし踏ぶみをした。

「吾輩はそなたの心が欲しいのだ……」

　視線を逸そらし、ぐるぐる同じ場所を歩き回りながら、猫は言った。自分でも何を言いたいのかよくわかってないような様子だ。

　今までは、魔力が戻もどれば魅み了りようの力でコンスタンティンの心を吾が物にできると言って、彼女の心など見向きもしなかったのに。いや、今回も結局魔力でどうにかしようとしていただけだから、そこら辺の考え方は変わってないのだが。

　だが、この猫の落ち着かないそぶりはなんだろう。彼女と視線を合わそうともせず、自分の心を覗のぞき込むように、俯うつむいて床ばかり見ている。




『でも、猫君は、コンスタンティン助祭のことがとても好きですよ』




　何故なぜかユリエルの言葉が思い出された。好き？　あの時は勿論否定し、今も違ちがうと思う。こんな強ごう引いんな愛があってたまるか。悪魔は単にコンスタンティンを自分の所有物のように思っていて、それにちょっかいを出したユリエルに腹を立てているだけなのだ。

　今後も、きっと変わらない。

　小さな不安を覚えつつも、彼女は立ち上がって、気楽な口調で言った。

「でもおかげで助かったよ。あのキスがなければ、僕の心、君に取られちゃったんだもんな」

「あれは、吾われらの大事な結けつ婚こん式しきだったのだぞ」

　猫は思い出したように、再びぎゃあぎゃあとわめいた。

「せっかく用意して、一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばったのだ！　それを、それをあの男が横からかっさらったのだ！　吾輩、別にそなたとあの男の結婚式を挙げたくて頑張ったわけではない！」

　まあ、そうだろう。

　だが、そこでコンスタンティンは首を捻ひねった。何か、今の言い方はおかしかった。

「あのさ、ファーザーとキスしたから、結婚式は失敗したんだよね？」

「あれは本来、吾らの結婚式で、そのための力の流れができていたのだが、あの口づけで力の流れが混乱し、初期状態に戻されてしまったのだ。まあ、要するに失敗したと言っていい」

「じゃあ、僕とファーザーの結婚式って言い方はおかしいじゃないか」

「確かに力はほとんど消えた。だが、あの儀ぎ式しきは元々集団結婚式のためのものであり、あの場での男女の口づけによって契けい約やくが完かん了りようするのは間ま違ちがいない。古代の掟おきてに従えば、そなたとあの司祭は夫ふう婦ふとなったことになる」

　……ちょっと待て。

　コンスタンティンは、とんでもないことを言い出した猫を見下ろし、湧わいてきた汗あせを僧そう衣いの裾すそで拭ぬぐった。

「……え？」

「だが、案ずるな、そなたはあの司祭には渡わたさぬぞ」

　待て、待て待て。おかしい。その理り屈くつはおかしい。キスをしたから、あの夏げ至しの夜、あの場でキスをしたから、夫婦になるだと？

「う、噓うそだ！」

　コンスタンティンは、思わず大きな声で叫さけんだ。猫は彼女を見上げ、不思議そうに言う。

「噓ではない。そなたとあの司祭には、すでに霊れい的てきな繫つながりが出来ておる。無論、吾輩とそなたの間のもののように強固なものではないがな」

「違う、そうだ、だって古代の儀式じゃないか！　キリスト教徒の僕には関係ない！」

「そなた、似たことを吾輩との結けつ婚こんの時にも言っておったな。吾輩がキリスト教徒ではないから離り婚こんできるとかなんとか。そう思うのはそなたの勝手だが、そなたの思うように世界が回っているわけではないぞ」

　結婚──結婚だと？　助祭と司祭が？　結婚？　悪あく魔まと結婚した後は、司祭とまた結婚？

「そ、そんな……そんなバカな……」

　立っていられなくなって、彼女はその場に座り込み、手を床ゆかについて身体からだを支えた。

　絶望に震ふるえる声で叫ぶ。

「今度は司祭と重じゆう婚こん!?　僕まだ十六だぞ、なんでそんなことになってんだよ！」

　猫はうるさそうに、尻尾しつぽを緩ゆるく振ふり、中庭に行こうと逃にげ出した。




　欲しいものが手に入らないというのは、彼にはなかなかに耐たえ難がたいことだった。

　彼は悪魔で、地じ獄ごくと地上とを行き来する力を有し、人の心を操あやつり、たぶらかし、悪徳の深しん淵えんに落とすことができる者だ。その彼が、妻の心一つ手に入れられないのは、屈くつ辱じよくであり、苦痛だった。

　彼は薔[image: ]ばらの木こ陰かげに寝そべっていた。丸っこい身体の蜂はちが飛び交かい、薄うすい青色をした小さな蝶ちようが花弁の中に潜もぐっていく。彼の身体をテントウムシがはい上がる。

　美しい夏の庭の片かた隅すみで、彼は不満をくすぶらせていた。

　脳のう裏りには、何度も、何度も、あの儀式の失敗が蘇よみがえる。司祭が憎かった。儀式を失敗させ、横からかっさらっていったあの男が。だが、何より憎かったのは、妻の唇くちびるを奪うばったことだ。まだ彼でさえ口づけをかわしてはいないのに、あの男はあっさりそれをしてのけた。

　許せることではない。

　血の泡あわを吐はき、泣き叫んで懇こん願がんするまで痛めつけてやる。人間にしては整った顔を、判別できなくなるまで打ち据すえ、切り裂さき、また縫ぬい合わせてやろう。神の名を忘れてしまうほどの時間痛めつけ、祈いのりの言葉があの口から漏もれ出ることがなくなったら、彼自身の名を、人には発音できない美しい名を教えてやろう。その名をあの男が崇あがめるようになるまで、彼の残ざん酷こくな拷ごう問もんは続くのだ。

　少しだけ安あん堵どし、彼はまたまどろみ始める。

　さて、今回は妻の心を手に入れようとして失敗してしまった。今度はどうしたものか。妻の心を手に入れたいという欲よつ求きゆうは勿もち論ろん今も強かったが、同じくらい、あの司祭を痛めつけたいという思いも強くなった。憎ぞう悪おと嫌けん悪おは彼の身体に最も馴な染じんだものの一つだったから、彼は別段それを不思議に思わなかった。




　だが、それは、彼の小さな嫉しつ妬との始まりでもあった。
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　はあああ、とユリエルは溜ため息いきを吐いた。

　コンスタンティンと別れ、中庭を司祭館へ向かってとぼとぼと歩き、裏口の扉とびらを開けた時のことだ。裏口は台所に通じており、彼はそこから広間に出て、二階に上がろうとしていた。

【黒い羊シスター・ブラツクシープ】とはいったい何者なのだろうか、という基本的な問題に、彼はぶち当たっていた。

　悪魔は彼女を妻とか花はな嫁よめとか呼ぶ。彼女は悪魔を嫌きらっているふうに見えるのに、しばしば行動をともにしている。悪魔が彼女を助けることもある。

　しかし悪魔は彼女の心までは手に入れておらず、わざわざ古い儀式を復活させてまで彼女の心を手に入れたがった。

　それなのに、【黒い羊ブラツクシープ】自身の精神は、まるきり若い娘むすめのものなのだ。……いや、まるきり、というと語ご弊へいがある。普ふ通つうの娘は幾いくら能力があろうと、夜中に駆かけ回って人助けのような真似まねはしない。悪魔や悪あく魔ま祓ばらい師として訓練を積んだ彼と渡り合おうとは思わないものだ。

　とにかく、本当に申し訳ないことをした。

　またユリエルは溜息を吐いた。当たり前だが、あの口づけ以来、彼は彼女のことばかり考えていた。四六時中思い出しては、いたたまれない気持ちになり、すまない気持ちになる。

　しかし、と彼ははたと気付いた。この感覚は最近他にもあった気がする。

　一人の人物のことを考え、日常生活にまで影えい響きようが出て、扉にぶつかったり、転んだりして、とにかく動どう揺ようし──

　そう、あの時彼は言われたのだ。ニコラスに。




『そりゃ恋こいでしょう』




　ハッとして立ち止まった彼は、頭を台所から広間に通じる扉にぶつけた。痛みで理性が息を吹ふき返してくれないかと期待したのだが、無む駄だだったかもしれない。

　小さな、情けないほどに震える声で呟つぶやく。

「こ、恋……？」

　いや、いや、いや、と彼は自分の思考に待機命令を出した。

　恋というものを彼は知らないが、恋ではないはずだ。恋というのは相手を大切にしたいと思い、優やさしくしたいと思う……そういうものだろう。別に自分は【黒い羊ブラツクシープ】を大切にしたいとも優しくしたいとも……まあ、そんなに思っていない。悪魔から引ひき離はなし、正統の教えに回帰させなければという義務感があるだけだ。それに、普通の人間は、一度に一人の人間にしか恋に落ちない。

「そうだ！　やっぱり恋ではありませんね。私が恋に落ちたのがコンスタンティン助祭だとすれば同時に別の人間に恋に落ちるわけがありませんから！」

　口に出して言って、また絶望して扉に頭をぶつけた。だから何を言っているのだ自分は。コンスタンティンへの思いも恋などではない。あれはただ唇が気になっただけだ。

　そこで、彼は、我に返った。

「唇……？」

　呟いて、自分の唇に触ふれる。そこに、一週間前【黒い羊ブラツクシープ】の唇が触れた。間近で見たから、よく覚えている。あの唇の形……

　あれは、コンスタンティンの唇に、似てはいなかったか？

　最初、彼はぞっとした。とんでもない思い違ちがいだと思った。

　だが、考えれば考えるほど、二人の口元は似ていた。

　それまでにも、似ている、と感じることはあったのだろう。だが、コンスタンティンが男だったから無意識のうちに見み逃のがしてしまった。勘かん違ちがいと片づけてしまった。

　コンスタンティンが女物のドレスを身に着けたことで、その先入観は崩くずれ去った。女性と思ってコンスタンティンを見た時、その口元が【黒い羊ブラツクシープ】に似ているという事実を、ようやく受け入れることができたのだ。

　そして、だからこそ、彼はあんなにもコンスタンティンの唇に引っかかったのだ。

　恋ではない。

「……まさか」

　呟きはしたものの、似ているのは事実なのだ。

　ファーザー、と優しい声で彼を呼ぶ、あの天使のような容よう貌ぼうの少年。

　コンスタンティンの唇から零こぼれる笑えみと、その声が、ユリエルは好きだった。時々口が悪くなるが、芯しんのところはしっかりしていて、心の弱った人にはとりわけ優しい。

　彼が──コンスタンティンが、【黒い羊シスター・ブラツクシープ】？

　ユリエルは、あまりに突とつ飛ぴな、しかし無視もできない疑念にぶち当たり、まだどこか呆ぼう然ぜんとしたまま、扉を開けた。

　目の前に、エリカがいた。

　エリカは教会の信者で、コンスタンティンに好意を抱いだいているらしい少女だ。彼女は両手に鍋なべを抱かかえていた。お裾すそ分わけに来たのだろう。

　ところが彼女はユリエルが扉を開けたことに驚おどろいたのか、その鍋を落としてしまった。

「あ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　慌あわててユリエルは膝ひざをつき、落ちた鍋を拾った。幸い蓋ふたがしてあり、真っ直すぐ落ちたので、あまり零れてはいなかった。中身も冷めているから、エリカの足にかかっていたとしても、火傷やけどには至らないだろう。彼はホッとして立ち上がり──エリカの異変に気付いた。

　彼女は、人間はこれほど目を見開くことができるのかというほど目を開き、ぷるぷると震ふるえていた。その口がぎこちなく、まるで錆さび付いた水門のようにゆっくりと開いて、言葉を紡つむぎ出す。

「司祭様は……」

「はい？」

「コンスタンティンが好きなの？」

　はい？　と彼はもう一度聞き返した。それは勿論好きだ。コンスタンティンがいてくれて良かったと思うことは何度も──いや、というか、エリカはいきなり何を言い出したのだ？

　ユリエルは事態を把は握あくできずにぱちくりと瞬まばたきした。

　エリカが震えながらまた言った。

「恋って……」

　恋。

　それでようやく、ユリエルは、自分が扉の前で言った独り言の内容を思い出した。

　途と端たん、全身から汗あせが噴ふき出した。まさか。いや、このエリカの態度からして確実だ。鍵かぎなどかかっていない司祭館の正面扉から入ってきた彼女は、扉一枚隔へだてた先にいた彼のあの独り言を聞いていたのだ。

　ユリエルは、彼女の誤解を解くために、極力平常通りの笑顔を保って言った。

「あれは、ま、間ま違ちがいです。たまたま、私の考えの一部が漏もれてしまっただけで、それも誤解を招きかねない部分が漏れたというだけのことで、まったく、そのようなことは……」

　そう、何しろコンスタンティンの唇くちびるが気になったのは【黒い羊ブラツクシープ】のそれと似ていたからだ。決して彼によからぬ思いを抱いていたからではない。

　だが、エリカは、青ざめた顔で言った。

「真ま面じ目めで、女性問題は心配なさそうな方だと思ったのに……まさかコンスタンティンを狙ねらっていらっしゃったなんて……」

「な、なんですかその狙っているというのは！　待ってください、誤解です！」

「いいんです、私、司祭様がそっちの趣しゆ味みの方だってことは誰だれにも言いません！　でも……でも、コンスタンティンだけはダメ……！」

　ダメだ。暴走している。止まらない。湧わき上がる諦てい念ねんをねじ伏ふせ、ユリエルはなんとか彼女に説明しようとした。

「落ち着いてください。私はコンスタンティン助祭を別にどうこうしようなんて思っていませんし、勿論、良い人物だとは思いますが、恋をしているわけでは……」

「言わないで、司祭様。わかってます。コンスタンティンは可愛かわいいもの。顔の問題じゃないわ、勿もち論ろん顔も可愛いけど、ちょっと斜しやに構えてワルぶってるくせに、実は正義感も強くて優しいところが可愛いのよね。わかるわ、すごくよくわかる。でもね、司祭様」

　エリカの目はすでに覚かく悟ごを決めた女の目だった。彼女は力強く、一歩も引かないだろう気き迫はくを込めて宣言した。

「コンスタンティンは渡わたさない。私が守るわ、あなたの毒どく牙がからでも──！」

　もはや、どうにもならなかった。

　彼女は一方的に宣言すると、司祭館を出て行った。

　鍋を持ったまま追いかけたユリエルは、通りに向かってのっしのっしと妙みように力強く歩いていくエリカの背中に、最後の抗こう弁べんをした。

「ご、誤解ですからねーっ！」

　エリカは立ち止まってくるりと振ふり返ると、その目に同情の色を示して言った。

「大丈夫。言わないわ」

　ユリエルには、去っていく彼女を見送ることしかできなかった。

　向かいの魚屋のジャックが、ファーザーどしたのーと吞のん気きにかけてくる声と、路地を駆け抜ぬける子どもたちの笑い声とを聞きながら、ユリエルはその場に呆然と立ちつくしていた。







　あとがき




　こんにちは、喜多みどりです。お手にとってくださってありがとうございます。

　男装助祭と悪あく魔まと司祭が三つどもえ！　な『シスター・ブラックシープ』もおかげさまで第二巻です。今回は前巻よりはラブコメ分増量でお届けできたのではないかなと思います……たぶん。いかがでしたでしょうか？　店頭であとがきを眺ながめてる方は、勧かん善ぜん懲ちよう悪あくの軽いお話ですので軽い気持ちで一巻と合わせてレジへどうぞ……あ、いえ、この巻から読み始めても大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ？




　二冊目となり、メインとなる三人の関係も、少しずつ変化しているようです。

　前巻のエピローグで愛について考えるようになった悪魔ですが、悪魔なのでやっぱり色々間ま違ちがっています。そろそろ悪事を成功させてやりたくなってきました。ユリエルについては、一巻を書いていた時から彼に『ソドムの罪』という言葉を言わせたかったので、今回果たせたのはやっぱりちょっと嬉うれしいです。アンケート結果からすると、キャラクターではどうやらコンスタンティンが一番人気らしいです！　ありがとうございます。「丸くなったものだ……」と彼女自身は考えているようですが、今回も肉の恨うらみを晴はらすため八つ当たり的に窃せつ盗とう団を追い回したり、クズ呼ばわりされた鬱うつ憤ぷんを晴らすために強ごう盗とう事件を追ったりしているので、読者様には相変わらずだな！　と思っていただければ幸いです。

　新登場人物が数名おりますね。中でも『彼女』はこれからも出てくると思います……が、正直、『彼女』は距きよ離りを置いて眺めていたいタイプの人で、周りの人（主にレオン）を振ふり回し続けていくので、読者様に嫌きらわれたり憎にくまれたりしてこそ本ほん懐かい、というキャラになるかもしれません。またこれから書いていくことで色々な面が見えたり、深まったりするといいなと思います。

　舞ぶ台たいとなるサクス市は虚きよ構こうである、と前巻のあとがきでも書きましたが、個人的には架か空くうとはいえこういった時代の人々がどんな世界観を持って生きてきたのかな、ということに興味があります。物語の登場人物たちが感じ、信じてる世界は、現代日本に生きる私たちにとっての世界とは違っていて、でも同じ人間なので理解できるようなところもあって……信しん仰こうや慣習が深く関かかわってくるので難しいことも多いですが、そういうことを考えていると凄すごく楽しいです。

『読んでスカッとする勧善懲悪＆ラブコメっぽい軽いもの』を目指しておりますので前面に押し出すことはないとは思いますが、多少は、そういった作中の人々の世界観についても書いていけたらいいなあと思っています。




　こうして続編をお届けできたのも前巻から読んでくださった皆みな様さまのおかげです。この巻から読んでくださった方も、ありがとうございます。読んでくださった方がちょっとでも元気になったり、気持ちが明るくなったりするといいなと思って書いています。気に入っていただければ、これからもよろしくお願いいたします。アンケートとかお手紙とかもお待ちしております！

　そして今回もユリエルが格好良い表紙を描いてくださいました桐矢先生と、放ほうっておくと落ち込んだり悩なやんだりして立ち止まる私にいつもアドバイスと激げき励れいをくださる木藤女史にも、心より感謝申し上げます。

　多くの方のおかげで、この本も世に出ることができました。

　ありがとうございました！




　それから、前シリーズのおまけ話ですが、年内にお手紙をいただいた分については対応いたしますが、来年以降につきましては在庫分のみの対応とさせていただきます。はっきりとした締しめ切きりを設けていませんでしたが、ちょっと想像を上回る量でしたので、これが続くと今の原げん稿こうにも影えい響きようが出てしまうと考えました。まことに申し訳ありませんが、ご了りよう承しようください。

　二巻にしてヒロインが離り婚こんするどころか重じゆう婚こんしてしまった『シスター・ブラックシープ』ですが、三巻が無事発売になりまして、店頭にてお見かけの際は、よろしくお願いいたします。あ、でもその前に『The Beans VOL.16』に短編が掲けい載さいされる予定ですので、よろしければ是ぜ非ひ。

　では、季節の変わり目ですが、皆様どうかお元気で。




喜多　みどり　　



















シスター・ブラックシープⅡ




林りん檎ごと堕だ天てん使し








喜き多たみどり





角川ビーンズ文庫





令和4年3月1日　発行





ver.001





©Midori Kita 2010





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川ビーンズ文庫『シスター・ブラックシープⅡ　林檎と堕天使』

平成22年11月1日　初版発行

平成23年1月15日　再版発行





発行者：青柳昌行

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










装幀者／micro fish












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/p083.jpg





item/image/cover.jpg
e Bk Sie ‘ﬂ;‘ m@%@ﬁ _






item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/p232.jpg





item/image/allcover-001.jpg
FHHLY o idoriKita

831 BEFNOZLEAR. REHIL).
WEICREZR TV TOSBADCHRAED
WBEEESICEE@MEVTLEVET, [T
DYYAN DNSAWR, [RAF1I3—
5 BR] OFYRU2—#R. [RU—/{—
X| ORE—HSL--BETE. HEIDIC
B [BE3I7VF] ORA—UVHIDRE
UTWELEICED S 12 TY . BRE.

NI ASR O HRE
FHAYOBHUL (I MEETE)

42-21

RN EVNESF NI

i
L]
&
i}
PN
4

e
HROWRIT I & N IR L AU L IR
oW, gz L UE) o ilvkise %z ska Y
25274 v LibL, RO S AT, i
KLY BPNTLE WL FLAEHBEDIT! EDI
Zogst [HOF] % 2y 2 RbRTLEV?

[Ba7 R bhoTOBOW. KA T+ HlfofEh:
EREOMALATIET 2 PV =F 15T 77 vy V=25






item/image/p101.jpg





item/image/kugiri.png





item/image/p027.jpg





item/image/p147.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		Contents



		プロローグ



		第１章



		第２章



		第３章



		第４章



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p013.jpg





item/image/titlepage.jpg
VRY— - TSvoy—T 1

PR & KR R

HEARLY

16530

BIIE-2J2XE






item/image/p217.jpg





item/image/gaiji-cid14207.png
Zir
o





item/image/toc-001.jpg
(57
5%

Sister Black Sheep £

Apple and glfaﬂen Angel
(ontents

Few—7

1%

it

(IR )

tﬁi’)‘@ A






item/image/p010.jpg





item/image/p046.jpg





item/image/p166.jpg





item/image/gaiji-cid13803.png





item/image/p007.jpg





item/image/p005.jpg
£%s Sister Black Sheep £
Apple and Fallen Angel

Characters

||

YTV
LERIENIXFZE
Y EERDR
hENE.EEC(E
WE]%EBS,

viy

RKETC. TOEMRE
FZE, O XE T4
CEHENELTAE
HoTWB,





item/image/p203.jpg





item/image/p004.jpg
FRFDAL AR T4
JTKIBL. 22 DIE
HEIEH-BRE. 1)
IILDEB.

VRIS TAY @I
BEEHIOENBD.

BLLTHD, BEE
HEOBESY Bl

S38=T575~7
[BUFE]ELTGER,






item/image/p125.jpg





item/image/gaiji-cidF993.png
M





